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ガ
レ
ノ
ス
「
神
経
の
解
剖
に
つ
い
て
」

Ｉ
ギ
リ
シ
ャ
語
原
典
か
ら
の
翻
訳
と
考
察

〔
要
旨
〕
ガ
レ
ノ
ス
に
よ
る
「
神
経
の
解
剖
に
つ
い
て
」
を
キ
ュ
ー
ン
版
の
ギ
リ
シ
ャ
語
原
典
か
ら
日
本
語
に
翻
訳
し
、

ガ
レ
ノ
ス
の
著
作
の
既
存
の
ラ
テ
ン
語
訳
お
よ
び
近
代
語
訳
に
誤
っ
た
解
釈
が
多
々
含
ま
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
。
た
と
え
ば
ガ
レ
ノ
ス
の
脳
神
経
の
第
三
群
が
、
三
叉
神
経
の
か
な
り
の
部
分
、
第
四
番
が
交
感
神
経
幹
と
口
蓋
神

経
に
祁
当
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
既
存
の
ラ
テ
ン
語
訳
は
解
刑
学
に
つ
い
て
の
十
分
な
理
解
の
な
い
一
六
世
紀

に
行
わ
れ
、
そ
の
後
の
近
代
語
訳
も
ラ
テ
ン
語
訳
に
影
響
さ
れ
て
い
る
。
ガ
レ
ノ
ス
の
「
神
経
の
解
剖
に
つ
い
て
』
の

解
剖
学
的
な
記
述
は
、
一
見
し
た
と
こ
ろ
あ
い
ま
い
に
見
え
る
が
、
解
剖
学
的
知
識
を
参
照
す
る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
場

合
に
内
容
を
明
確
に
同
定
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
ガ
レ
ノ
ス
が
マ
リ
ノ
ス
の
解
剖
学
の
内
容
を
引
き
継
い
で
、
脳

神
経
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て
い
っ
た
経
緯
も
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド
ー
ガ
レ
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、
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剖
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二
）
ガ
レ
ノ
ス
の
解
剖
学
害

古
代
ロ
ー
マ
の
医
師
ガ
レ
ノ
ス
の
巴
①
自
吊
二
二
九
～
一
二
○
？
）
の
解
剖
学
に
関
す
る
著
作
は
、
い
く
つ
か
知
ら
れ
て
い
る
。
代
表
的
な

も
の
と
し
て
、
『
身
体
諸
部
分
の
有
用
性
』
と
「
解
剖
手
技
」
と
が
あ
り
、
『
自
然
の
諸
能
力
に
つ
い
て
」
も
ガ
レ
ノ
ス
の
生
理
学
説
を
知
る

の
に
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
・
こ
れ
ら
を
含
め
、
ガ
レ
ノ
ス
の
著
作
の
ほ
と
ん
ど
は
、
一
九
世
紀
初
頭
に
編
纂
さ
れ
た
キ
ュ
ー
ン
尻
目
邑
版

（
１
）

ガ
レ
ノ
ス
全
集
（
一
八
一
二
～
一
八
三
三
）
全
二
○
巻
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
以
下
、
ガ
レ
ノ
ス
の
著
作
の
引
用
に
当
た
っ
て
は
、
キ
ュ
ー
ン

（
２
）

版
で
の
巻
と
頁
を
明
記
す
る
。
ガ
レ
ノ
ス
の
著
作
の
表
題
は
、
石
渡
に
よ
り
日
本
語
訳
さ
れ
て
い
る
。

『
身
体
諸
部
分
の
有
用
性
ヨ
ロ
国
尉
も
国
Ｐ
Ｍ
目
。
ｚ
国
ｚ
シ
ｚ
＠
勺
ｐ
目
○
国
Ｍ
ｐ
冨
シ
目
冨
○
四
ｐ
男
ロ
①
吊
匡
冒
昌
巨
貝
○
口
苔
の

匡
の
①
昏
言
①
の
の
○
陣
扁
冒
風
の
○
陣
胃
冒
身
』
（
キ
ュ
ー
ン
版
第
三
巻
、
一
～
九
三
三
頁
、
第
四
巻
、
一
～
三
六
六
頁
）
は
、
ガ
レ
ノ
ス
の
解
剖
学
・

生
理
学
に
つ
い
て
、
最
も
有
名
で
重
要
な
著
作
で
あ
る
。
全
一
七
巻
か
ら
な
り
、
そ
の
第
一
巻
は
ガ
レ
ノ
ス
の
第
一
回
ロ
ー
マ
滞
在
の
間
（
一

（
３
）

六
二
～
一
六
六
年
）
に
書
か
れ
、
残
り
の
巻
は
一
六
九
年
か
ら
の
第
二
回
ロ
ー
マ
滞
在
中
の
初
期
に
書
か
れ
た
。
そ
の
ギ
リ
シ
ャ
語
原
典
は
西

欧
に
伝
え
ら
れ
、
一
四
世
紀
初
頭
に
は
ラ
テ
ン
語
訳
さ
れ
た
。
ラ
テ
ン
語
訳
の
代
表
的
な
も
の
は
弓
の
８
５
８
宛
①
胴
ざ
が
一
三
一
七
年
に

（
４
）

完
成
し
た
も
の
で
、
そ
の
後
の
ラ
テ
ン
語
版
の
ガ
レ
ノ
ス
全
集
や
キ
ュ
ー
ン
版
の
ガ
レ
ノ
ス
全
集
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。
ギ
リ
シ
ャ
語
原

（
５
）

典
の
校
訂
版
と
し
て
は
、
国
①
言
風
呂
に
よ
る
も
の
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
『
身
体
諸
部
分
の
有
用
性
」
の
近
代
語
訳
と
し
て
は
、
ロ
冑
①
日
‐

（
《
ｂ
）
（
７
）

冨
侭
に
よ
る
フ
ラ
ン
ス
語
訳
と
、
冨
昌
に
よ
る
英
語
訳
と
が
あ
る
。

『
解
剖
手
技
目
同
国
シ
ｚ
シ
弓
○
冨
貝
。
ｚ
国
司
〆
国
弓
国
Ｍ
両
ｐ
辱
口
①
シ
ロ
異
○
目
の
厨
且
日
自
習
国
９
国
号
局
○
口
四
局
目
目
の
巴
冒
○
。
①
‐

目
扇
些
は
全
一
五
巻
か
ら
な
り
、
ガ
レ
ノ
ス
の
解
剖
学
の
最
重
要
の
著
作
で
あ
る
。
「
解
剖
手
技
』
の
最
初
の
手
稿
は
、
二
巻
か
ら
な
る
も

の
と
し
て
父
親
の
死
後
の
間
も
な
い
う
ち
（
一
四
八
／
一
四
九
年
）
に
書
か
れ
た
が
、
現
存
し
て
い
な
い
。
そ
の
後
こ
れ
を
一
五
巻
に
拡
張
し

序

二△

何冊
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た
の
は
、
『
身
体
諸
部
分
の
有
用
性
』
が
完
結
し
て
か
ら
か
な
り
後
の
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
そ
の
時
期
を
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

「
解
剖
手
技
』
の
第
九
巻
の
途
中
ま
で
は
、
ギ
リ
シ
ャ
語
原
典
が
西
欧
に
伝
え
ら
れ
た
。
一
五
二
五
年
に
は
ギ
リ
シ
ャ
語
原
典
が
ア
ル
ダ
イ

ン
ン
匡
冒
の
版
ガ
レ
ノ
ス
全
集
に
含
め
て
出
版
さ
れ
、
一
五
三
一
年
に
は
ア
ン
デ
ル
ナ
ハ
の
ギ
ュ
ン
タ
ー
の
昌
具
関
旨
の
醇
且
の
目
胃
冒
の
に
よ

り
パ
リ
と
バ
ー
ゼ
ル
で
ラ
テ
ン
語
訳
が
出
版
さ
れ
た
。
一
五
四
一
～
一
五
四
二
年
に
出
版
さ
れ
た
ジ
ウ
ン
タ
版
の
ガ
レ
ノ
ス
全
集
で
は
、
ヴ

（
８
）

エ
サ
リ
ウ
ス
が
訳
の
改
訂
を
担
当
し
て
い
る
。
キ
ュ
ー
ン
版
全
集
に
は
、
こ
の
前
半
部
分
の
ギ
リ
シ
ャ
語
原
典
と
ラ
テ
ン
語
訳
が
収
め
ら
れ

（
９
）

て
い
る
（
キ
ュ
ー
ン
版
第
二
巻
、
一
二
五
～
七
三
一
頁
）
。
英
語
訳
は
盟
眉
閏
に
よ
る
も
の
が
あ
る
。

（
Ⅲ
）

『
解
剖
手
技
」
の
残
り
の
部
分
は
、
複
雑
な
経
緯
を
経
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
少
な
く
と
も
九
世
紀
頃
ま
で
は
三

種
類
の
ギ
リ
シ
ャ
語
原
典
と
し
て
残
さ
れ
て
お
り
、
出
口
邑
四
冒
弓
口
房
冨
口
が
そ
れ
を
用
い
て
既
存
の
シ
リ
ア
語
訳
を
改
訳
し
た
。
後
に

出
口
邑
四
曰
の
甥
の
函
号
臼
呂
が
シ
リ
ア
語
か
ら
ア
ラ
ビ
ア
語
へ
の
翻
訳
を
行
っ
た
が
、
お
そ
ら
く
叔
父
の
国
宮
口
巴
口
の
協
力
を
得
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
ア
ラ
ビ
ア
語
訳
の
手
槁
は
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
と
ロ
ン
ド
ン
に
二
つ
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
も
と
に
一
九
○
六
年
に

盟
冒
○
口
に
よ
る
ア
ラ
ビ
ア
語
校
訂
版
と
ド
イ
ツ
語
訳
が
出
版
さ
れ
た
。
口
匡
呉
言
日
吾
は
ド
イ
ツ
語
訳
か
ら
の
英
語
訳
を
行
い
、
原
稿
を
残
し

尋
、
山

て
一
九
五
六
年
に
没
し
た
が
、
ア
ラ
ビ
ア
語
学
者
の
唇
○
国
の
が
ア
ラ
ビ
ア
語
原
典
と
英
語
訳
と
の
比
較
を
行
い
、
解
剖
学
者
の
弓
○
言
の
筋
力

（
Ⅲ
）

内
容
の
点
検
を
行
っ
て
、
口
巨
烏
言
日
昏
に
よ
る
訳
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。

『
解
剖
手
技
』
が
一
五
巻
か
ら
な
る
こ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
巻
に
書
か
れ
て
い
る
内
容
は
、
ガ
レ
ノ
ス
が
最
晩
年
に
書
い
た
『
自
著
に
つ
い
て
」

（
吃
）

の
中
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
は
、
『
解
剖
手
技
』
の
前
半
部
分
は
読
ん
で
お
り
、
後
半
部
分
が
書
か
れ
た
こ
と
は
承
知
し
て
い

た
が
、
読
む
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
現
在
で
は
、
『
解
剖
手
技
』
の
全
体
を
英
語
訳
で
読
む
こ
と
が
で
き
る
。

「
自
然
の
諸
能
力
に
つ
い
て
目
同
国
し
唇
ｚ
シ
冨
両
ｐ
ｚ
ｅ
屋
凶
閑
ｐ
ｚ
四
国
匡
○
ｚ
目
勺
ｐ
目
○
房
ロ
①
ロ
四
目
３
号
易
苛
呂
岸
呂
冒
の
一
○
己

牙
①
ご
胃
昌
巴
曾
目
旨
①
坐
（
キ
ュ
ー
ン
版
第
二
巻
、
一
～
一
二
四
頁
）
は
、
ガ
レ
ノ
ス
の
生
理
学
説
を
凝
縮
し
た
著
作
で
、
解
剖
学
的
な
知
見

（
、
）

も
数
多
く
含
ん
で
い
る
。
お
そ
ら
く
第
二
回
の
ロ
ー
マ
滞
在
中
の
早
い
時
期
に
書
か
れ
て
い
る
。
ギ
リ
シ
ャ
語
原
典
は
西
欧
に
伝
え
ら
れ
、
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英
語
訳
が
あ
る
。

ラ
テ
ン
語
訳
で
よ
く
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
、

（
ｕ
）

ま
ま
採
用
さ
れ
て
い
る
。
英
語
訳
に
は
国
ｇ
烏

て
い
る
。

（
”
）

第
二
巻
、
八
五
七
～
八
八
六
頁
）

「
初
学
者
の
た
め
に
骨
に
つ
い
て
自
国
四
○
Ｍ
目
。
ｚ
目
○
同
国
Ｍ
Ｐ
弓
○
冨
国
ｚ
ｇ
岬
口
①
○
の
四
目
の
且
胃
○
国
２
○
国
冒
邑
①
ｍ
昏
局
房
瞥
］
‐

（
肥
）

扁
勗
」
（
キ
ュ
ー
ン
版
第
二
巻
、
七
三
二
～
七
七
八
頁
）

『
静
脈
と
動
脈
の
解
剖
に
つ
い
て
ロ
両
国
ｅ
シ
同
国
ｐ
ｚ
〆
巴
シ
面
目
国
国
ｐ
ｚ
Ｐ
ｚ
鈩
弓
○
三
四
脚
ロ
①
ぐ
①
目
目
昌
閏
毎
国
閏
巨
日
名
①
ｓ
の
‐

（
四
）

開
９
５
国
魚
９
戸
“
邑
胃
○
日
琶
旦
蔚
旨
の
四
目
閏
蔚
風
＄
」
（
キ
ュ
ー
ン
版
第
二
巻
、
七
七
九
～
八
三
○
頁
）

「
神
経
の
解
剖
に
つ
い
て
ロ
同
国
ｚ
同
国
屯
ｐ
ｚ
Ｐ
ｚ
シ
弓
○
冨
国
蝉
口
①
己
閏
ぐ
○
日
目
ｓ
の
の
①
８
○
口
①
一
○
国
四
国
胃
○
口
弓
９
口
の
弓
①
の
」
（
キ
ュ
ー

（
別
）

ン
版
第
二
巻
、
八
三
一
～
八
五
六
頁
）

「
初
学
者
の
た
め
に
筋
の
解
剖
に
つ
い
て
目
両
国
巨
国
。
ｚ
シ
ｚ
シ
弓
○
冒
国
岬
己
①
日
巨
の
２
一
○
日
日
ｓ
の
の
①
８
○
口
の
且
胃
（
）
ｐ
２
Ｏ
国
警
①

（
別
）

四
口
臼
○
口
昌
旦
日
吊
巳
舟
さ
同
胃
哩
口
邑
曾
些
（
キ
ュ
ー
ン
版
第
一
八
Ｂ
巻
、
九
二
六
～
一
○
二
六
頁
）

「
嗅
覚
器
に
つ
い
て
ロ
両
国
Ｏ
Ｍ
ｅ
勺
国
脚
同
ｐ
Ｍ
Ｏ
も
弓
シ
ｚ
Ｏ
罵
口
①
旨
の
目
］
日
①
具
○
○
号
目
目
の
６
国
警
①
○
侭
四
口
○
貯
冒
①
三
（
キ
ュ
ー
ン
版

『
子
宮
の
解
剖
に
つ
い
て
ロ
両
国
冨
国
弓
も
シ
Ｍ
シ
ｚ
シ
弓
○
昌
国
岬
口
①
具
①
國
島
の
の
①
昌
目
興
○
口
昏
①
煙
ロ
呉
○
口
昌
旦
号
①
具
①
目
こ
（
キ
ュ

（
鋤
）

－
ン
版
第
二
巻
、
八
八
七
～
九
○
八
頁
）

ガ
レ
ノ
ス
の
伝
記
的
要
素
を
含
む
著
作
の
代
表
的
な
も
の
は
、
以
下
の
も
の
で
あ
る
。
英
語
訳
お
よ
び
一
部
に
日
本
語
訳
が
あ
る
。

「
自
著
に
つ
い
て
国
同
国
弓
。
ｚ
巨
旨
ｚ
四
国
旨
。
ｚ
閂
も
シ
ｅ
開
口
の
与
国
の
冒
○
目
罰
昌
冨
○
急
ご
ｇ
ｏ
訂
」
（
キ
ュ
ー
ン
版
第
一
九
巻
、
八

ガ
レ
ノ
ス
の
解
剖
学
の
こ
れ
以
外
の
著
作
と
し
て
は
、
人
体
の
あ
る
一
部
を
取
り
上
げ
た
各
論
的
な
も
の
が
い
く
つ
か
あ
る
。
い
ず
れ
も

一
五
二
三
年
に
巨
己
四
９
①
が
ロ
ン
ド
ン
で
出
版
し
た
も
の
で
、
キ
ュ
ー
ン
版
に
も
ほ
ぼ
そ
の

（
咽
）
（
肥
）
（
灯
）

に
よ
る
も
の
が
あ
り
、
日
本
語
訳
に
は
二
宮
に
よ
る
も
の
と
種
山
に
よ
る
も
の
が
出
版
さ
れ
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血
ｇ

》
尋
権
塙
〃
２
Ｓ
認

庫
睡
恥

諏
誹

Ｉ
い
霊
幽
駐

華
轡
恥
》

》
一
幸
叶
逆
叩

〆

》
》
封

ｊ

や

非
吋
罐
必
や
郷
庫
Ⅷ
囎

計
評
や
淫
唾
蝿

畢
》
部
軸
呵
部

哩
碑
畢
》

ゴ
ロ
ｆ
Ｆ

冗
叩
ｅ

一
一
》
》
一
》

ド
蝿
諦
》
》
酎
》
一

馬
く

い
，
ｊ

ｊ

ｓ
皿
刈
判
１
ｊ
ｇ

即
怪
ｊ
ｊ
如
雛
／
隅
隅
３
Ｍ
一
閨

一
一
》
一
一

飛
Ｍ
一

投
岸
浄
心
さ
－
卜
。
興

り
狼
長
い
塁
ｉ
・
蝿
額
い
い
㈱
担
揮

０
鰕
璋
長
吊
榊
ｇ
ｅ
Ｊ

ら
つ
一
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ガ
レ
ノ
ス
の
神
経
系
の
解
剖
学
に
つ
い
て
、
文
献
的
な
研
究
が
い
く
つ
か
あ
る
。
呼
鼻
は
一
九
○
九
年
に
、
お
も
に
『
身
体
諸
部
分
の
有

（
訓
）

用
性
』
に
基
づ
い
て
、
ガ
レ
ノ
ス
に
よ
る
七
対
の
脳
神
経
と
現
在
の
一
二
対
と
の
対
応
を
論
じ
て
い
る
。
盟
侭
閏
は
一
九
二
五
年
の
解
剖
学

（
雛
）

生
理
学
史
の
著
作
の
中
で
、
ガ
レ
ノ
ス
の
脳
神
経
と
現
在
の
脳
神
経
の
対
応
表
を
掲
げ
、
そ
れ
以
後
の
い
く
つ
か
の
著
作
に
引
用
・
再
掲
さ

（
粥
）
（
糾
）

れ
て
い
る
。
の
○
閉
は
『
神
経
の
解
剖
に
つ
い
て
』
を
一
九
六
六
年
に
英
語
訳
し
、
ｍ
目
牙
は
、
神
経
系
の
所
見
を
含
む
ガ
レ
ノ
ス
の
三
著
作

（
妬
）

を
比
較
す
る
論
文
を
書
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
脳
神
経
の
同
定
を
試
み
て
い
る
。

今
回
の
翻
訳
を
通
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
翻
訳
・
研
究
が
、
ガ
レ
ノ
ス
の
神
経
系
の
解
剖
知
見
を
十
分
に
把
握
し
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。
今
回
の
翻
訳
が
ガ
レ
ノ
ス
の
神
経
系
の
解
剖
学
に
つ
い
て
新
た
な
知
見
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
ギ
リ
シ
ャ
語
原
典
か

ら
池
田
が
先
入
観
な
し
に
日
本
語
へ
の
逐
語
訳
を
行
い
、
坂
井
が
解
剖
学
的
な
知
識
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
解
釈
し
て
訳
文
と
注
釈
を
作
成
し
、

月
澤
が
医
史
学
的
な
背
景
か
ら
調
整
を
加
え
、
最
後
に
三
者
が
訳
文
と
注
釈
の
内
容
に
つ
い
て
議
論
し
検
討
す
る
と
い
う
、
緊
密
な
協
力
作

業
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
こ
の
翻
訳
に
当
た
っ
て
は
、
⑦
○
ｍ
の
に
よ
る
英
語
訳
が
大
い
に
助
け
に
な
っ
た
が
、
そ
の
一
方
で
の
○
の
の
訳
の

弱
点
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
の
○
筋
訳
は
、
ギ
リ
シ
ャ
語
原
典
か
ら
英
語
訳
へ
の
忠
実
な
訳
を
心
が
け
て
、
文
章
が
具
体
的
に
何
を
記
述
し
て

分
か
る
よ
う
に
、
ガ
レ
ノ
ス
は
脳
神
経
を
七
対
と
数
え
て
お
り
、
現
在
の
一
二
対
の
脳
神
経
と
対
応
し
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
ま
た
脳
と
神

経
の
働
き
を
司
る
も
の
と
し
て
、
ガ
レ
ノ
ス
は
霊
魂
精
気
９
国
目
の
四
口
目
農
の
を
含
む
神
経
液
を
想
定
し
て
お
り
、
軸
索
を
含
む
神
経
線
維

（
認
）

が
興
奮
を
伝
え
る
と
い
う
現
在
の
理
解
と
大
い
に
異
な
る
。
脳
と
神
経
系
の
解
剖
が
詳
し
く
理
解
さ
れ
る
の
は
、
ト
マ
ス
・
ウ
ィ
リ
ス

（
湖
）

弓
言
冒
閉
弓
筐
尉
（
一
六
一
二
～
一
六
七
五
）
に
よ
る
一
六
六
四
年
の
『
脳
の
解
剖
学
」
以
後
で
あ
り
、
一
二
対
の
脳
神
経
が
正
確
に
数
え
ら

（
抑
）

れ
る
の
は
一
八
世
紀
末
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
ガ
レ
ノ
ス
の
著
作
の
一
六
世
紀
ま
で
の
ラ
テ
ン
語
訳
は
、
脳
と
神
経
系
の
解
剖
に
つ
い

て
の
十
分
な
理
解
な
し
に
行
わ
れ
た
も
の
で
、
微
妙
な
誤
訳
と
い
う
べ
き
も
の
が
少
な
か
ら
ず
見
ら
れ
る
。
神
経
に
つ
い
て
の
記
述
を
含
む

ガ
レ
ノ
ス
の
三
著
作
に
は
、
上
記
の
よ
う
に
近
代
以
後
の
翻
訳
が
あ
る
が
、
ラ
テ
ン
語
訳
の
不
十
分
な
解
釈
が
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
て

い
る
。
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結
局
の
と
こ
ろ
、
ガ
レ
ノ
ス
の
神
経
系
に
つ
い
て
の
解
剖
学
の
こ
れ
ま
で
の
翻
訳
・
研
究
は
、
の
○
の
の
に
よ
る
英
語
訳
を
除
い
て
、
十
分
な

解
剖
学
的
知
識
な
し
に
、
文
献
学
的
な
見
地
か
ら
行
わ
れ
て
お
り
、
の
○
朗
に
よ
る
英
語
訳
も
解
剖
学
的
な
知
識
が
十
分
に
反
映
さ
れ
て
い
な

い
・
今
回
の
翻
訳
を
通
じ
て
、
ガ
レ
ノ
ス
の
神
経
系
の
解
剖
学
に
つ
い
て
新
た
に
理
解
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
考
察
で
詳
し
く
論
じ
る
。

（
三
）
『
神
経
の
解
剖
に
つ
い
て
」
翻
訳
の
方
針

ガ
レ
ノ
ス
の
『
神
経
の
解
剖
に
つ
い
て
」
の
今
回
の
翻
訳
に
は
、
キ
ュ
ー
ン
版
ガ
レ
ノ
ス
全
集
の
ギ
リ
シ
ャ
語
テ
キ
ス
ト
を
底
本
と
し
た
。

ギ
リ
シ
ャ
語
テ
キ
ス
ト
を
池
田
が
逐
語
的
に
日
本
語
に
訳
し
、
そ
の
逐
語
訳
を
も
と
に
ガ
レ
ノ
ス
が
観
察
し
た
解
剖
所
見
を
坂
井
が
推
し
量

っ
て
日
本
語
訳
文
を
作
成
し
た
。
次
に
、
坂
井
・
池
田
・
月
澤
の
三
者
が
集
ま
っ
て
、
ギ
リ
シ
ャ
語
テ
キ
ス
ト
を
読
み
な
が
ら
、
日
本
語
訳

文
の
内
容
を
批
判
的
に
検
討
し
、
医
学
史
の
見
地
か
ら
の
修
正
を
月
澤
が
加
え
た
。
そ
の
際
に
、
⑦
○
の
の
の
英
語
訳
お
よ
び
キ
ュ
ー
ン
版
の
ラ

テ
ン
語
訳
は
、
批
判
的
に
検
証
し
な
が
ら
参
考
に
し
た
。
最
終
的
に
で
き
あ
が
っ
た
訳
文
お
よ
び
注
釈
は
、
三
者
の
共
同
作
業
の
成
果
で
あ

る
。
序
論
お
よ
び
考
察
は
、
坂
井
が
執
筆
し
、
月
澤
と
池
田
が
内
容
に
検
討
を
加
え
た
。

翻
訳
に
当
た
っ
て
は
、
現
在
の
解
剖
用
語
を
当
て
は
め
る
こ
と
を
避
け
て
、
原
文
に
忠
実
な
逐
語
訳
を
心
が
け
た
。
た
だ
し
ガ
レ
ノ
ス
が

記
述
す
る
解
剖
学
的
な
内
容
を
可
能
な
限
り
同
定
し
、
文
の
解
釈
を
補
足
す
る
訳
注
（
叢
）
、
お
よ
び
語
句
の
意
味
を
解
説
す
る
訳
注

（
饗
Ⅱ
）
を
本
文
中
に
加
え
る
こ
と
に
よ
り
、
文
意
を
明
示
し
た
。
大
き
な
訳
注
は
、
番
号
を
付
し
て
各
章
末
に
ま
と
め
た
。
ガ
レ
ノ
ス
の

記
述
は
き
わ
め
て
具
体
的
か
つ
描
写
的
で
あ
り
、
記
述
さ
れ
た
解
剖
学
的
な
内
容
は
、
多
く
の
場
合
、
確
信
を
持
っ
て
判
断
す
る
こ
と
が
で

る
○

い
る
か
の
判
断
は
多
く
の
場
合
避
け
て
い
る
。
ギ
リ
シ
ャ
語
原
典
で
あ
い
ま
い
に
感
じ
ら
れ
る
と
こ
ろ
は
、
英
語
訳
で
も
あ
い
ま
い
な
ま
ま

で
あ
る
。
ま
た
ラ
テ
ン
語
訳
に
引
き
ず
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
ギ
リ
シ
ャ
語
原
典
に
忠
実
で
な
い
と
こ
ろ
も
、
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
散
見
す

妾
己
拷
上
０
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（
１
‐
２
）
《
辱
国
①
目
○
口
・
》
神
経
。
の
○
の
の
は
、
「
ガ
レ
ノ
ス
は
ｐ
円
く
①
の
を
（
腱
扁
且
○
弓
な
ど
の
）
他
の
構
造
と
区
別
で
き
な
か
っ
た
」
と
い
う
通

説
が
あ
る
こ
と
、
そ
の
通
説
が
堕
眉
閏
の
解
説
か
ら
広
ま
っ
た
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
。
し
か
し
実
際
に
は
、
こ
の
「
神
経
の
解
剖
』
の

記
述
が
も
っ
ぱ
ら
神
経
を
扱
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
ガ
レ
ノ
ス
は
ロ
⑦
自
Ｃ
口
を
ま
っ
た
く
「
神
経
」
の
意
味
で
用
い
て
い

る
。
ま
た
「
解
剖
手
技
』
の
第
一
四
巻
の
第
二
章
ｅ
屋
烏
言
。
『
吾
一
八
六
頁
）
で
ガ
レ
ノ
ス
は
、
「
我
々
が
ゴ
①
弓
①
〉
と
よ
ぶ
の
は
、
脳
、

ま
た
は
、
脊
髄
か
ら
出
て
い
る
も
の
の
み
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
《
厨
四
日
①
弓
〕
と
よ
ぶ
の
は
、
骨
か
ら
成
長
し
て
き
て
い
る
も
の

の
み
を
意
味
し
て
い
る
。
《
扇
ａ
ｏ
『
〕
》
と
よ
ぶ
の
は
、
筋
肉
に
起
始
し
、
そ
こ
か
ら
出
て
い
る
も
の
の
み
で
あ
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
。

ロ
匡
具
君
負
号
言
Ｆ
国
（
ｑ
）
“
の
巴
①
自
白
〕
四
目
異
○
日
門
巴
冒
○
Ｃ
ａ
貝
①
の
》
讐
巴
胃
①
Ｈ
ｇ
○
房
．
○
四
ョ
耳
ご
鴨
ご
己
ぐ
閏
凰
ご
甲
①
の
の
、
○
ｍ
昌
胃
己
帰
》

（
１
Ｌ
Ｉ
１
Ｌ
）

（
１
，
２
）
（
ｌ
ｌ
３
）

生
体
国
○
○
口
の
部
分
の
い
ず
れ
も
、
神
経
目
の
貝
○
口
な
く
し
て
は
、
わ
れ
わ
れ
が
随
意
的
頁
○
日
Ｈ
ｇ
百
の
と
呼
ぶ
運
動
も
持
た
な
け
れ
ば
、

感
覚
も
持
た
な
い
こ
と
、
そ
し
て
も
し
神
経
が
切
断
さ
れ
る
な
ら
、
そ
の
部
分
は
た
だ
ち
に
無
運
動
で
無
感
覚
に
な
る
こ
と
に
つ
い
て
、
す

（
１
，
４
）

べ
て
の
医
師
た
ち
の
意
見
は
一
致
し
て
い
る
。
た
だ
し
諸
神
経
の
根
源
閏
呂
①
が
、
脊
髄
の
根
源
と
同
様
に
脳
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
（
瀞
神

経
の
）
あ
る
も
の
が
脳
自
体
か
ら
出
て
い
て
、
ま
た
他
の
も
の
が
脊
髄
か
ら
生
じ
て
い
る
こ
と
、
こ
れ
ら
の
事
柄
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
の
人

に
知
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
ま
さ
に
解
剖
を
め
ぐ
る
状
況
は
、
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

（
１
‐
１
）
《
歸
圃
○
○
国
ご
生
体
、
生
物
。
動
詞
形
の
国
習
は
、
生
命
活
動
を
総
体
的
に
表
現
す
る
語
。
こ
こ
で
は
生
き
物
の
身
体
を
意
味
す
る
の
で
、

ガ
レ
ノ
ス
『
神
経
の
解
剖

第
一
章
［
八
三
一
頁
］

（
１
１
１
１
１
）
震
圃
（
〕
○
国
ご

生
体
と
訳
し
た
。

訳
文
中
「
」
は
書
名
を
表
す
。
「
」
は
文
の
引
用
、
あ
る
い
は
述
語
的
な
語
句
を
表
す
の
に
用
い
た
。

訳
文
中
に
挟
ん
だ
頁
番
号
は
、
キ
ュ
ー
ン
版
ガ
レ
ノ
ス
全
集
（
第
二
巻
）
の
頁
付
け
を
示
す
。

『
神
経
の
解
剖
に
つ
い
て
」
翻
訳
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第
二
章
［
八
三
二
頁
］

脳
の
あ
た
り
の
前
方
の
諸
空
間
（
醤
Ⅱ
頭
蓋
腔
の
前
頭
蓋
窩
）
そ
の
も
の
は
、
前
の
方
に
移
る
に
つ
れ
て
、
松
果
の
形
（
ゞ
円
錐
）
に
似
て
少

（
２
‐
ｌ
）

し
ず
つ
狭
く
な
り
、
つ
い
に
は
鼻
の
起
始
に
達
す
る
と
、
お
た
が
い
に
接
近
し
あ
っ
て
、
す
っ
か
り
触
れ
合
う
ま
で
に
な
り
、
そ
の
結
果
、

（
２
‐
２
）
（
２
‐
３
）

そ
れ
ら
の
間
に
は
薄
い
髄
膜
目
①
目
冒
×
（
鋳
Ⅱ
大
脳
鎌
）
以
外
に
は
な
に
も
な
く
な
る
。
こ
れ
ら
の
（
ゞ
空
間
の
）
両
側
に
、
一
つ
は
右
の
部
の

中
に
、
も
う
一
つ
は
左
の
部
の
中
に
、
太
さ
に
お
い
て
顕
著
な
神
経
（
蕪
Ⅱ
視
神
経
Ⅱ
）
が
あ
る
。
そ
れ
は
他
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
神
経
の

（
２
‐
４
）

中
で
も
っ
と
も
軟
ら
か
ョ
巴
農
吊
で
あ
る
。
そ
れ
は
脳
そ
の
も
の
か
ら
発
し
て
お
り
、
ま
た
神
経
の
太
さ
と
正
確
に
同
じ
幅
を
も
つ
孔

（
、
〆
』
’
一
月
Ｊ
）

（
鵲
Ⅱ
視
神
経
管
）
を
通
っ
て
、
頭
蓋
（
醤
腔
）
胃
四
日
○
国
そ
の
も
の
か
ら
眼
球
に
達
す
る
ま
で
前
に
伸
び
る
。
こ
の
孔
は
、
眼
の
空
所
（
鵠
Ⅱ
眼

窩
）
が
最
初
に
始
ま
る
あ
た
り
（
鵜
後
端
部
）
に
位
置
し
て
お
り
、
あ
な
た
が
そ
れ
を
（
ゞ
前
か
ら
）
眺
め
る
と
き
に
は
、
こ
れ
ら
眼
球
の
神
経

が
あ
た
か
も
何
か
の
根
の
よ
う
に
見
え
る
だ
ろ
う
。
ま
ず
そ
れ
（
醤
Ⅱ
視
神
経
Ⅱ
）
は
多
く
の
線
維
状
の
も
の
に
は
分
か
れ
な
い
の
で
あ
り
、

（
２
‐
６
）

そ
の
様
子
は
、
諸
器
官
○
個
四
国
○
口
に
分
散
し
て
い
く
他
の
す
べ
て
の
神
経
と
違
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
あ
る
別
の
驚
く
べ
き
点
が
あ
る
が
、
そ

（
ウ
“
】
１
句
ｆ
）

れ
を
語
る
の
は
容
易
で
は
な
い
し
、
そ
れ
を
聞
い
て
も
自
分
の
目
で
四
具
○
官
①
の
そ
の
様
子
を
確
か
め
る
ま
で
、
あ
な
た
は
た
ぶ
ん
信
じ
な
い

⑦
○
閉
○
冨
叫
○
国
四
国
胃
○
国
ご
旦
邑
①
２
筋
す
ぐ
⑦
巴
①
ロ
ｇ
も
①
侭
閏
己
○
己
‐
シ
日
閏
月
四
国
旨
昌
口
巴
ａ
Ｐ
己
翼
○
口
昼
．
巨
弾
篭
？
題
画
ら
忠

蝕
ｐ
ｍ
ｇ
ｏ
（
茸
茸
⑦
巴
①
己
○
国
“
ロ
胃
○
冒
旨
巴
Ｒ
Ｏ
Ｃ
①
Ｑ
口
Ｈ
舟
．
○
且
Ｃ
ａ
国
昌
ぐ
四
四
ｑ
弔
吊
器
》
Ｐ
Ｃ
ご
Ｑ
ｏ
ご
》
匿
忠

（
１
‐
３
）
《
《
冒
○
巴
Ｈ
２
房
吊
》
ゞ
随
意
的
な
。
意
図
的
な
と
い
う
意
味
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
随
意
的
の
意
味
で
用
い
て
い
る
。

（
１
‐
４
）
↑
《
胃
ｇ
①
》
》
根
源
。
ガ
レ
ノ
ス
の
閏
ｏ
胃
は
、
も
の
の
始
ま
り
、
あ
る
い
は
、
起
源
を
表
す
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
も
の
を
支
配
す

る
力
の
根
源
が
ど
こ
に
あ
る
か
を
も
示
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
神
経
の
閏
目
①
が
脳
で
あ
る
と
言
う
と
き
、
神
経
が
脳
の
支
配
下
に
あ
る

こ
と
を
も
示
し
て
い
る
。

』
や
つ
函
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第
一
の
解
釈
を
採
用
し
一

採
用
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

だ
ろ
う
［
八
三
三
頁
］
。
と
い
う
の
も
、
す
ぐ
そ
こ
に
あ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
眼
球
の
中
に
入
り
込
む
た
め
に
、
幅
が
広
が
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ

（
２
‐
８
）

は
丸
い
球
面
状
（
ゞ
の
網
膜
）
に
な
っ
て
、
硝
子
体
ご
①
さ
①
匙
①
①
と
呼
ば
れ
る
そ
れ
自
体
軟
潤
な
ご
鳴
○
の
も
の
を
包
む
が
、
そ
こ
で
は
（
ゞ
網

（
り
】
ｌ
ｑ
該
）

膜
は
）
脳
の
性
状
冒
涜
厨
と
少
し
も
変
わ
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
だ
が
、
こ
れ
ら
の
神
経
に
は
、
伸
び
て
眼
球
に
入
り
込
む
前
に
、
内
部
に
明

（
２
‐
川
）

暗
に
認
め
う
る
通
路
９
３
の
（
鵜
Ⅱ
網
膜
中
心
動
脈
）
が
あ
る
の
で
、
何
人
か
の
解
剖
学
者
は
そ
れ
を
神
経
と
呼
ば
ず
に
通
路
と
呼
ん
だ
が
、
あ

（
２
ｉ
ｎ
）

る
者
は
そ
の
活
動
ｇ
①
侭
①
臼
か
ら
名
前
を
付
け
て
、
視
覚
の
神
経
○
日
８
口
①
匡
国
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
の
一
対
が
、
脳
か
ら
出
る
神
経
の
第

一
番
に
数
え
ら
れ
、
す
べ
て
の
神
経
の
中
で
最
も
軟
ら
か
で
あ
る
。

（
２
‐
１
）
人
間
の
頭
蓋
腔
は
ほ
ぼ
球
形
で
あ
り
、
「
松
果
の
形
」
と
は
異
な
る
。
サ
ル
の
頭
蓋
腔
は
多
少
細
長
い
の
で
、
そ
の
形
を
描
写
し
た

①
空
間
は
脳
室
を
指
し
、
薄
い
膜
は
透
明
中
隔
を
指
す
。

②
空
間
は
頭
蓋
腔
を
指
し
、
薄
い
膜
は
大
脳
鎌
を
指
す
。

③
空
間
は
頭
蓋
腔
と
鼻
腔
を
合
わ
せ
た
も
の
を
指
し
、
薄
い
膜
は
鼻
中
隔
を
指
す
。

キ
ュ
ー
ン
版
の
ラ
テ
ン
語
訳
で
は
》
》
言
凰
呂
己
①
目
印
目
の
国
日
①
の
旨
の
閏
①
耳
○
ぐ
①
ロ
ｇ
ｏ
昌
》
》
（
脳
内
の
空
洞
の
前
部
そ
の
も
の
）
と
訳
し
て

い
る
。
漠
然
と
位
置
を
示
す
ギ
リ
シ
ャ
語
の
前
置
詞
《
《
厨
国
電
）
を
ラ
テ
ン
語
で
《
ご
）
ゞ
と
訳
し
、
第
一
の
解
釈
を
と
っ
て
い
る
。
の
○
の
の
も
、

弟
一
の
解
釈
を
採
用
し
て
い
る
が
、
こ
の
ラ
テ
ン
語
訳
を
踏
襲
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
い
く
つ
か
の
理
由
か
ら
、
第
二
の
解
釈
を

（
２
‐
２
）
戻
日
①
ご
旨
×
望
》
髄
膜
、
脳
を
包
む
結
合
組
織
層
で
あ
る
髄
膜
を
指
す
語
で
、
現
在
で
も
用
い
ら
れ
る
。

（
２
３
）
こ
の
一
文
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
空
間
と
そ
れ
を
隔
て
る
薄
い
膜
が
、
生
体
の
解
剖
学
的
構
造
の
ど
れ
に
対
応
す
る
か
、
ギ
リ
シ
ャ

語
で
は
、
「
脳
の
あ
た
り
の
空
間
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
脳
の
中
と
も
脳
の
外
と
も
読
め
る
。
そ
の
解
釈
に
は
三
つ
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ

も
の
で
あ
ろ
う
。

る
○
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理
由
の
第
一
は
、
空
間
を
隔
て
る
膜
を
「
髄
膜
日
①
邑
旨
×
」
と
書
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ガ
レ
ノ
ス
は
『
解
剖
手
技
」
の
第
九
巻
の
第
二

章
（
キ
ュ
ー
ン
版
第
二
巻
、
七
一
三
～
七
一
七
頁
、
堕
侭
閏
一
三
九
～
二
三
○
頁
）
で
脳
を
包
む
膜
を
「
髄
膜
目
①
昌
邑
×
」
と
呼
び
、
硬
膜
と
軟
膜

を
区
別
し
、
大
脳
鎌
と
小
脳
テ
ン
ト
に
つ
い
て
も
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
同
書
の
第
九
巻
の
第
四
章
（
キ
ュ
ー
ン
版
第
二
巻
、
七
二
四

～
七
二
九
頁
、
聾
侭
①
１
一
三
三
～
二
三
六
頁
）
で
は
、
左
右
の
側
脳
室
を
隔
て
る
透
明
中
隔
を
「
隔
膜
＆
§
胃
侭
ョ
巴
と
述
べ
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
、
こ
こ
で
空
間
を
隔
て
る
膜
は
透
明
中
隔
で
は
あ
り
得
な
い
。

第
二
の
理
由
は
、
そ
の
す
ぐ
次
の
文
章
で
、
こ
の
左
右
の
空
間
の
中
に
視
神
経
Ⅱ
が
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と

こ
れ
は
脳
の
外
の
空
間
で
あ
っ
て
、
脳
の
中
の
脳
室
で
は
あ
り
え
な
い
し
、
ま
た
鼻
腔
で
も
あ
り
得
な
い
。

第
三
の
理
由
は
、
ガ
レ
ノ
ス
の
こ
の
論
文
が
、
脳
か
ら
外
に
出
て
い
く
末
梢
神
経
を
も
っ
ぱ
ら
扱
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
脳
室
の
形
を

こ
こ
で
述
べ
る
の
は
文
脈
上
不
自
然
で
あ
る
。

（
２
４
）
ガ
レ
ノ
ス
は
、
脳
お
よ
び
神
経
が
硬
い
（
の
邑
角
○
の
）
か
、
軟
ら
か
い
（
日
巴
鳥
○
の
）
か
に
し
ば
し
ば
言
及
す
る
。
こ
れ
は
必
ず
し

も
材
質
と
し
て
硬
い
か
軟
ら
か
い
か
を
述
べ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
多
分
に
概
念
的
な
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
『
身
体
諸
部
分
の
有
用

性
」
の
第
八
章
の
第
六
章
（
キ
ュ
ー
ン
版
第
三
巻
、
六
三
七
頁
、
旨
昌
三
九
八
頁
）
で
は
、
「
脳
そ
の
も
の
に
も
二
種
類
の
性
状
が
あ
り
、
前

部
［
大
脳
］
は
残
り
の
硬
い
部
［
小
脳
］
よ
り
も
軟
ら
か
い
。
」
と
述
べ
て
い
る
。

⑦
○
朗
○
巨
軸
○
ご
四
国
呉
○
日
宮
９
月
２
朋
耳
の
巴
ｇ
旦
罵
禺
盟
ｇ
ｏ
己
．
Ｐ
日
閏
月
四
画
百
日
口
堅
具
シ
ロ
胃
○
日
雷
巨
鱒
篭
？
路
画
尼
忠

言
当
冨
弓
叫
の
巴
①
ｐ
ｏ
目
昏
①
尻
①
甘
言
①
閉
○
津
胃
目
鼻
の
旦
昏
①
９
号
．
旨
画
く
○
房
．
○
○
昌
些
自
己
ぐ
①
風
ご
甲
①
の
の
》
岸
ｇ
ｏ
四
｝
畠
窃

四
国
”
閏
。
（
茸
青
⑦
巴
ｇ
ｏ
自
画
ご
翼
○
日
旨
巴
冒
月
巴
昌
舟
．
Ｏ
ｘ
３
ａ
ｐ
日
ぐ
閏
凰
ｑ
印
①
閉
、
５
９
号
ご
ゞ
岳
認

（
２
５
）
震
胃
凶
昌
○
口
ご
頭
の
上
部
、
頭
蓋
を
指
す
語
で
あ
る
が
、
こ
の
文
脈
で
は
脳
を
納
め
る
部
分
を
指
し
て
い
る
の
で
、
頭
蓋
腔
と
解
す

（
２
‐
６
）
《
《
○
侭
曽
〕
○
国
》
ゞ
物
事
を
行
う
道
具
を
指
す
語
で
あ
る
・
身
体
の
部
分
で
道
具
と
な
る
も
の
と
い
う
意
で
、
こ
こ
で
は
器
官
と
訳
し
た
。

る
の
が
よ
い
。



坂井建雄他 ｢神経の解剖について』 414ガレノス

第
三
章

次
の
順
番
の
（
識
第
二
番
の
神
経
の
）
対
は
、
眼
球
を
動
か
す
筋
の
中
に
配
分
さ
れ
て
い
る
も
の
（
鵜
Ⅱ
動
眼
神
経
Ⅲ
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

先
に
述
べ
た
も
の
よ
り
は
る
か
に
硬
く
小
さ
い
。
そ
れ
ら
（
詩
Ⅱ
視
神
経
Ⅱ
）
の
す
ぐ
近
く
で
（
幾
上
眼
窩
裂
を
通
っ
て
）
頭
蓋
（
器
腔
）
か
ら
抜

（
３
‐
ｌ
）

け
出
る
の
で
あ
り
、
（
蕪
視
神
経
管
と
の
間
は
）
き
わ
め
て
薄
い
骨
に
よ
り
隔
て
ら
れ
て
い
る
。

（
２
－
ｕ
）
《
曇
呂
閏
帰
冨
葛
、
活
動
力
。
ガ
レ
ノ
ス
の
自
国
帰
国
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
現
実
態
（
ｇ
①
侭
の
国
）
と
は
異
な
っ
た
意
味
で
使
わ
れ

て
お
り
、
生
体
の
組
織
や
器
官
が
そ
の
通
常
の
仕
事
を
お
こ
な
っ
て
い
く
能
力
（
号
目
目
印
）
を
発
現
さ
せ
る
活
動
力
を
意
味
し
て
い
る
。

甸
匡
１
９
陣
二
国
蚕
の
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
詳
細
に
論
じ
て
い
る
。

呵
戸
胃
庁
爵
口
涕
三
量
弄
耐
》
］
砂
の
巴
①
ロ
○
口
Ｈ
①
の
ロ
貝
禺
５
国
ｍ
ｐ
Ｑ
号
①
煙
算
①
国
①
の
．
弔
吋
ヨ
の
①
ｇ
ロ
ロ
ヨ
ぐ
①
勗
肖
目
勺
吋
①
閉
〉
も
ユ
国
の
①
弓
Ｐ
弓
函
↑

己
巨
の
す
ご
日
．
讐
与
ご
Ｆ
国
言
．
）
”
⑦
巴
Ｑ
自
白
】
曽
国
８
日
尉
堅
官
ｄ
ｏ
①
昌
肖
＄
・
号
①
両
席
呂
‘
ず
○
２
８
．
の
曽
ユ
旨
拭
い
①
ロ
ョ
ョ
四
‘
囚
ご
両
吊
朋
》
○
四
日
耳
己
頤
の
》

（
２
‐
７
）
《
酎
匡
さ
胃
腸
署
、
四
口
８
（
自
分
の
）
十
○
冒
朋
（
見
る
人
）
、
す
な
わ
ち
、
自
分
の
目
で
見
る
、
目
撃
す
る
と
い
う
語
。
ガ
レ
ノ
ス
は
、
自

分
の
目
で
確
か
め
る
こ
と
を
し
ば
し
ば
強
調
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
語
は
、
西
欧
で
は
「
検
死
目
８
房
己
の
意
味
に
も
転
化
し
た
。

（
２
８
）
湿
っ
た
も
の
、
流
れ
る
も
の
、
軟
ら
か
い
も
の
を
指
す
語
。
硝
子
体
の
性
状
を
述
べ
て
い
る
の
で
、
軟
潤
と
訳
し
た
。

（
２
９
）
↑
づ
ご
里
の
ご
自
然
、
本
性
。
こ
こ
で
は
脳
の
本
性
と
い
う
意
味
で
性
状
と
訳
し
た
。

（
２
岨
）
《
ざ
目
尻
〉
》
川
を
渡
る
手
段
、
海
峡
な
ど
を
指
す
語
。
通
路
と
訳
し
た
。
「
解
剖
手
技
」
の
第
一
四
巻
、
第
二
章
ｅ
巨
烏
言
。
『
吾
一
八

七
頁
）
で
は
、
「
小
さ
な
中
空
の
通
路
で
、
見
え
る
よ
う
に
露
出
す
る
の
が
難
し
い
。
そ
れ
を
発
見
す
る
に
は
、
ハ
リ
ネ
ズ
ミ
の
剛
毛
の
よ

う
な
細
か
い
探
索
針
か
何
か
似
た
よ
う
な
も
の
を
差
し
込
む
し
か
な
い
。
」
と
述
べ
て
お
り
、
視
神
経
Ⅱ
の
中
を
走
る
網
膜
中
心
動
脈
を
見

』
や
印
画

て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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め
ら
れ
て
い
る
。

己
巨
Ｑ
自
負
）
再
ケ
ヨ
ョ
目

な
い
か
ら
で
あ
る
。

第
四
章
［
八
三
四
頁
］

そ
れ
と
並
ん
で
頭
蓋
（
蕎
腔
）
の
そ
の
あ
た
り
に
、
た
だ
し
そ
れ
（
鋳
Ⅱ
動
眼
神
経
Ⅲ
）
の
始
ま
り
の
最
初
の
部
分
で
は
な
い
と
こ
ろ
に
、
第

（
４
‐
１
）

三
番
の
神
経
の
一
対
（
鶚
Ⅱ
三
叉
神
経
Ｖ
）
が
あ
る
。
人
々
は
こ
れ
を
軟
ら
か
い
も
の
と
呼
ぶ
が
、
あ
な
た
が
そ
れ
ら
に
注
意
を
も
っ
と
正
確

に
向
け
る
な
ら
、
根
の
す
ぐ
始
ま
り
の
と
こ
ろ
で
は
（
ゞ
線
維
が
）
た
く
さ
ん
あ
る
と
見
え
る
が
、
あ
な
た
が
不
注
意
に
観
察
す
る
と
す
べ
て

が
一
つ
に
見
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
神
経
は
本
当
は
、
前
に
述
べ
た
第
二
番
の
対
（
雛
Ⅱ
視
神
経
Ⅱ
）
と
第
四
番
の
対
（
雛
Ⅱ
交
感
神
経
幹
）
よ
り

も
、
お
よ
び
順
次
そ
の
他
の
対
よ
り
も
軟
ら
か
い
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
そ
の
よ
う
に
（
番
軟
ら
か
く
）
見
え
る
の
は
、
（
ゞ
線
維
の
）
数
が
も
っ

と
多
く
、
髪
の
毛
に
似
て
細
い
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
た
が
い
に
重
な
り
合
っ
て
は
い
る
が
フ
ェ
ル
ト
状
に
圧
縮
さ
れ
て
も
絡
み
合
っ
て
も
い

（
４
‐
１
）
こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
第
三
対
は
、
三
叉
神
経
Ｖ
に
ほ
ぼ
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
か
な
り
の
問
題
を
含
ん
で
い
て
、
研
究
者

の
解
釈
が
一
定
し
て
い
な
い
。
と
く
に
第
四
対
と
の
区
分
が
暖
昧
で
あ
る
。
ガ
レ
ノ
ス
自
身
が
「
解
剖
手
技
』
の
第
一
四
巻
の
第
三
章

ｅ
屋
烏
君
。
『
号
一
九
○
～
一
九
一
頁
）
で
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
三
叉
神
経
Ｖ
の
走
行
に
つ
い
て
は
全
貌
を
観
察
し
て
い
る
わ
け
で
な
く
、

中
枢
の
根
と
末
梢
の
枝
で
観
察
を
行
い
、
途
中
の
経
過
を
推
測
に
よ
っ
て
補
っ
て
い
る
。
三
叉
神
経
Ｖ
の
枝
の
一
部
が
第
四
対
に
割
り
振

ら
れ
て
い
る
の
は
、
そ
の
た
め
だ
ろ
う
。
具
体
的
に
は
、
三
叉
神
経
Ｖ
の
三
本
の
枝
の
内
、
第
一
枝
（
眼
神
経
）
と
第
三
枝
（
下
顎
神
経
）

は
ガ
レ
ノ
ス
の
第
三
対
に
含
ま
れ
、
第
二
枝
（
上
顎
神
経
）
の
一
部
は
第
三
対
だ
が
、
口
蓋
に
分
布
す
る
大
・
小
口
蓋
神
経
は
第
四
対
に
含

（
３
‐
１
）
視
神
経
Ⅱ
が
通
る
視
神
経
管
と
、
動
眼
神
経
Ⅲ
が
通
る
上
眼
窩
裂
と
の
間
を
隔
て
て
い
る
、
薄
い
骨
部
に
つ
い
て
の
観
察
。

胃
や
つ
画

弓
ご
Ｆ
国
（
茸
）
即
⑦
巴
①
目
（
）
目
四
巨
里
（
）
昌
一
の
巴
冒
（
）
、
①
９
局
①
の
、
号
①
茜
５
円
ご
○
（
）
一
＄
，
○
四
日
言
‘
こ
い
①
〔
〕
ヨ
ぐ
四
画
ご
弔
鄙
①
い
め
》
○
四
日
耳
己
ｍ
①
》
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第
五
章

（
５
‐
ｌ
）

そ
れ
ら
の
う
ち
で
少
し
硬
い
の
は
、
脳
か
ら
出
て
い
る
神
経
の
中
で
第
四
番
の
対
で
あ
り
、
脳
か
ら
出
た
直
後
に
第
三
番
の
対
と
混
ざ
り

合
い
、
最
初
に
厚
い
髄
膜
を
一
緒
に
通
り
抜
け
、
そ
の
後
直
ち
に
頭
の
骨
を
通
り
、
ま
た
口
の
上
部
（
響
Ⅱ
口
蓋
）
に
向
か
っ
て
分
か
れ
て
い

く
（
三
叉
神
経
Ｖ
第
二
枝
の
上
顎
神
経
か
ら
の
大
・
小
口
蓋
神
経
）
。
と
こ
ろ
で
第
三
番
の
対
は
［
八
三
五
頁
］
、
始
ま
り
の
根
が
多
数
組
み
合
わ

さ
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
の
と
同
様
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
に
分
裂
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
先
に
述
べ
た
神
経
の
集
合
（
ゞ
第
三
番
と
第
四
番
の

対
）
は
、
た
が
い
に
分
裂
し
て
い
る
と
言
う
の
と
少
し
も
変
わ
ら
な
い
か
ら
で
あ
り
、
部
分
に
分
か
れ
て
全
体
が
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
て
い
る
の

だ
と
言
っ
て
も
よ
い
。
こ
ん
な
訳
で
、
も
し
誰
か
が
こ
れ
ら
（
詳
第
三
番
と
第
四
番
の
対
）
を
た
が
い
に
分
離
し
て
い
る
（
別
の
も
の
で
あ
る
）

と
言
っ
て
も
、
全
体
の
集
合
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
部
分
が
生
じ
て
い
る
（
ゞ
同
じ
も
の
の
部
分
で
あ
る
）
と
言
っ
て
も
、
違
い
は
な
い
だ
ろ
う
。
ま

ず
第
一
に
、
こ
れ
ら
の
一
部
（
蕪
第
四
番
の
対
、
交
感
神
経
幹
）
が
（
鵜
左
右
）
そ
れ
ぞ
れ
頭
か
ら
下
へ
伸
び
て
離
れ
て
い
く
と
い
う
事
実
、
こ

（
Ｆ
Ｄ
Ｉ
リ
］
）

れ
は
解
剖
学
者
た
ち
に
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
（
鎌
神
経
の
た
め
の
）
頭
蓋
の
孔
は
（
ゞ
内
頚
動
脈
と
）
共
通
の
も
の
（
叢
Ⅱ
頸
動
脈
管
）
で

（
５
‐
３
）

あ
っ
て
、
こ
こ
を
通
っ
て
こ
れ
（
ゞ
第
四
番
の
神
経
）
は
下
方
へ
伸
び
、
ま
た
（
畿
内
）
頸
動
脈
ｏ
閏
○
房
の
続
き
の
部
分
が
脳
に
向
か
っ
て
上

方
に
伸
び
、
そ
れ
（
ゞ
孔
）
が
（
鵜
左
右
）
そ
れ
ぞ
れ
の
部
分
に
一
つ
ず
つ
あ
る
。
た
と
え
こ
の
（
ゞ
左
右
そ
れ
ぞ
れ
に
あ
る
）
こ
と
を
（
、
口
に

出
し
て
）
述
べ
な
く
て
も
、
ま
さ
に
今
こ
れ
を
聞
い
た
以
上
は
、
（
識
言
外
の
こ
と
も
）
す
っ
か
り
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。
脳
か
ら
出
て
く
る
も

の
（
ゞ
神
経
）
の
中
で
ど
れ
一
つ
と
し
て
、
ま
た
脊
髄
か
ら
出
る
神
経
の
ど
れ
も
、
対
を
な
し
て
い
な
い
も
の
は
な
く
、
右
の
部
に
あ
る
も
の

（
戸
⑨
１
４
４
）

と
左
の
部
に
あ
る
も
の
は
、
常
に
お
た
が
い
に
正
確
に
大
き
さ
が
等
し
い
の
で
あ
る
［
八
三
六
頁
］
。
で
は
い
か
に
し
て
こ
れ
ら
の
神
経

（
㈲
交
感
神
経
幹
）
が
、
頸
と
胸
を
通
り
、
横
隔
膜
よ
り
も
下
の
場
所
（
鵠
腹
部
）
に
伸
び
て
い
く
か
、
そ
し
て
そ
れ
ら
の
配
分
は
ど
の
よ
う
な

（
Ｆ
Ｄ
ｌ
Ｆ
胡
）

も
の
か
、
こ
の
説
明
が
進
む
に
従
っ
て
語
ろ
う
。
し
か
し
今
は
、
第
三
番
の
対
の
残
り
の
部
分
に
戻
ろ
う
。
と
い
う
の
も
、
（
畿
第
三
番
の
対
の

枝
は
）
頭
蓋
腔
か
ら
出
た
後
で
、
．
第
二
番
の
対
（
識
Ⅱ
動
眼
神
経
Ⅲ
）
に
接
す
る
か
ら
で
あ
る
（
鎌
Ⅱ
三
叉
神
経
Ｖ
第
一
枝
、
眼
神
経
に
つ
い
て
の
観

察
）
が
、
し
か
し
他
の
神
経
が
た
が
い
に
混
ざ
り
合
う
よ
う
な
仕
方
で
混
ざ
り
合
う
の
で
は
な
く
、
私
が
先
に
述
べ
た
よ
う
に
様
々
な
形
に
分
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雨
吋
①
陥
尉
」
に
お
い
て
述
べ
た
。

か
れ
る
。
と
も
か
く
そ
の
（
ゞ
第
三
番
の
対
の
枝
の
）
一
部
は
た
だ
ち
に
、
顎
の
関
節
部
の
横
を
通
っ
て
耳
の
前
方
へ
と
下
る
（
醤
Ⅱ
三
叉
神
経

Ｖ
の
第
三
枝
、
下
顎
神
経
に
つ
い
て
の
観
察
）
が
、
第
五
番
の
対
（
畿
Ⅱ
顔
面
神
経
Ⅶ
）
か
ら
出
た
も
の
と
ど
の
よ
う
に
混
ざ
り
合
う
か
を
、
あ
な

た
は
少
し
後
で
聞
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
（
機
Ⅱ
下
顎
神
経
）
は
、
（
鋳
第
三
番
の
対
の
）
ほ
ん
の
わ
ず
か
な
部
分
で
あ
る
。
し
か
し
す
べ

て
の
部
分
が
伸
び
出
す
元
と
な
る
幹
の
よ
う
な
も
の
（
鵠
Ⅱ
三
叉
神
経
Ｖ
）
は
、
い
わ
ば
枝
や
小
枝
の
よ
う
に
、
ま
ず
分
離
し
て
（
ゞ
二
本
に
）

（
５
，
６
）

枝
分
か
れ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
分
は
再
び
多
数
の
部
分
に
分
か
れ
、
そ
の
（
鵠
二
本
の
）
う
ち
の
一
つ
は
、
こ
め
か
み
筋
胃
２
９
三
訂
の
目
巨
の

（
鵜
Ⅱ
側
頭
筋
）
の
中
や
、
咬
む
筋
日
尉
の
輿
閏
ョ
房
（
詩
Ⅱ
咬
筋
）
と
呼
ば
れ
る
も
の
の
中
に
分
か
れ
て
お
り
（
番
三
叉
神
経
Ｖ
第
三
枝
の
下
顎
神

経
か
ら
の
咀
噛
筋
枝
）
、
そ
の
様
子
は
、
顎
か
ら
上
方
に
伸
び
て
い
る
他
の
も
の
（
鵜
Ⅱ
外
側
・
内
側
翼
突
筋
）
に
対
す
る
の
と
同
様
で
あ
る
。
ま

た
、
こ
れ
ら
の
神
経
の
中
に
は
、
（
ゞ
上
顎
の
）
歯
肉
呂
匿
と
呼
ば
れ
る
も
の
へ
、
ま
た
歯
ａ
Ｃ
５
へ
（
饗
Ⅱ
三
叉
神
経
Ｖ
第
二
枝
の
上
顎
神
経

か
ら
の
上
歯
槽
神
経
）
［
八
三
七
頁
］
、
ま
た
顔
の
周
り
の
皮
層
へ
と
伸
び
る
枝
を
出
す
も
の
（
上
顎
神
経
か
ら
の
眼
窩
下
神
経
）
が
あ
る
。
一
方
で

は
（
緋
第
三
対
の
も
う
一
本
の
枝
は
）
下
顎
の
あ
た
り
の
歯
の
根
へ
と
枝
分
か
れ
し
（
饗
Ⅱ
三
叉
神
経
Ｖ
第
三
枝
の
下
顎
神
経
か
ら
の
下
歯
槽
神
経
）
、

そ
れ
は
上
方
（
ゞ
の
上
顎
）
で
そ
れ
が
分
か
れ
る
の
と
同
様
の
配
分
で
あ
る
。
ま
た
（
ゞ
下
顎
の
）
歯
肉
へ
と
同
様
に
配
分
を
送
り
、
下
の
唇
へ

と
送
る
が
、
そ
れ
は
上
の
方
（
」
の
上
顎
）
で
も
同
様
で
あ
る
。
そ
の
最
大
の
部
分
は
、
舌
の
被
膜
に
分
布
し
、
あ
る
人
々
は
そ
の
対
を
味
覚

の
神
経
国
①
昌
○
己
鴨
匡
呂
百
口
と
呼
ぶ
（
齢
Ⅱ
三
叉
神
経
Ｖ
第
三
枝
の
下
顎
神
経
か
ら
の
舌
神
経
）
が
、
と
い
う
の
も
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
味
の
感
覚

が
生
じ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
が
、
第
三
対
の
（
籍
神
経
の
）
解
剖
で
あ
る
。
第
四
の
対
に
つ
い
て
は
す
で
に
述
べ
た
が
、
マ

リ
ノ
ス
は
そ
れ
が
第
三
の
対
か
ら
分
か
れ
て
口
蓋
に
達
す
る
こ
と
を
正
し
く
発
見
し
た
が
、
そ
れ
を
私
は
『
解
剖
手
技
“
目
ｇ
Ｃ
目
涛
凰
①
国
‐

（
５
‐
１
）
第
四
対
の
脳
神
経
は
、
明
確
な
同
定
が
困
難
で
、
研
究
者
の
解
釈
が
一
定
し
て
い
な
い
。
口
巨
民
君
○
『
ｇ
に
よ
る
「
解
剖
手
技
』
の

英
訳
で
は
、
三
叉
神
経
Ｖ
の
運
動
根
に
あ
た
る
と
解
釈
し
て
い
る
が
、
⑦
○
脇
は
い
く
つ
か
の
神
経
を
合
わ
せ
た
も
の
で
、
滑
車
神
経
Ⅳ
、

外
転
神
経
Ⅵ
、
三
叉
神
経
Ｖ
第
一
枝
と
交
通
し
翼
口
蓋
神
経
に
つ
な
が
る
交
感
神
経
の
節
後
線
維
が
含
ま
れ
る
と
考
え
た
。
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旨
四
目
三
目
皿
の
巴
①
ご
○
口
昏
①
巨
陥
言
言
の
朋
旦
言
①
ロ
煙
問
酎
具
昏
①
ウ
○
・
鴛
旨
四
角
）
房
．
○
○
局
国
里
』
ご
国
ご
閏
凰
ど
も
用
朋
消
昏
四
。
Ｐ
ら
認

（
５
‐
３
）
食
８
８
房
》
》
頸
動
脈
の
こ
と
を
、
現
在
で
も
閏
５
国
、
８
８
房
と
い
う
。
倉
８
吋
吊
尉
》
》
に
は
眠
気
の
意
味
が
、
《
《
８
吋
３
》
》
に
は
無
意

識
の
意
味
が
、
《
《
８
３
ｑ
・
に
は
熟
睡
す
る
の
意
味
が
、
そ
れ
ぞ
れ
あ
る
。
頸
動
脈
を
圧
迫
す
る
と
血
流
が
妨
げ
ら
れ
て
意
識
を
失
う
こ
と

⑦
○
閉
○
言
○
ご
四
国
禺
○
目
昌
旦
扁
ご
＄
耳
⑦
匙
ｇ
ａ
も
ｇ
隠
日
○
口
．
シ
ョ
目
８
口
冒
匡
冒
堅
ｇ
シ
昌
鼻
○
日
富
巨
鈩
罵
？
路
・
岳
忠

（
５
‐
２
）
ガ
レ
ノ
ス
は
こ
こ
で
、
頸
動
脈
が
通
る
孔
を
通
っ
て
下
方
に
離
れ
て
い
く
神
経
（
交
感
神
経
幹
）
を
自
分
が
新
た
に
発
見
し
た
と
述

べ
て
い
る
。
マ
リ
ノ
ス
は
脳
神
経
を
七
対
に
分
け
、
第
四
対
に
は
大
・
小
口
蓋
神
経
を
充
て
た
と
、
こ
の
論
文
の
第
五
章
の
末
尾
で
ガ
レ

ノ
ス
は
述
べ
て
い
る
。
ガ
レ
ノ
ス
は
、
脳
神
経
を
七
対
に
分
け
る
と
い
う
分
類
は
そ
の
ま
ま
引
き
継
ぎ
、
第
四
対
の
内
容
に
交
感
神
経
幹

を
加
え
た
。
『
身
体
諸
部
分
の
有
用
性
』
の
第
九
巻
の
第
九
章
（
キ
ュ
ー
ン
版
第
三
巻
、
七
二
二
～
七
二
三
頁
、
巨
昌
四
四
四
～
四
四
五
頁
）
で

は
、
第
四
対
と
し
て
口
蓋
に
行
く
細
い
神
経
の
み
を
述
べ
て
い
る
が
、
『
解
剖
手
技
」
の
第
一
四
巻
の
第
四
章
ｅ
巨
烏
弓
日
吾
一
九
五
頁
）

で
は
、
交
感
神
経
幹
と
頸
動
脈
を
通
る
神
経
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
ガ
レ
ノ
ス
が
交
感
神
経
幹
を
発
見
し
た
の
は
、
こ
の
二
つ
の
著
書

を
執
筆
し
た
間
の
時
期
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

ロ
ロ
烏
言
日
吾
言
伊
函
（
ｇ
“
の
巴
２
９
目
胃
○
目
ｓ
一
宮
ｇ
＆
貝
＄
》
号
巴
胃
曾
ｇ
ｏ
厨
．
○
四
日
耳
己
鴨
ご
己
ぐ
閏
凰
９
℃
届
＄
○
画
目
胃
匙
鴨
．

第
四
対
の
脳
神
経
に
つ
い
て
ガ
レ
ノ
ス
が
本
論
文
で
明
確
に
述
べ
て
い
る
の
は
、
内
頚
動
脈
と
共
通
の
孔
（
Ⅱ
頚
動
脈
管
）
を
通
る
と
い

う
こ
と
、
お
よ
び
口
蓋
に
分
布
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
記
述
に
当
て
は
ま
る
の
は
、
交
感
神
経
の
延
長
に
当
た
る
内
頸
動
脈
神
経
（
頸
動

脈
管
を
通
る
）
と
、
三
叉
神
経
Ｖ
の
第
二
対
の
枝
の
大
・
小
口
蓋
神
経
（
口
蓋
に
分
布
）
で
あ
る
。
第
四
対
に
含
ま
れ
る
も
の
は
、
こ
の
二

つ
で
あ
る
と
い
う
判
断
が
適
切
で
あ
ろ
う
。

ロ
ロ
昌
葛
自
昏
言
［
出
（
９
）
⑦
巴
ｇ
ｇ
ｇ
冑
○
目
８
－
頁
９
８
貝
８
号
の
匿
蔚
二
〕
８
房
○
四
日
耳
己
鴨
ご
己
蔚
国
弓
も
吊
朋
》
○
四
日
耳
己
鴨
）

』
④
の
画

』
や
つ
函
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第
六
章

ま
た
別
の
神
経
の
対
が
あ
り
、
そ
れ
を
マ
リ
ノ
ス
は
第
五
番
の
対
と
命
名
し
て
い
る
（
醤
Ⅱ
顔
面
神
経
Ⅶ
＋
内
耳
神
経
Ⅷ
）
。
た
だ
し
正
確
に

（
６
，
１
）

言
え
ば
、
こ
れ
は
一
つ
の
根
か
ら
起
こ
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
お
互
い
に
接
近
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
根
か
ら
生
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
［
八
三

八
頁
］
そ
れ
ら
の
う
ち
の
前
方
に
は
聴
覚
農
○
こ
め
８
ｍ
の
神
経
（
鋳
Ⅱ
内
耳
神
経
皿
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
あ
り
、
と
も
に
伸
び
出
し
た
硬
い
膜

と
と
も
に
聴
覚
の
孔
（
番
Ⅱ
内
耳
孔
）
に
入
り
込
み
、
そ
れ
と
一
緒
に
広
が
っ
て
そ
の
通
路
（
饗
Ⅱ
内
耳
の
迷
路
）
を
覆
っ
て
い
る
。
ま
た
後
方

に
は
別
の
神
経
（
醤
Ⅱ
顔
面
神
経
Ⅶ
）
が
、
石
の
形
を
し
た
骨
（
器
Ⅱ
錐
体
）
の
別
の
孔
（
鵜
Ⅱ
顔
面
神
経
管
）
に
伸
び
出
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は

盲
の
も
の
（
鵠
Ⅱ
盲
管
）
ご
ｇ
一
○
の
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
ま
こ
と
に
解
剖
学
の
先
人
た
ち
は
、
そ
こ
を
通
っ
て
神
経
が
耳
の
後
方
で
外
に
出
て

く
る
ま
で
の
螺
旋
（
響
の
よ
う
に
捻
れ
た
通
路
、
Ⅱ
顔
面
神
経
管
）
を
正
確
に
彫
り
開
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
こ
の
よ
う
に
命
名
し
た

（
５
‐
５
）
第
三
番
の
対
と
第
四
番
の
対
に
つ
い
て
の
話
が
、
交
錯
し
て
い
る
。
ガ
レ
ノ
ス
が
、
各
神
経
の
そ
れ
ぞ
れ
を
章
に
割
り
振
っ
て
こ

の
論
文
を
著
し
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
と
い
う
著
述
の
状
況
が
、
反
映
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

（
５
‐
６
）
三
叉
神
経
Ｖ
の
根
元
で
の
枝
分
か
れ
に
つ
い
て
、
ガ
レ
ノ
ス
は
『
身
体
諸
部
分
の
有
用
性
」
の
第
九
巻
の
第
九
章
（
キ
ュ
ー
ン
版
第

三
巻
、
七
一
三
頁
、
昌
昌
四
四
四
頁
）
で
、
二
枝
に
分
か
れ
る
と
述
べ
て
い
る
。
ガ
レ
ノ
ス
が
、
三
叉
神
経
Ｖ
の
三
本
の
枝
の
う
ち
ど
れ
を

見
逃
し
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
、
考
察
で
詳
し
く
述
べ
る
。

昌
昌
冨
弓
⑦
巴
ｇ
Ｏ
ｐ
ｇ
①
自
の
①
昏
言
①
の
の
旦
昏
①
ｇ
『
厨
ａ
ｓ
①
９
号
．
ヨ
い
く
○
房
．
○
○
昌
昌
己
昌
ぐ
①
風
ご
刃
①
の
の
》
岸
冨
８
ゞ
患
露

か
ら
、
こ
の
動
脈
の
名
が
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
５
‐
４
）
頸
動
脈
管
が
左
右
に
一
つ
ず
つ
あ
る
と
述
べ
た
直
後
で
、
す
べ
て
の
神
経
が
左
右
で
対
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
強
調
し
た

一
文
で
あ
る
。
ガ
レ
ノ
ス
が
思
い
つ
く
ま
ま
に
話
す
言
葉
の
流
れ
を
そ
の
ま
ま
書
き
取
っ
て
著
作
に
し
た
と
い
う
状
況
が
、
反
映
し
て
い

一
文
で
あ
る
。

る
の
だ
ろ
う
。
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の
で
あ
る
。
こ
れ
（
ゞ
の
神
経
）
も
ま
た
、
顎
の
関
節
の
横
を
通
っ
て
外
に
伸
び
出
す
と
先
に
述
べ
た
第
三
番
の
対
と
呼
ば
れ
る
も
の
（
ゞ
の

枝
、
Ⅱ
耳
介
側
頭
神
経
）
と
た
だ
ち
に
絡
み
合
う
。
後
者
は
前
者
に
達
す
る
こ
と
は
な
く
、
後
者
は
そ
れ
自
身
に
向
か
っ
て
く
る
も
の
を
待
ち

（
６
‐
２
）

受
け
て
い
る
。
（
醤
Ⅱ
顔
面
神
経
Ⅷ
の
）
大
部
分
は
、
両
側
か
ら
混
ざ
り
合
う
よ
う
に
（
鵠
Ⅱ
神
経
叢
を
つ
く
り
な
が
ら
）
、
も
っ
と
詳
し
く
表
現
す

る
な
ら
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
（
、
の
神
経
）
が
幅
広
い
筋
肉
（
醤
Ⅱ
広
頸
筋
）
に
分
か
れ
て
入
る
が
、
そ
れ
は
皮
膚
の
下
に
広
が
り
、
顎
帰
昌
○
の

（
６
‐
３
）

と
は
別
に
頬
唱
四
号
○
の
を
動
か
す
こ
と
を
我
々
は
明
確
に
見
い
だ
し
た
の
だ
が
、
こ
れ
も
両
側
か
ら
出
て
い
る
。
神
経
が
対
を
な
し
て
い
る

こ
と
は
、
講
演
の
中
で
述
べ
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
る
に
し
て
も
、
聞
く
こ
と
す
べ
て
に
つ
い
て
必
ず
覚
え
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
［
八
三
九

頁
］
第
五
番
の
対
の
分
配
は
、
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
マ
リ
ノ
ス
に
よ
れ
ば
そ
れ
が
一
つ
で
あ
る
、
と
い
う
の
だ
か
ら
、
そ
れ
は
そ
れ

で
よ
い
が
、
た
だ
し
二
重
に
な
っ
て
い
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
が
。

（
６
‐
１
）
内
耳
神
経
川
と
顔
面
神
経
Ⅷ
は
、
脳
幹
の
橋
の
下
端
あ
た
り
か
ら
近
接
し
て
起
こ
り
、
と
も
に
脳
底
の
内
耳
孔
に
進
入
す
る
が
、

別
の
神
経
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
ガ
レ
ノ
ス
は
正
確
に
観
察
し
て
い
る
。

（
６
２
）
前
者
と
後
者
が
何
に
対
応
す
る
か
、
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
と
り
あ
え
ず
、
前
者
Ⅱ
顔
面
神
経
Ⅷ
後
者
Ⅱ
耳
介
側
頭
神

経
と
い
う
の
も
、
一
つ
の
可
能
な
解
釈
で
あ
る
。

（
６
‐
３
）
一
両
①
昌
○
の
》
》
と
農
曾
画
讐
○
ｍ
》
》
は
と
も
に
「
顎
」
と
も
「
頬
」
と
も
訳
せ
る
言
葉
で
あ
る
。
ど
ち
ら
を
と
る
か
は
、
文
脈
の
上
か
ら

判
断
す
る
し
か
な
い
。

第
七
章

脳
か
ら
の
神
経
の
第
六
番
の
対
（
響
Ⅱ
舌
咽
神
経
Ⅸ
＋
迷
走
神
経
Ｘ
＋
副
神
経
型
は
、
ラ
ム
ダ
（
幾
入
）
形
の
縫
合
の
下
端
の
近
く
の
孔

（
領
Ⅱ
頚
静
脈
孔
）
を
用
い
る
。
そ
れ
は
脳
か
ら
の
始
ま
り
の
と
こ
ろ
で
は
三
本
の
神
経
を
持
っ
て
い
る
が
、
頭
蓋
腔
か
ら
外
に
伸
び
出
す
と
、

お
互
い
と
の
間
で
ま
た
近
く
に
あ
る
も
の
（
番
Ⅱ
舌
神
経
お
よ
び
舌
下
神
経
川
）
と
の
間
で
様
々
な
形
で
混
ざ
り
合
う
の
だ
が
、
こ
れ
（
ゞ
近
く
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第
九
章

私
が
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
頭
か
ら
舌
に
下
が
っ
て
く
る
神
経
が
い
く
つ
か
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
お
互
い
に
混
ざ
り
合
う
。
一
つ
は
第

三
番
の
対
か
ら
来
る
も
の
（
醤
Ⅱ
三
叉
神
経
Ｖ
の
第
三
枝
の
下
顎
神
経
か
ら
分
か
れ
る
舌
神
経
）
で
、
（
籍
他
の
も
の
は
）
今
述
べ
た
最
後
の
二
つ
の

（
排
第
六
番
と
第
七
番
の
）
対
か
ら
来
る
も
の
（
醤
Ⅱ
舌
咽
神
経
Ⅸ
と
舌
下
神
経
型
で
あ
る
。
［
八
四
○
頁
］
さ
ら
に
ま
た
脊
椎
の
神
経
の
う
ち
の

第
一
番
と
第
二
番
の
対
（
醤
Ⅱ
第
一
・
第
二
頸
神
経
）
は
、
こ
れ
ら
の
（
齢
舌
に
向
か
う
）
神
経
と
さ
ま
ざ
ま
に
混
ざ
り
合
う
。
そ
し
て
し
ば
し

ば
、
あ
る
場
所
（
ゞ
の
神
経
）
か
ら
他
の
場
所
（
、
の
神
経
）
に
伸
び
て
く
る
も
の
が
、
両
者
の
間
を
つ
な
ぐ
共
通
の
結
び
目
の
よ
う
に
、
あ
な

た
に
見
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
時
に
あ
る
神
経
は
、
付
け
加
わ
っ
て
混
じ
り
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
太
く
な
り
、
ま
た
別
の
も
の
（
ゞ
神
経
）
は
、

あ
た
か
も
そ
こ
か
ら
（
籍
枝
が
）
分
離
す
る
よ
う
に
し
て
細
く
な
っ
て
い
く
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
す
べ
て
の
解
剖
学
者
た
ち
は
、
こ
れ

ら
の
神
経
の
知
識
に
つ
い
て
混
乱
し
て
お
り
、
大
部
分
の
こ
と
が
ら
に
つ
い
て
意
見
が
異
な
り
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
事
柄
に
関
し
て
無
知

で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
あ
る
現
象
は
す
べ
て
の
生
き
物
に
ま
っ
た
く
見
ら
れ
な
い
上
に
、
サ
ル
凰
昏
①
冒
の
だ
け
に
限
っ
て
も
見
ら
れ
な
い

第
八
章

残
り
の
も
の
は
、
脳
か
ら
出
る
神
経
の
中
で
第
七
番
の
対
（
機
Ⅱ
舌
下
神
経
刈
）
で
あ
り
、
そ
れ
か
ら
出
る
も
の
（
鋳
枝
）
の
大
部
分
は
舌
の

筋
肉
に
分
配
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
（
ゞ
枝
の
）
小
部
分
は
、
喉
頭
の
扉
状
の
軟
骨
（
鵜
Ⅱ
甲
状
軟
骨
）
と
ラ
ム
ダ
形
の
骨
（
詩
Ⅱ
舌
骨
）
の
下

（
８
‐
ｌ
）

部
の
側
面
に
あ
る
共
通
の
筋
肉
（
齢
Ⅱ
舌
骨
下
筋
群
）
に
達
す
る
が
、
そ
れ
以
外
に
も
、
常
に
（
達
す
る
）
と
は
限
ら
な
い
が
何
か
に
達
す
る
。

（
８
‐
１
）
舌
下
神
経
川
の
枝
は
、
厳
密
に
言
え
ば
舌
骨
下
筋
群
を
支
配
し
な
い
が
、
上
位
の
頸
神
経
と
の
間
に
外
見
的
な
交
通
が
あ
り
、
そ

の
交
通
を
通
し
て
舌
骨
下
筋
群
に
達
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

に
あ
る
神
経
）
に
つ
い
て
は
す
ぐ
後
で
語
ろ
う
。
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し
、
決
し
て
そ
れ
以
外
の
こ
と
は
な
い
と
、
彼
ら
は
断
言
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
あ
る
事
柄
が
、
サ
ル
た
ち
だ
け
で
な
く
、
他
の
生
き
物

た
ち
で
も
い
つ
で
も
同
様
に
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
を
、
彼
ら
は
ま
っ
た
く
知
っ
て
い
な
い
が
、
そ
の
よ
う
な
生
き
物
に
六
種
類
が
あ
る
こ

（
Ｑ
ツ
ー
１
１
）

と
を
、
私
は
「
解
剖
手
技
』
と
い
う
本
の
中
で
示
し
て
い
る
。
［
八
四
一
頁
］
そ
ん
な
と
こ
ろ
で
（
ゞ
実
例
を
挙
げ
れ
ば
）
、
喉
頭
の
筋
肉
そ
の

（
９
‐
２
）

も
の
に
第
六
番
の
対
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
三
本
ず
つ
の
神
経
が
伸
び
て
分
配
さ
れ
て
い
て
、
全
部
で
六
本
あ
る
と
い
う
事
実
が
あ
る
が
、
あ
る
人
々

（
９
‐
３
）

は
こ
れ
ら
の
二
つ
だ
け
を
知
っ
て
い
る
に
過
ぎ
ず
、
他
の
者
は
こ
れ
ら
を
（
」
ま
っ
た
く
）
知
ら
な
い
の
で
あ
る
。

（
９
‐
１
）
六
種
類
の
動
物
は
「
解
剖
手
技
』
（
第
一
巻
の
第
二
章
）
に
記
さ
れ
て
お
り
、
聾
己
昏
に
よ
れ
ば
、
サ
ル
、
ク
マ
、
ブ
タ
、
食
肉
類
、

角
を
も
ち
蹄
の
割
れ
た
反
謁
類
、
角
が
な
く
蹄
の
割
れ
て
い
な
い
動
物
、
で
あ
る
。
サ
ル
の
類
に
は
、
尾
の
な
い
サ
ル
（
宮
讐
禺
○
の
、
厨
『
冨
昌

日
○
烏
亀
）
、
尾
の
あ
る
サ
ル
二
種
（
ご
具
①
ｍ
と
の
煙
ご
目
）
お
よ
び
イ
ヌ
面
の
バ
ブ
ー
ン
（
ご
口
臭
ｇ
冨
巨
）
が
含
ま
れ
る
。

、
罠
昌
号
因
め
⑦
里
①
ロ
》
⑳
四
Ｃ
ｏ
ｏ
巨
昌
呉
讐
①
ｏ
Ｈ
ｍ
己
里
ロ
①
【
ぐ
①
の
四
口
Ｑ
号
①
、
具
○
口
○
ｇ
］
の
ロ
①
門
ぐ
○
巨
の
の
昌
の
討
冒
．
ロ
四
鼻
骨
．
○
一
旨
夛
弓
①
ｓ
ｏ
四
．
ｑ
『
『
１
房
》

己
己
・
の
ヨ
岸
彦
両
切
の
巴
①
ご
》
の
四
Ｃ
ｏ
ｏ
巨
昌
○
【
号
①
ｏ
Ｈ
ｍ
昌
巴
ロ
の
局
ぐ
①
の
四
口
・
庁
壷
の
鼬
巨
庁
Ｃ
ｐ
Ｃ
ヨ
門
口
①
Ｈ
く
○
匡
の
の
冒
黒
①
目
．
ロ
画
風
い
○
］
ご
三
角
①
ｓ
ｏ
Ｐ

第
一
○
章

（
Ⅲ
，
ｌ
）

（
醤
喉
頭
か
ら
）
ノ
ド
毎
ご
ロ
×
の
他
の
部
分
（
鎌
Ⅱ
舌
骨
）
に
向
か
う
筋
肉
（
籍
Ⅱ
舌
骨
下
筋
群
の
う
ち
の
甲
状
舌
骨
筋
）
は
す
べ
て
、
第
六
番
の

（
Ⅲ
‐
２
）

対
か
ら
神
経
を
受
け
取
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
は
ラ
ム
ダ
（
醤
入
）
形
の
ま
た
は
ヒ
ュ
ー
（
鵲
Ｕ
）
形
の
骨
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
（
饗
Ⅱ
舌
骨
）

を
胸
骨
と
結
合
し
て
い
る
も
の
（
鵠
Ⅱ
舌
骨
下
筋
群
の
う
ち
の
胸
骨
舌
骨
筋
）
が
（
鵠
第
六
番
の
対
か
ら
神
経
を
受
け
取
っ
て
）
い
な
い
の
と
同
様
で

、

〃

｛
ハ
リ
）
ｌ
ｑ
Ｊ
｝

〆
、

Ｆ

（
Ｑ
ツ
ー
の
／
臼
）

胃
や
『
岸
ｍ
【
凰
写
〕
両
の

、
》
」
司
四
ｌ
』
④
↑
今
昌
や
『
」

り
れ
る
。

喉
頭
に
三
対
の
神
経
枝
が
分
布
す
る
こ
と
を
、
ガ
レ
ノ
ス
は
自
分
の
発
見
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。

喉
頭
を
支
配
す
る
三
対
の
神
経
は
、
上
喉
頭
神
経
由
来
の
外
枝
と
内
枝
、
お
よ
び
反
回
神
経
由
来
の
下
喉
頭
神
経
で
あ
る
と
考
え
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あ
る
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
『
解
剖
手
技
」
の
中
に
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
（
ゞ
本
の
）
中
で
、
ラ
ム
ダ
縫
合
の
端
に
あ
る
孔

（
機
Ⅱ
頚
静
脈
孔
）
を
通
っ
て
伸
び
出
る
と
言
わ
れ
る
三
本
の
神
経
の
分
配
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
人
々
は
、
そ

（
Ⅲ
１
３
）

れ
ぞ
れ
（
ゞ
右
と
左
の
神
経
）
を
一
つ
ず
つ
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
頸
動
脈
に
並
ん
で
伸
び
て
い
る
も
の
（
鵲
Ⅱ
迷
走
神
経
Ｘ
）
を
も
し
輪
縄

で
結
紮
す
る
な
ら
、
そ
の
動
物
は
直
ち
に
無
声
に
な
る
。
こ
れ
ら
（
ゞ
の
神
経
）
か
ら
も
ま
た
、
喉
頭
の
筋
は
（
鵜
神
経
の
）
枝
を
受
け
取
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
他
の
二
つ
の
（
ゞ
神
経
の
）
中
の
一
つ
（
醤
Ⅱ
舌
咽
神
経
Ⅸ
）
は
咽
頭
の
そ
れ
ぞ
れ
の
筋
に
、
ま
た
［
八
四
二
頁
］

舌
の
根
に
到
達
し
、
ま
た
あ
る
も
の
（
善
Ⅱ
副
神
経
型
は
肩
甲
骨
の
筋
で
あ
る
広
い
も
の
（
番
Ⅱ
僧
帽
筋
）
に
、
ま
た
そ
こ
に
あ
る
他
の
あ
る

も
の
（
緋
Ⅱ
胸
鎖
乳
突
筋
）
に
達
す
る
。
ま
た
動
脈
に
沿
っ
て
伸
び
て
い
る
も
の
（
響
Ⅱ
迷
走
神
経
Ｘ
）
の
枝
の
中
の
少
な
か
ら
ぬ
数
も
、
彼
ら

（
鵠
解
剖
学
者
た
ち
）
の
目
を
逃
れ
た
が
、
こ
れ
ら
の
枝
は
、
（
畿
こ
の
神
経
が
）
頸
と
そ
し
て
胸
を
通
っ
て
運
ば
れ
て
か
ら
冑
の
本
体
に
入
り
込

（
Ⅲ
１
４
）

む
。
こ
の
神
経
の
大
き
な
部
分
は
、
そ
れ
（
ゞ
胃
の
本
体
）
の
中
に
伸
び
出
し
て
拡
散
す
る
。
し
か
し
驚
く
べ
き
な
の
は
、
横
隔
膜
に
そ
れ
ら

（
齢
迷
走
神
経
Ｘ
）
か
ら
出
て
い
る
も
の
の
一
部
が
分
配
さ
れ
て
い
る
と
人
々
が
言
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
と
は
い
え
横
隔
膜
は
、
そ
の
対
か

（
岨
‐
５
）

ら
は
全
く
（
鍔
神
経
を
）
受
け
取
っ
て
い
な
い
し
、
い
さ
さ
か
も
（
饗
受
け
取
っ
て
）
い
な
い
の
に
（
鵠
も
か
か
わ
ら
ず
）
。
（
鵠
ま
た
こ
れ
も
驚
く

べ
き
こ
と
な
の
は
）
胸
の
真
中
か
ら
そ
れ
ら
の
神
経
の
あ
る
部
分
が
、
喉
頭
の
あ
る
筋
肉
に
向
か
っ
て
ふ
た
た
び
来
て
い
る
（
醤
Ⅱ
反
回
神
経
）

（
Ⅲ
‐
６
）

の
を
（
￥
人
々
が
ま
だ
言
っ
て
い
な
い
し
）
、
ま
た
そ
れ
ら
が
ど
ん
な
力
を
も
っ
て
い
る
か
を
、
人
々
が
ま
だ
言
っ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
ま

た
こ
の
よ
う
な
も
の
（
鈴
Ⅱ
反
回
神
経
）
は
、
損
な
わ
れ
る
な
ら
ば
生
き
物
に
と
っ
て
無
声
の
原
因
四
目
四
と
な
る
が
、
（
”
反
回
神
経
は
）
動
脈

の
傍
ら
の
神
経
の
大
き
な
対
（
饗
Ⅱ
迷
走
神
経
Ｘ
）
の
一
部
で
あ
っ
て
、
こ
ち
ら
（
姿
Ⅱ
迷
走
神
経
Ｘ
）
は
も
し
傷
つ
け
ら
れ
る
な
ら
声
を
奪
う

性
質
が
あ
る
の
で
あ
る
。
［
八
四
三
頁
］
こ
れ
ら
の
神
経
（
粥
Ⅱ
迷
走
神
経
Ｘ
）
の
横
隔
膜
よ
り
後
ろ
（
”
下
）
へ
の
分
布
は
、
多
彩
で
あ
る
。

と
い
う
の
も
、
こ
の
辺
り
の
脊
椎
か
ら
（
綴
神
経
の
）
い
く
ら
か
を
受
け
取
り
、
そ
し
て
そ
の
領
域
の
内
臓
に
向
か
っ
て
放
散
し
、
そ
し
て
第

三
番
の
対
か
ら
前
方
に
出
て
頸
と
胸
を
通
っ
て
下
へ
と
成
長
し
て
伸
び
て
来
る
と
述
べ
ら
れ
た
も
の
（
鶚
Ⅱ
交
感
神
経
幹
）
と
混
ざ
り
あ
う
の

で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
さ
ら
に
ま
た
肋
骨
の
付
け
根
に
沿
っ
て
下
へ
と
連
な
っ
た
そ
れ
ら
の
す
べ
て
の
も
の
（
鈴
Ⅱ
交
感
神
経
幹
）
は
、
第
六
番
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（
Ⅲ
１
７
）

の
対
の
枝
と
も
見
え
る
。
肋
間
の
神
経
に
対
す
る
こ
れ
ら
（
鋳
Ⅱ
交
感
神
経
）
の
混
ざ
り
方
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
小
さ
い
腰
の
も
の

（
排
神
経
）
に
対
し
て
混
ざ
る
仕
方
、
ま
た
腸
の
出
口
（
番
肛
門
）
に
お
け
る
残
り
の
も
の
に
対
す
る
混
ざ
り
方
、
そ
れ
ら
は
多
彩
で
あ
る
。
ま

た
腹
膜
よ
り
外
の
場
所
に
関
す
る
（
↑
神
経
の
）
分
配
は
多
彩
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
甚
だ
し
く
克
明
に
説
明
す
る
の
は
今
す
る
べ
き
こ
と
で
は

な
い
。
し
か
し
（
ゞ
以
下
の
こ
と
に
つ
い
て
）
無
知
で
な
け
れ
ば
、
よ
し
と
す
る
。
（
」
す
な
わ
ち
）
肝
臓
と
脾
臓
と
腎
臓
へ
と
、
さ
ら
に
そ
れ
ら

よ
り
前
に
胃
全
体
へ
、
ま
た
す
べ
て
の
内
臓
へ
と
、
脳
か
ら
出
て
い
る
神
経
の
う
ち
あ
る
も
の
は
（
ゞ
既
に
）
述
べ
ら
れ
た
よ
う
に
第
三
番
の

対
か
ら
そ
こ
へ
、
（
ゞ
ま
た
他
の
も
の
は
）
第
六
番
の
対
か
ら
そ
こ
へ
到
達
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
の
で
あ
る
。
［
八
四
四
頁
］
肺
と
心
臓
も

ま
た
、
第
六
番
の
対
（
鋳
Ⅱ
迷
走
神
経
Ｘ
）
か
ら
頸
の
あ
た
り
で
分
か
れ
る
神
経
の
い
く
ら
か
の
部
分
を
受
け
取
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
、

す
べ
て
の
人
々
は
実
際
に
知
っ
て
い
る
。
し
か
し
脳
か
ら
伸
び
る
神
経
に
つ
い
て
、
手
ほ
ど
き
さ
れ
る
者
（
ゞ
初
学
者
）
に
と
っ
て
は
、
こ
れ

で
充
分
で
あ
る
。
次
に
脊
椎
か
ら
や
っ
て
来
る
も
の
（
ゞ
神
経
）
に
つ
い
て
順
番
に
述
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
に
関
し
て
は
す
べ
て

の
解
剖
学
者
た
ち
が
間
違
い
を
犯
し
た
。
こ
の
誤
り
の
原
因
に
つ
い
て
、
今
は
詳
述
す
べ
き
と
き
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
そ
れ
ら
（
ゞ
原
因
）

を
、
私
は
「
解
剖
手
技
』
の
中
で
充
分
に
記
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
先
人
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
、
そ
う
い
っ
た
理
由
で

私
は
強
く
求
め
る
。
す
な
わ
ち
彼
ら
（
ゞ
先
人
）
の
本
を
評
価
は
し
て
も
、
私
と
と
も
に
解
剖
の
示
す
と
こ
ろ
を
見
よ
う
と
し
な
い
人
々
に
と

っ
て
は
、
（
￥
見
て
い
る
事
実
が
）
不
明
確
で
あ
る
と
見
え
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
（
、
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
）
。
（
ゞ
同
時
代
の
）
彼
ら
が
み
な

間
違
っ
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
私
一
人
が
間
違
っ
て
い
る
の
か
（
鶚
ど
ち
ら
か
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
）
・

（
叩
‐
１
）
《
《
宮
ご
ロ
×
》
》
喉
頭
あ
る
い
は
ノ
ド
を
示
す
語
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
文
脈
か
ら
ノ
ド
を
指
す
と
解
し
た
。

（
皿
‐
２
）
舌
骨
は
ラ
テ
ン
語
名
○
の
ご
○
己
①
ロ
ョ
は
、
「
ヒ
ュ
ー
〃
形
の
骨
」
の
意
で
あ
る
。

（
皿
‐
３
）
頚
静
脈
孔
を
通
る
神
経
が
、
一
本
で
は
な
く
、
舌
咽
神
経
Ⅸ
・
迷
走
神
経
Ｘ
・
副
神
経
刃
の
三
本
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
ガ
レ
ノ

ス
は
自
分
の
発
見
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。

（
叩
‐
４
）
迷
走
神
経
Ｘ
が
食
道
に
沿
っ
て
腹
部
内
臓
に
ま
で
達
す
る
と
い
う
こ
と
を
、
ガ
レ
ノ
ス
は
自
分
の
発
見
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
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両
‐
５
）
迷
走
神
経
Ｘ
が
横
隔
膜
に
分
布
す
る
と
い
う
誤
り
を
正
し
た
こ
と
を
、
ガ
レ
ノ
ス
は
自
分
の
功
績
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。

（
皿
‐
６
）
迷
走
神
経
Ｘ
の
枝
が
大
動
脈
弓
な
い
し
腕
頭
動
脈
の
下
を
回
っ
て
反
回
神
経
と
な
り
、
上
行
し
て
喉
頭
に
達
す
る
こ
と
を
、
ガ
レ

ノ
ス
は
自
分
の
発
見
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。

（
ｍ
‐
７
）
四
番
の
対
Ⅱ
交
感
神
経
幹
は
、
脊
柱
の
両
横
に
沿
っ
て
下
行
し
、
肋
間
神
経
と
の
間
に
交
通
を
作
る
。
「
肋
骨
の
付
け
根
に
沿
っ
て

下
へ
と
連
な
っ
た
」
と
い
う
の
は
、
交
感
神
経
幹
に
つ
い
て
の
見
事
な
表
現
で
あ
る
。
こ
の
交
感
神
経
幹
か
ら
出
る
神
経
（
大
内
臓
神
経
、

小
内
臓
神
経
）
と
第
六
番
の
対
Ⅱ
迷
走
神
経
Ｘ
の
枝
は
、
た
が
い
に
混
ざ
り
合
う
よ
う
に
し
て
腹
部
内
臓
に
分
布
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
、

ガ
レ
ノ
ス
の
描
写
で
あ
る
。
こ
こ
で
第
四
番
の
対
で
あ
る
交
感
神
経
幹
に
つ
い
て
「
第
三
番
の
対
か
ら
そ
こ
へ
：
・
到
達
し
て
い
る
」
と
述

べ
て
い
る
の
は
、
ガ
レ
ノ
ス
が
第
三
番
と
第
四
番
を
必
ず
し
も
区
別
す
べ
き
も
の
と
は
考
え
ず
、
マ
リ
ノ
ス
に
対
す
る
敬
意
か
ら
敢
え
て

区
別
し
た
と
い
う
事
情
を
、
反
映
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

第
二
章

（
Ⅲ
‐
１
）

と
こ
ろ
で
脊
椎
の
神
経
の
う
ち
の
第
一
番
の
対
（
善
の
神
経
、
Ⅱ
第
一
頸
神
経
）
は
、
第
一
番
の
椎
骨
を
貫
く
孔
を
通
っ
て
突
き
出
て
い
る
の

（
皿
，
２
）

だ
が
、
こ
の
孔
は
最
初
の
六
つ
の
椎
骨
に
共
通
に
存
在
し
て
い
る
孔
（
番
Ⅱ
横
突
孔
）
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
こ
ち
ら

（
鵠
Ⅱ
横
突
孔
）
は
斜
め
の
突
起
（
排
横
突
起
）
の
中
に
あ
り
、
決
し
て
脊
髄
に
接
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
［
八
四
五
頁
］
し
か
し
そ
れ
（
饗
Ⅱ
脊
髄
）

（
Ⅲ
‐
３
）
（
Ⅲ
‐
４
）

に
接
触
し
て
い
る
他
の
二
つ
の
孔
が
あ
り
、
そ
れ
を
通
っ
て
最
初
の
神
経
の
対
は
、
脊
椎
か
ら
の
根
を
一
本
だ
け
持
ち
な
が
ら
、
外
に
突
き

出
す
と
直
ち
に
二
つ
に
分
か
れ
て
（
鈴
前
枝
お
よ
び
後
枝
と
な
り
）
、
一
方
の
部
分
は
後
ろ
の
方
向
に
、
他
の
部
分
は
側
方
に
伸
び
て
い
る
。
と

こ
ろ
で
サ
ル
の
よ
う
に
第
一
の
椎
骨
が
小
さ
い
動
物
に
お
い
て
は
、
こ
の
神
経
の
対
は
小
さ
い
が
、
鋭
い
歯
を
持
つ
も
の
（
詩
Ⅱ
食
肉
類
）
や

角
を
生
や
し
た
も
の
（
醤
Ⅱ
反
鍔
類
）
の
よ
う
に
第
一
の
椎
骨
が
大
き
い
も
の
に
お
い
て
は
（
ゞ
こ
の
対
の
神
経
は
）
大
き
い
。
こ
れ
ら
（
ゞ
の
動

物
）
に
お
い
て
は
、
そ
の
（
ゞ
身
体
の
）
大
き
さ
そ
の
も
の
の
故
に
、
（
、
身
体
の
）
側
面
に
向
か
っ
て
伸
び
る
神
経
の
枝
は
、
き
わ
め
て
多
く
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（
Ⅱ
１
）
第
一
頸
神
経
は
、
人
間
で
は
頭
蓋
と
第
一
頸
椎
の
間
隙
を
通
る
が
、
サ
ル
で
は
そ
の
通
路
が
第
一
頸
椎
に
取
り
込
ま
れ
、
第
一
頸

椎
の
側
方
に
開
い
た
孔
を
通
っ
て
出
て
行
く
命
言
ヨ
巳
閏
四
目
言
。
８
一
四
～
一
五
頁
）
。
こ
の
孔
は
二
つ
に
分
か
れ
て
、
第
一
頸
神
経
の

前
枝
と
後
枝
を
別
々
に
通
す
こ
と
が
あ
る
。
ガ
レ
ノ
ス
は
、
サ
ル
の
第
一
頸
神
経
の
通
路
に
つ
い
て
の
正
確
な
観
察
を
述
べ
て
い
る
。

の
ぎ
冒
巳
関
口
顔
弓
Ｏ
ａ
ｏ
ｐ
》
シ
ご
昌
四
の
旦
目
目
胃
①
四
○
の
の
四
口
胃
○
日
冨
罵
ｇ
ｏ
ロ
．
ｇ
目
冒
目
①
①
》
四
目
白
目
．
己
昌
ぐ
①
国
ご
呉

（
Ⅱ
２
）
頸
椎
は
、
肋
骨
を
伴
わ
ず
、
横
突
起
を
上
下
に
貫
通
す
る
横
突
孔
を
有
す
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
横
突
孔
は
、
個
体
発
生
的
に
は
、

本
来
の
横
突
起
に
肋
骨
が
癒
合
し
て
で
き
た
も
の
で
、
こ
の
中
を
椎
骨
動
静
脈
が
貫
通
し
て
上
下
に
走
る
。
人
間
で
は
七
個
の
頸
椎
す
べ

て
が
横
突
孔
を
有
す
る
が
、
サ
ル
の
第
七
頸
椎
は
横
突
孔
が
な
く
、
ガ
レ
ノ
ス
が
横
突
孔
に
つ
い
て
「
最
初
の
六
つ
の
椎
骨
に
共
通
に
存

在
し
て
い
る
孔
」
と
述
べ
て
い
る
の
は
、
サ
ル
の
頸
椎
に
つ
い
て
の
正
確
な
観
察
で
あ
る
。

（
皿
‐
３
）
サ
ル
の
第
一
頸
神
経
の
通
路
が
、
第
一
頸
椎
に
取
り
込
ま
れ
、
か
つ
前
枝
と
後
枝
に
分
か
れ
て
二
つ
の
孔
か
ら
出
る
状
況
を
述
べ

の
筋
肉
に
拡
散
す
る
が
、
こ
れ
ら
（
ゞ
の
筋
肉
）
に
つ
い
て
は
『
解
剖
手
技
』
に
お
い
て
述
べ
て
あ
る
。
し
か
し
、
サ
ル
は
他
の
大
部
分
に
お

い
て
も
、
ま
た
と
く
に
頸
に
お
い
て
最
も
人
間
に
似
て
い
る
が
、
こ
の
サ
ル
に
お
い
て
は
、
第
一
番
の
対
（
ゞ
の
神
経
）
は
頭
の
関
節

（
Ⅲ
‐
５
）

＆
胃
昏
目
の
豚
（
鵠
Ⅱ
環
椎
後
頭
関
節
）
の
あ
た
り
の
筋
肉
た
ち
だ
け
に
分
配
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
（
ゞ
の
筋
肉
）
は
解
剖
学
者
た
ち
に
よ
っ

（
皿
４
）
脊
髄
神
経
は
、
実
際
に
は
、
脊
髄
か
ら
単
一
の
枝
と
な
っ
て
起
こ
る
の
で
は
な
い
。
ま
ず
脊
髄
の
前
面
か
ら
は
前
根
糸
の
列
が
、

後
面
か
ら
は
後
根
糸
の
列
が
出
る
。
脊
柱
管
の
内
部
で
、
数
本
の
前
根
糸
が
集
ま
っ
て
一
本
の
前
根
と
な
り
、
同
様
に
後
根
糸
が
集
ま
っ

て
後
根
を
作
る
。
前
根
と
後
根
は
、
脊
髄
硬
膜
に
包
ま
れ
な
が
ら
椎
間
孔
か
ら
出
る
際
に
、
合
わ
さ
っ
て
単
一
の
脊
髄
神
経
と
な
る
。
ガ

レ
ノ
ス
の
記
述
は
、
こ
の
硬
膜
に
包
ま
れ
て
椎
間
孔
か
ら
出
る
と
こ
ろ
を
観
察
し
た
も
の
で
あ
り
、
脊
柱
管
内
部
の
根
は
見
て
い
な
い
と

て
正
確
に
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

ヨ
『
四
の
三
口
ｍ
弄
○
ロ
弔
司
①
印
の
》

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

○
口
”

』
④
『
⑭
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第
一
二
章

脊
椎
の
神
経
の
う
ち
の
第
二
番
の
対
は
、
（
ゞ
脊
椎
の
）
後
ろ
の
部
分
か
ら
出
て
く
る
の
で
あ
り
、
第
一
番
の
対
の
よ
う
に
い
か
な
る
孔
か
ら

（
腿
，
ｌ
）

も
出
て
く
る
の
で
は
な
い
。
と
こ
ろ
で
脊
椎
の
そ
れ
ぞ
れ
の
部
分
（
署
Ⅱ
椎
骨
）
に
つ
い
て
、
第
一
と
第
二
の
椎
骨
の
間
に
、
骨
が
（
饗
欠
損
し

て
）
裸
に
な
っ
て
い
る
部
位
が
あ
る
。
そ
こ
を
通
っ
て
神
経
が
伸
び
だ
し
て
お
り
、
あ
る
場
所
で
そ
の
神
経
も
体
側
を
横
切
っ
て
前
方
に
伸

び
、
第
一
番
と
第
三
番
の
対
の
神
経
と
絡
み
合
っ
て
い
て
、
そ
れ
は
第
三
番
の
対
（
、
の
神
経
）
が
脳
か
ら
伸
び
て
出
て
き
て
い
る
も
の

（
吃
‐
２
）

（
鵠
Ⅱ
顔
面
神
経
Ⅷ
）
と
絡
み
合
っ
て
い
る
の
と
同
様
で
あ
る
。
そ
れ
ら
（
鶚
Ⅱ
上
位
頸
神
経
の
枝
）
の
大
多
数
（
鵜
Ⅱ
後
枝
）
は
、
頸
の
後
ろ
の
筋

肉
（
醤
Ⅱ
後
頭
下
の
筋
群
）
に
分
配
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
最
初
の
い
く
つ
か
の
椎
骨
の
た
が
い
の
間
、
お
よ
び
頭
に
対
す
る
運
動

（
児
－
３
）

が
生
じ
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
頬
を
動
か
す
広
い
筋
（
肇
Ⅱ
広
頸
筋
）
へ
（
”
の
神
経
を
）
い
く
ら
か
出
し
た
後
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ら
（
緋
Ⅱ
上

位
頸
神
経
の
後
枝
）
の
残
り
の
す
べ
て
（
醤
Ⅱ
筋
枝
を
出
し
た
残
り
の
皮
枝
）
は
、
頭
の
上
方
に
持
ち
上
げ
ら
れ
、
そ
れ
（
番
Ⅱ
頭
）
の
後
ろ
の
場

（
胆
‐
４
）
（
皿
‐
５
）

所
の
す
べ
て
に
編
み
込
ま
れ
な
が
ら
、
耳
の
ま
わ
り
の
部
分
と
、
そ
し
て
頭
頂
一
Ｓ
ご
目
①
に
続
く
部
分
と
前
頭
部
胃
凋
ョ
囚
の
始
ま
り
の
部

（
吃
‐
６
）

分
に
も
（
鶚
編
み
込
ま
れ
る
）
。
そ
の
よ
う
に
前
方
に
運
ば
れ
て
い
く
も
の
は
、
そ
れ
も
ま
た
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
頭
の
前
方
の
部
分
に
広
が

（
、
‐
５
）
＆
閏
昏
Ｈ
○
号
は
可
動
関
節
を
意
味
し
、
こ
れ
に
対
し
の
旨
閏
讐
吋
○
陽
は
不
動
関
節
を
意
味
し
て
、
ど
ち
ら
も
現
在
の
解
剖
学
用
語

と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

ス
四

『
（
皿
‐
１
）
第
一
・
第
二
頸
椎
間
に
あ
る
第
二
頸
神
経
の
通
路
の
形
状
が
、
第
一
頸
神
経
の
通
路
と
異
な
り
、
椎
骨
内
部
の
孔
を
通
る
の
で
は

な
く
、
椎
骨
間
の
空
隙
を
通
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
た
だ
し
第
一
・
第
二
頸
椎
間
の
関
節
は
特
異
で
、
第
二
頸
椎
（
軸
椎
と
も
い
う
）
か

ら
上
方
に
突
き
出
た
歯
突
起
の
周
り
を
、
リ
ン
グ
状
の
第
一
頸
椎
（
環
椎
と
も
い
う
）
が
回
旋
す
る
。
そ
の
た
め
に
第
二
頸
神
経
の
通
路
の

思
わ
れ
る
。
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（
皿
‐
２
）
顔
面
神
経
Ⅶ
か
ら
の
枝
の
一
部
は
、
頸
の
広
頸
筋
に
行
く
頸
枝
と
な
る
が
、
広
頸
筋
の
深
層
で
こ
の
頸
枝
は
、
頸
神
経
叢
か
ら
出

た
頸
横
神
経
の
枝
と
交
通
し
て
、
浅
頸
神
経
叢
を
作
る
。
ガ
レ
ノ
ス
の
記
述
は
、
こ
の
あ
た
り
の
観
察
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
皿
３
）
第
一
～
第
三
頸
神
経
で
は
、
他
の
脊
髄
神
経
と
異
な
り
、
後
枝
が
よ
く
発
達
し
て
、
後
頭
下
の
筋
お
よ
び
後
頭
部
か
ら
項
部
に
か

け
て
の
皮
膚
に
分
布
す
る
。
ガ
レ
ノ
ス
は
こ
の
後
枝
を
「
大
き
な
部
分
」
と
呼
ん
で
お
り
、
広
頸
筋
の
深
層
に
向
か
う
前
枝
（
小
さ
な
部
分
）

が
そ
こ
か
ら
分
か
れ
る
と
記
述
し
て
い
る
。

（
吃
‐
４
）
震
冒
ｑ
ｇ
①
ご
頭
頂
部
を
意
味
す
る
。

（
岨
‐
５
）
倉
胃
凋
冒
四
》
ゞ
は
前
頭
部
を
意
味
し
、
現
在
で
も
人
体
の
計
測
点
の
一
つ
と
し
て
、
矢
状
縫
合
（
左
右
の
頭
頂
骨
の
間
に
あ
る
）
の
前

端
で
冠
状
縫
合
（
頭
頂
骨
と
前
頭
骨
の
間
に
あ
る
）
に
接
す
る
点
を
指
す
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。

（
胆
６
）
上
位
脊
髄
神
経
の
後
枝
の
皮
枝
の
分
布
域
は
、
実
際
に
は
後
頭
部
と
項
部
に
限
ら
れ
て
お
り
、
ガ
レ
ノ
ス
記
述
の
よ
う
に
頭
頂
部

や
前
頭
部
ま
で
伸
び
る
こ
と
は
な
い
。
ガ
レ
ノ
ス
は
、
頭
蓋
の
皮
膚
の
下
に
広
が
る
帽
状
腱
膜
を
神
経
の
末
端
部
と
考
え
た
の
か
も
知
れ

な
い

○

形
状
も
、
第
三
頸
神
経
以
下
の
脊
髄
神
経
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

第
三
頸
椎
以
下
の
椎
骨
間
で
は
、
前
方
に
あ
る
椎
体
が
軟
骨
性
の
椎
間
円
板
を
挟
ん
で
上
下
に
重
な
り
、
そ
の
後
方
で
は
左
右
に
、
上

の
椎
骨
か
ら
の
下
関
節
突
起
と
、
下
の
椎
骨
か
ら
の
上
関
節
突
起
と
が
、
た
が
い
に
接
し
て
椎
間
関
節
を
作
っ
て
い
る
。
椎
体
・
椎
間
円

板
と
椎
間
関
節
と
の
間
に
、
椎
間
孔
と
い
う
丸
い
孔
が
開
き
、
こ
こ
を
脊
髄
神
経
が
通
り
抜
け
て
い
く
。

こ
れ
に
対
し
て
第
一
・
第
二
頸
椎
間
で
は
、
歯
突
起
の
す
ぐ
両
横
に
椎
間
関
節
が
あ
り
、
脊
髄
神
経
の
通
路
は
こ
の
椎
間
関
節
の
後
方

に
あ
る
。
こ
の
通
路
は
、
骨
だ
け
を
見
る
限
り
で
は
、
後
方
に
開
い
た
大
き
な
空
隙
で
あ
る
が
、
生
体
で
は
椎
骨
間
の
後
方
部
を
黄
色
靭

帯
が
覆
っ
て
い
て
、
他
の
椎
間
孔
に
似
た
丸
い
通
路
に
な
っ
て
い
る
。
ガ
レ
ノ
ス
は
、
骨
標
本
を
見
な
が
ら
、
こ
の
記
述
を
書
い
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。
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さ
て
脊
髄
の
神
経
の
う
ち
の
第
三
番
の
対
（
ゞ
の
神
経
）
は
［
八
四
七
頁
］
、
（
機
脊
椎
の
）
横
の
部
分
か
ら
生
じ
て
お
り
、
そ
の
あ
た
り
で
は

第
二
と
第
三
の
椎
骨
が
た
が
い
に
ぶ
つ
か
っ
て
共
通
の
丸
い
孔
（
齢
Ⅱ
椎
間
孔
）
を
作
っ
て
お
り
、
そ
の
幅
は
神
経
の
太
さ
に
等
し
い
。
た
だ

ち
に
そ
れ
（
饗
神
経
）
は
分
か
れ
て
、
そ
れ
ら
の
（
ゞ
分
か
れ
た
）
部
分
の
一
方
は
、
そ
こ
に
あ
る
筋
肉
の
厚
み
に
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
ら
（
饗
の

筋
肉
）
に
い
く
ら
か
の
（
器
神
経
を
）
分
配
を
し
な
が
ら
後
方
に
運
ば
れ
て
、
そ
の
後
、
脊
椎
の
鰊
突
起
に
沿
っ
て
上
っ
て
い
く
。
そ
こ
か
ら

ま
た
、
斜
め
の
神
経
（
醤
Ⅱ
大
耳
介
神
経
）
が
再
び
前
方
に
運
ば
れ
、
耳
の
筋
肉
の
後
方
あ
た
り
に
、
片
側
に
一
つ
ず
つ
広
が
っ
て
い
る
。
（
篭
片

側
に
一
つ
ず
つ
と
わ
ざ
わ
ざ
言
う
の
は
）
、
い
つ
で
も
、
た
と
え
そ
れ
に
つ
い
て
私
が
言
わ
な
く
て
も
、
あ
な
た
が
十
分
に
考
慮
す
る
こ
と
を
私

が
望
む
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
（
籍
神
経
の
）
も
う
一
方
の
部
分
に
お
い
て
、
第
三
番
の
対
が
前
方
に
運
ば
れ
て
い
く
こ
と
を
、
今
述
べ
て

い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
近
く
に
出
て
く
る
も
の
（
籍
神
経
）
と
混
ざ
り
合
い
（
ゞ
頸
神
経
叢
）
、
そ
こ
に
存
在
す
る
あ
る
物
体
に
い
く
ら
か

（
咽
，
ｌ
）

の
（
器
神
経
の
）
配
分
を
行
う
の
で
あ
る
、
（
ゞ
す
な
わ
ち
）
広
い
筋
肉
（
醤
Ⅱ
広
頸
筋
）
す
な
わ
ち
耳
の
前
に
あ
る
筋
肉
に
（
鶉
神
経
を
）
送
り
、

（
Ｂ
Ｉ
２
）
（
Ｂ
ｌ
３
）

そ
し
て
顎
を
動
か
す
筋
肉
（
鶚
Ⅱ
舌
骨
下
筋
群
）
に
、
そ
し
て
頸
全
体
を
縦
に
振
る
も
の
（
謡
Ⅱ
頭
長
筋
と
頸
長
筋
）
に
（
鶚
分
配
さ
れ
）
、
お
よ
び

頭
の
後
方
全
体
に
（
辮
小
後
頭
神
経
が
）
分
配
さ
れ
る
。
し
か
し
前
方
へ
と
運
ば
れ
た
も
の
（
識
Ⅱ
第
三
頸
神
経
の
前
枝
）
は
、
そ
れ
ら
の
両
隣

の
対
（
鵲
の
神
経
）
と
混
合
す
る
、
［
八
四
八
頁
］
す
な
わ
ち
先
に
述
べ
ら
れ
た
第
二
番
の
も
の
と
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
語
ろ
う
と
す
る
第
四
番

の
も
の
と
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
結
合
（
番
し
た
神
経
）
が
頸
の
前
の
部
分
で
行
う
正
確
な
分
配
に
つ
い
て
は
、
他
の
場
所
に
つ
い
て
の
説
明
で

述
べ
る
だ
ろ
う
。
今
の
と
こ
ろ
は
、
こ
れ
だ
け
を
知
っ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
、
す
な
わ
ち
第
三
番
と
第
四
番
の
対
が
頸
と
頭
の
共
通
の
筋

肉
（
籍
Ⅱ
頭
長
筋
と
頸
長
筋
）
に
神
経
を
供
給
す
る
こ
と
、
そ
し
て
顎
を
動
か
す
も
の
（
鵠
Ⅱ
舌
骨
下
筋
群
）
に
（
ゞ
神
経
を
供
給
す
る
こ
と
）
で
あ

り
、
同
様
に
耳
の
後
ろ
の
す
べ
て
の
部
分
に
も
（
↑
神
経
を
供
給
す
る
こ
と
）
で
あ
る
。

（
喝
１
）
耳
の
前
方
に
あ
る
筋
肉
は
、
表
情
筋
（
顔
面
神
経
Ⅷ
支
配
）
あ
る
い
は
咀
噌
筋
（
三
叉
神
経
Ｖ
支
配
）
の
ど
ち
ら
か
で
あ
り
、
頸
神
経

の
枝
に
よ
る
支
配
を
受
け
る
も
の
は
な
い
。
頸
神
経
の
枝
の
大
耳
介
神
経
が
、
耳
の
周
囲
の
皮
層
に
分
布
す
る
の
を
、
ガ
レ
ノ
ス
は
表
情

跨
弟
二
一
二
旱



坂井建雄他：ガレノス『神経の解剖について」 430

第
一
四
章

そ
れ
に
続
く
す
べ
て
の
対
は
、
（
ゞ
上
下
の
椎
骨
が
）
共
有
す
る
孔
を
持
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
通
っ
て
神
経
が
外
に
出
る
が
、
い
く
つ
か
の
点

で
共
通
で
あ
っ
て
、
外
に
出
る
と
す
ぐ
に
分
岐
す
る
の
で
あ
り
、
そ
し
て
一
方
に
お
い
て
（
番
分
か
れ
た
枝
の
）
小
さ
い
方
（
番
Ⅱ
舌
骨
下
筋
群

（
皿
‐
ｌ
）

に
向
か
う
枝
）
は
前
方
に
運
ば
れ
、
他
方
に
お
い
て
大
き
い
方
（
籍
Ⅱ
皮
枝
）
は
深
い
場
所
を
通
る
。
（
鵲
こ
の
大
き
い
方
の
枝
は
）
第
一
に
（
詩
後

（
Ｍ
ｌ
２
）

方
の
鰊
）
突
起
の
上
の
方
に
向
か
い
、
そ
こ
か
ら
再
び
前
方
に
広
い
筋
肉
（
鵠
Ⅱ
広
頸
筋
）
の
前
に
向
か
う
の
で
あ
り
、
（
醤
こ
の
筋
肉
は
）
下
顎

の
骨
を
動
か
さ
ず
に
唇
と
と
も
に
頬
を
横
向
き
に
引
っ
張
る
の
だ
が
、
（
“
下
顎
の
骨
を
動
か
さ
ず
に
唇
と
頬
を
動
か
す
と
い
う
）
そ
の
事
実
す
ら

解
剖
学
者
た
ち
は
、
き
わ
め
て
明
白
な
作
用
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
知
ら
な
か
っ
た
。
［
八
四
九
頁
］
次
の
こ
と
は
そ
れ
に
続
く
す
べ
て

筋
を
支
配
す
る
と
見
誤
っ
た
か
、
あ
る
い
は
原
典
の
誤
写
か
も
知
れ
な
い
。

（
昭
‐
２
）
顎
を
動
か
す
筋
に
は
、
顎
を
閉
じ
る
も
の
と
し
て
咀
噛
筋
群
、
顎
を
開
く
も
の
と
し
て
舌
骨
上
筋
群
と
舌
骨
下
筋
群
が
あ
る
。
咀

噌
筋
群
は
三
叉
神
経
Ｖ
支
配
、
舌
骨
上
筋
群
は
三
叉
神
経
Ｖ
・
顔
面
神
経
Ⅷ
・
舌
下
神
経
川
か
ら
支
配
を
受
け
、
舌
骨
下
筋
群
が
頸
神
経

か
ら
支
配
を
受
け
る
。
こ
こ
で
の
ガ
レ
ノ
ス
の
記
述
に
該
当
す
る
の
は
、
舌
骨
下
筋
群
で
あ
る
。
た
だ
し
ガ
レ
ノ
ス
は
「
初
学
者
の
た
め

に
筋
の
解
剖
に
つ
い
て
」
（
キ
ュ
ー
ン
版
第
一
八
Ｂ
巻
、
九
二
六
～
一
○
二
六
頁
、
⑦
○
の
⑪
）
の
第
六
章
で
、
顎
を
動
か
す
筋
が
四
つ
あ
る
と
述

べ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
二
つ
は
顎
を
閉
じ
る
側
頭
筋
と
咬
筋
、
残
り
の
二
つ
が
顎
を
開
く
舌
骨
上
筋
群
に
あ
た
る
。
ガ
レ
ノ
ス
が
記
述
す

る
舌
骨
上
筋
群
の
う
ち
、
一
つ
は
明
ら
か
に
顎
二
腹
筋
で
あ
る
が
、
残
り
の
一
つ
は
具
体
的
な
記
述
が
な
い
た
め
に
同
定
で
き
な
い
・

の
○
朋
○
冨
坤
○
昌
牙
①
四
口
禺
○
ョ
望
旦
昌
易
巳
①
呉
日
蔚
唱
口
月
刷
耳
⑦
巴
ｇ
旦
勺
囚
闇
日
○
己
．
少
目
さ
日
房
陛
罰
①
８
ａ
・
匡
卸
ミ
ヨ
‐
ｇ
民
ら
＄

（
咽
３
）
ガ
レ
ノ
ス
は
「
初
学
者
の
た
め
に
筋
の
解
剖
に
つ
い
て
』
（
キ
ュ
ー
ン
版
第
一
八
Ｂ
巻
、
九
二
六
～
一
○
二
六
頁
、
の
○
の
の
）
の
第
二
章

で
、
頭
を
動
か
す
筋
に
つ
い
て
述
べ
て
お
り
、
そ
の
中
に
頭
長
筋
と
頸
長
筋
に
相
当
す
る
記
述
が
あ
る
。

⑦
○
膀
○
冨
却
○
口
吾
①
四
昌
胃
○
日
冨
旦
日
吊
巳
①
旦
自
ウ
侭
ヨ
吊
刷
耳
の
巴
２
９
℃
閏
盟
日
○
口
．
少
邑
鼻
○
日
房
巴
両
①
８
ａ
』
急
農
弓
占
白
》
こ
＄
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第
一
五
章

そ
れ
ぞ
れ
（
ゞ
の
神
経
）
が
ど
れ
ほ
ど
に
独
自
の
も
の
で
あ
る
か
、
そ
れ
は
正
確
に
『
解
剖
手
技
」
の
中
で
先
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
今

は
そ
の
概
要
を
、
で
き
る
だ
け
簡
潔
に
把
握
し
な
が
ら
、
述
べ
る
必
要
が
あ
る
。
［
八
五
○
頁
］
頸
の
前
方
と
側
面
の
部
分
に
あ
る
す
べ
て
の

筋
肉
は
、
こ
れ
ら
の
対
か
ら
（
ゞ
出
て
く
る
）
神
経
を
受
け
取
る
が
、
た
だ
し
私
が
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
脳
か
ら
伸
び
出
る
対
か
ら

（
ゞ
神
経
の
）
い
く
ら
か
を
受
け
取
る
筋
肉
は
除
く
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
こ
と
を
前
も
っ
て
知
っ
て
お
け
ば
、
そ
れ
に
続
く
対
そ
れ
ぞ
れ
の
独
自

の
性
質
が
す
ぐ
に
明
白
に
な
る
の
だ
か
ら
、
こ
れ
ら
の
こ
と
に
注
意
を
向
け
て
ほ
し
い
。
第
四
番
（
㈱
の
神
経
）
は
、
第
三
番
と
第
四
番
の
椎

骨
の
間
か
ら
出
て
い
る
が
、
サ
ル
に
お
い
て
は
そ
れ
か
ら
ご
く
短
い
神
経
が
出
て
次
の
対
に
達
し
て
お
り
、
そ
れ
が
最
初
に
立
ち
上
が
る
と

の
対
に
共
通
で
あ
る
、
す
な
わ
ち
最
初
に
伸
び
だ
し
た
後
で
直
ち
に
、
そ
れ
ら
の
（
舗
神
経
の
）
い
く
ら
か
の
短
い
配
分
を
、
脊
柱
の
筋
肉
に

割
り
当
て
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
脊
柱
の
方
に
向
か
っ
て
後
方
に
運
ば
れ
て
行
く
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
ら
の
す
べ
て
の
神
経
に
共
通
す
る

こ
と
が
あ
る
、
（
ゞ
す
な
わ
ち
）
頸
と
頭
に
共
通
の
筋
肉
（
醤
Ⅱ
頭
長
筋
と
頸
長
筋
）
に
い
く
ぶ
ん
（
ゞ
神
経
の
）
わ
き
枝
を
与
え
る
こ
と
で
あ
る
。

と
い
う
の
も
、
頸
の
前
方
に
あ
る
筋
肉
は
す
べ
て
、
ま
た
側
面
に
あ
る
も
の
（
ゞ
筋
肉
）
も
、
こ
れ
ら
の
対
か
ら
神
経
を
受
け
取
っ
て
い
る
か

ら
で
あ
り
、
た
だ
し
次
の
も
の
（
緋
Ⅱ
胸
鎖
乳
突
筋
と
僧
帽
筋
）
は
除
か
れ
る
が
、
そ
れ
は
私
が
先
に
述
べ
て
お
い
た
よ
う
に
、
脳
か
ら
出
て
い

る
対
（
詩
Ⅱ
副
神
経
刑
）
か
ら
い
く
ら
か
（
鶚
神
経
が
）
分
配
さ
れ
て
い
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
次
の
こ
と
は
頸
全
体
に
つ
い
て
共
通
で
あ
る
、

す
な
わ
ち
頸
は
七
個
の
椎
骨
か
ら
な
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
人
間
の
性
質
と
ま
っ
た
く
異
な
る
と
こ
ろ
の
な
い
す
べ
て
の
生
き
物
に

お
い
て
見
ら
れ
る
。

（
Ｍ
‐
１
）
舌
骨
下
筋
群
に
向
か
う
枝
は
、
胸
鎖
乳
突
筋
の
深
層
で
頸
神
経
ワ
ナ
を
作
る
。

（
ｕ
‐
２
）
頸
神
経
叢
の
皮
枝
で
あ
る
、
鎖
骨
上
神
経
・
頸
横
神
経
・
大
耳
介
神
経
・
小
後
頭
神
経
が
、
ま
ず
後
方
に
向
か
い
、
胸
鎖
乳
突
筋

の
後
縁
を
く
ぐ
っ
て
か
ら
向
き
を
変
え
て
広
が
る
、
そ
の
走
行
を
述
べ
て
い
る
。
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第
一
六
章

そ
れ
に
続
く
別
の
対
（
畿
Ⅱ
第
一
胸
神
経
）
が
、
第
一
番
と
第
二
番
の
胸
郭
の
脊
椎
（
鴬
Ⅱ
胸
椎
）
の
間
か
ら
伸
び
出
し
て
す
ぐ
に
、
先
に
述

べ
ら
れ
た
対
（
鋳
Ⅱ
第
五
～
第
八
頸
神
経
）
と
多
く
の
部
分
で
混
じ
り
合
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
そ
れ
（
醤
Ⅱ
第
一
胸
神
経
）
の
小
さ
い
部
分
が
、

第
一
番
の
肋
間
の
中
へ
分
か
れ
て
入
り
（
譜
Ⅱ
肋
間
神
経
）
、
か
つ
後
方
の
脊
柱
の
筋
肉
に
到
達
す
る
（
澱
Ⅱ
後
枝
）
。
だ
が
残
り
の
全
部
（
響
Ⅱ
第

一
胸
神
経
か
ら
腕
神
経
叢
へ
の
枝
）
は
第
一
番
の
肋
骨
を
越
え
て
第
七
番
の
脊
椎
の
後
の
神
経
（
醤
Ⅱ
第
八
頸
神
経
）
と
結
び
あ
う
。
そ
の
後
こ

の
よ
う
に
し
て
、
こ
れ
（
畿
Ⅱ
第
一
胸
神
経
）
と
既
に
述
べ
ら
れ
た
も
の
（
鵲
Ⅱ
第
五
～
八
頸
神
経
）
の
両
者
は
脇
の
中
を
通
っ
て
肩
甲
骨
の
窪
み

（
鵠
Ⅱ
肩
甲
下
窩
）
と
腕
へ
と
運
ば
れ
、
お
互
い
に
何
ら
か
の
方
法
で
混
ざ
り
合
い
ま
た
絡
み
合
う
。
（
鋳
Ⅱ
腕
神
経
叢
）
［
八
五
二
頁
］
そ
れ
ら
の

大
部
分
は
上
腕
の
筋
肉
に
、
そ
し
て
前
腕
の
（
鵠
筋
肉
）
に
配
分
さ
れ
る
。
残
り
の
大
部
分
は
手
の
先
の
方
に
分
散
す
る
。
す
で
に
述
べ
ら
れ

こ
ろ
で
混
じ
り
合
っ
て
い
る
。
他
の
生
き
物
に
お
い
て
も
時
た
ま
、
そ
の
よ
う
な
（
鈴
神
経
の
）
混
合
が
起
こ
る
こ
と
を
、
我
々
は
観
察
し
て

い
る
。
そ
れ
に
続
い
て
第
五
番
の
対
が
、
第
四
番
の
椎
骨
の
後
か
ら
伸
び
だ
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
（
識
神
経
）
の
あ
る
小
さ
い
一
部
分
が
、

下
方
に
運
ば
れ
、
も
し
そ
れ
が
そ
れ
に
続
く
（
ゞ
神
経
の
）
小
部
分
か
ら
い
く
ぶ
ん
か
（
ゞ
の
神
経
）
を
さ
ら
に
受
け
取
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
横

隔
膜
の
神
経
（
熱
Ⅱ
横
隔
神
経
）
の
一
部
と
な
る
は
ず
の
も
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
第
四
番
の
対
か
ら
、
あ
る
蜘
蛛
の
巣
状
の
も
の
を
横

隔
膜
へ
と
「
自
然
」
が
送
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
り
、
［
八
五
一
頁
］
第
五
番
か
ら
の
（
鶚
神
経
）
は
顕
著
な
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
か
ら
第
六
番

か
ら
出
る
別
の
（
ゞ
神
経
）
は
こ
れ
（
籍
第
五
番
）
よ
り
も
小
さ
い
が
、
先
の
も
の
（
幾
第
四
番
）
よ
り
も
大
き
い
。
こ
れ
よ
り
も
大
き
な
別
の

も
の
（
詩
Ⅱ
肩
甲
上
神
経
）
が
肩
甲
骨
の
上
部
に
運
ば
れ
る
が
、
残
り
に
つ
い
て
は
す
べ
て
同
じ
表
現
で
、
分
枝
百
国
の
ｏ
亘
の
耐
（
詩
Ⅱ
腕
神
経
叢
）

と
呼
ば
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
続
く
対
で
は
、
第
六
番
は
第
五
番
の
（
籍
椎
骨
の
）
後
に
、
第
七
番
は
第
六
番
の
（
鴨
椎
骨
の
）
後
に
、
第
八
番
は

第
七
番
の
椎
骨
の
後
に
立
ち
上
が
り
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
（
錦
上
下
の
椎
骨
の
）
共
有
の
孔
か
ら
出
て
、
お
た
が
い
に
混
合
し
な
が
ら
（
叢
Ⅱ

腕
神
経
叢
）
、
肩
甲
骨
の
（
鵜
前
面
の
）
窪
み
（
醤
Ⅱ
肩
甲
下
窩
）
に
運
ば
れ
、
ま
た
腋
窩
を
通
じ
て
上
腕
に
至
る
。
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た
（
鵠
神
経
の
）
枝
の
先
端
の
部
分
で
は
、
と
り
わ
け
（
ゞ
上
方
か
ら
の
つ
な
が
り
が
）
直
通
し
て
お
り
、
神
経
が
手
の
先
端
に
向
か
っ
て
並
行

し
て
伸
び
出
し
て
い
る
。
（
ゞ
上
方
か
ら
）
乗
り
越
え
て
前
腕
に
も
同
じ
よ
う
に
（
鈴
直
通
し
）
、
上
腕
部
に
も
同
じ
よ
う
に
（
ゞ
上
方
か
ら
直
通

し
）
、
そ
れ
ら
よ
り
高
い
部
分
に
も
同
じ
よ
う
に
（
ゞ
上
方
か
ら
直
通
し
）
、
そ
し
て
神
経
は
肩
甲
骨
に
上
方
の
（
鶚
脊
髄
神
経
の
）
対
か
ら
つ
同

（
略
‐
ｌ
）

じ
よ
う
に
）
直
通
し
て
達
し
て
い
る
。
（
ゞ
神
経
が
）
道
の
よ
う
に
腕
全
体
を
通
じ
て
作
ら
れ
て
い
る
様
子
、
そ
し
て
（
ゞ
神
経
が
）
そ
れ
ぞ
れ

の
筋
肉
に
配
分
さ
れ
て
い
る
様
子
は
、
す
で
に
『
解
剖
手
技
」
の
中
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
自
身
の
様
式
で
胸
郭
す
べ
て
の
脊
椎
か
ら

神
経
（
斜
Ⅱ
肋
間
神
経
）
が
生
じ
、
同
様
の
（
ゞ
神
経
の
）
配
分
を
行
っ
て
い
る
の
だ
が
、
た
だ
し
第
二
番
の
肋
間
部
は
異
な
っ
て
い
て
、
そ
こ

か
ら
少
な
か
ら
ざ
る
神
経
が
抜
け
出
て
、
上
腕
の
皮
膚
へ
と
並
ん
で
伸
び
て
い
く
（
粥
Ⅱ
肋
間
上
腕
神
経
）
。
（
鋳
腕
に
い
く
神
経
の
）
伸
び
出
て

い
る
他
の
全
て
の
対
は
、
始
ま
り
の
部
分
で
［
八
五
三
頁
］
直
ち
に
そ
の
一
部
分
（
籍
Ⅱ
後
枝
）
を
脊
椎
の
筋
肉
に
与
え
、
そ
し
て
背
中
に
あ

る
他
の
も
の
（
響
Ⅱ
広
背
筋
）
に
も
、
ま
た
肩
甲
骨
を
動
か
す
も
の
（
樵
Ⅱ
菱
形
筋
な
ど
）
に
も
、
そ
し
て
肩
の
関
節
の
上
に
あ
っ
て
（
↑
上
腕
を
）

引
き
上
げ
る
も
の
（
鵜
Ⅱ
三
角
筋
）
に
も
（
爵
神
経
の
一
部
を
与
え
る
）
。
（
ゞ
肋
間
神
経
は
）
完
全
に
そ
れ
ら
自
身
の
残
り
の
ほ
と
ん
ど
の
部
分
に

お
い
て
、
肋
間
を
通
っ
て
前
に
出
て
来
て
胸
の
骨
（
醤
Ⅱ
胸
骨
）
に
至
る
ま
で
、
肋
間
に
あ
る
筋
肉
そ
の
も
の
（
鶚
Ⅱ
肋
間
筋
）
に
編
み
込
ま
れ
、

そ
し
て
胸
郭
の
外
に
あ
る
も
の
（
ゞ
皮
層
）
に
、
そ
れ
ら
自
身
の
い
く
ら
か
の
部
分
（
饗
の
枝
）
を
突
き
出
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
各
々
に
つ

（
脆
‐
２
）

い
て
は
部
分
ご
と
に
「
解
剖
手
技
」
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
背
部
の
肋
骨
（
憐
Ⅱ
仮
肋
）
に
関
す
る
（
ゞ
神
経
の
）
対
は
脊
椎
か
ら
来

る
神
経
の
一
部
で
あ
る
が
、
胸
骨
に
向
か
っ
て
背
部
の
（
肋
骨
）
は
出
て
来
な
い
た
め
に
、
い
く
ぶ
ん
短
い
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
（
の
神
経
）
は

そ
れ
自
身
の
肋
間
に
そ
れ
ぞ
れ
分
配
す
る
。
（
ゞ
仮
肋
の
神
経
の
）
残
り
の
（
饗
部
分
の
）
全
て
に
つ
い
て
は
、
胸
骨
の
下
軟
骨
ご
ｇ
ｇ
ｏ
ａ
風
○
口

（
略
‐
３
）

（
鋳
Ⅱ
季
肋
部
）
に
向
か
っ
て
外
に
伸
び
出
す
が
、
第
一
番
目
に
ぶ
つ
か
る
の
は
外
に
あ
っ
て
胸
か
ら
下
へ
斜
め
に
下
る
筋
肉
（
鋳
Ⅱ
外
腹
斜
筋
）

で
あ
り
、
ま
た
下
方
へ
と
向
か
う
肉
質
の
も
の
（
鶚
Ⅱ
腹
直
筋
）
へ
と
配
分
さ
れ
て
い
る
。

（
妬
‐
１
）
の
○
朋
訳
で
は
、
”
《
弓
馬
昌
庁
＄
月
ｇ
巴
与
尉
さ
吋
昏
①
匿
牌
○
陣
胃
日
喧
扇
日
①
貝
ご
国
８
８
陥
且
口
①
弓
朋
冒
昏
①
冨
乱
さ
昌

庁
弓
○
の
の
庁
○
庁
彦
①
【
○
吋
①
画
吋
毘
ご
画
吊
①
命
吋
○
ロ
肖
庁
ゴ
①
○
口
①
“
ず
。
ぐ
①
庁
丘
尉
》
四
目
。
庁
面
○
の
①
庁
○
斤
毒
①
四
吋
Ｈ
画
四
口
・
庁
彦
○
の
①
庁
○
口
四
制
庁
⑱
め
ど
冒
面
』
ぬ
弓
①
叶
庁
○
吋
①
四
○
ゴ
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第
一
七
章
［
八
五
四
頁
］

こ
れ
ら
の
後
に
、
腰
に
関
す
る
神
経
の
起
始
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
頸
に
関
す
る
（
醤
神
経
）
の
よ
う
に
、
（
静
上
下
の
椎
骨
の
）
共
有
の
孔

か
ら
出
て
は
い
な
い
。
と
い
う
の
は
そ
の
上
に
あ
る
椎
骨
が
そ
こ
（
齢
Ⅱ
頸
椎
）
で
の
み
孔
を
あ
け
て
、
神
経
の
た
め
に
（
↑
上
下
の
椎
骨
の
）

共
有
の
孔
と
し
て
好
都
合
な
出
口
を
提
供
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
頸
に
お
い
て
は
二
つ
の
椎
骨
か
ら
な
る
も
の
（
孔
）
と
し
て
、
（
㎡
孔
の
形
の
）

一
部
に
つ
い
て
（
器
下
位
の
椎
骨
が
）
そ
の
上
に
あ
る
も
の
を
置
き
換
え
て
（
緋
神
経
孔
を
提
供
し
て
）
い
る
。
第
一
の
場
合
（
番
Ⅱ
頸
椎
）
で
は

（
勢
椎
骨
の
）
の
大
部
分
が
彫
り
込
ま
れ
て
い
る
が
、
次
の
場
合
（
排
Ⅱ
胸
椎
）
で
は
す
っ
か
り
彫
り
込
ま
れ
、
ま
た
次
の
場
合
（
籍
Ⅱ
腰
椎
）
で

（
Ⅳ
，
１
）

は
椎
骨
の
端
か
ら
上
へ
と
（
鵜
彫
り
込
み
が
）
持
ち
上
が
り
、
（
ゞ
上
位
の
椎
骨
の
）
端
を
越
え
て
神
経
が
伸
び
出
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
全
て

の
（
餐
頸
椎
か
ら
腰
椎
ま
で
の
）
神
経
に
共
通
な
の
は
、
（
器
こ
れ
ら
が
）
背
部
国
の
ご
苛
め
の
筋
肉
に
行
く
仕
方
、
そ
し
て
胃
の
上
部
８
億
闇
ｇ
ｏ
弓

（
鈴
の
筋
肉
）
に
、
ま
た
腰
房
○
奥
鵲
の
筋
肉
）
に
行
く
仕
方
で
あ
る
。
横
隔
膜
の
あ
た
り
の
最
初
の
い
く
つ
か
の
脊
椎
の
神
経
の
各
々
か
ら
は
、

小
さ
な
神
経
（
醤
交
通
枝
）
が
出
て
い
て
、
脳
か
ら
出
て
上
か
ら
下
へ
と
伸
び
て
い
く
も
の
（
鵠
Ⅱ
第
四
番
の
脳
神
経
、
交
感
神
経
幹
）
と
混
ざ
り

合
い
、
腰
の
最
後
の
脊
椎
の
辺
り
で
は
、
二
つ
の
大
き
な
神
経
（
鵜
Ⅱ
坐
骨
神
経
と
大
腿
神
経
）
が
突
き
出
し
て
、
足
の
方
に
伸
び
て
い
く
。
ま

号
①
駕
四
冒
置
ゞ
坤
自
己
号
①
冨
瞥
①
降
冒
〕
耐
閉
口
冒
房
・
善
》
と
な
っ
て
い
る
が
、
具
体
的
に
何
を
述
べ
て
い
る
の
か
、
判
然
と
し
な
い
。

⑦
○
朋
○
冨
恥
○
ロ
四
口
胃
○
日
竜
旦
ｐ
円
く
＄
ず
Ｅ
⑦
里
①
口
＆
勺
①
侭
四
日
○
口
シ
ョ
９
門
四
口
］
○
巨
．
］
里
呉
エ
ロ
昌
○
ョ
冨
巨
鱒
四
葛
ｌ
認
・
弓
孟

（
咽
‐
２
）
《
嚴
臼
邑
○
讐
昌
亘
呂
司
巴
ご
仮
肋
。
直
訳
で
は
背
部
肋
骨
で
あ
る
が
、
ガ
レ
ノ
ス
の
『
身
体
諸
部
分
の
有
用
性
』
の
第
七
巻
の
第
二

一
章
（
キ
ュ
ー
ン
版
第
三
巻
、
五
九
八
頁
、
冨
葛
三
七
八
頁
）
で
も
、
同
様
に
仮
肋
の
意
味
で
用
い
て
い
る
。

言
“
望
三
目
”
⑦
巴
の
国
○
弓
昏
①
匡
開
甘
言
①
朋
旦
号
①
ロ
四
局
厨
ａ
ｓ
①
ご
○
・
冒
冒
国
ぐ
○
房
．
○
○
吋
ロ
巴
』
ご
国
ご
閏
望
ｇ
も
刷
協
肖
昏
い
ｏ
伊
忌
露

（
肥
八
．
）
富
ｇ
ｇ
ｎ
ｇ
冒
号
ざ
ロ
雪
〉
は
、
本
来
は
（
肋
骨
の
）
軟
骨
の
下
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
上
腹
部
の
左
右
の
あ
た
り
を
指
し
、
季
肋
部
も

し
く
は
下
肋
部
と
呼
ば
れ
る
。
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（
Ⅳ
‐
２
）
こ
の
一
文
を
（
皆
朋
は
文
末
に
移
動
し
て
訳
し
て
い
る
。

⑦
（
）
膀
○
冨
皿
○
国
閏
国
８
口
昼
９
国
①
局
ぐ
①
の
ご
胃
⑦
巴
①
。
ａ
も
閏
晦
四
日
○
口
．
シ
ョ
①
吋
旨
回
国
冑
）
巨
周
邑
巴
ｇ
Ｐ
邑
鼻
○
日
鴛
巨
醇
囹
？
路
・
忌
霊

（
Ⅳ
‐
３
）
《
一
三
閏
○
口
○
輿
ｇ
ご
〉
ゞ
の
語
は
仙
骨
を
指
す
の
に
用
い
ら
れ
る
が
、
負
巨
関
８
〕
は
神
的
な
力
を
持
つ
、
あ
る
い
は
神
聖
な
、
の
意
味
。

た
こ
の
他
に
小
さ
な
も
の
（
鴬
神
経
）
が
（
齢
出
て
い
て
）
そ
れ
ら
（
鵠
Ⅱ
坐
骨
神
経
）
と
混
じ
り
合
う
が
（
齢
Ⅱ
仙
骨
神
経
叢
）
、
こ
れ
ら
の
一
つ

は
上
方
に
あ
り
（
鵜
Ⅱ
腰
神
経
）
、
他
は
そ
れ
よ
り
下
方
で
平
た
い
骨
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
（
ゞ
仙
骨
）
の
孔
か
ら
伸
び
出
し
て
い
る
（
醤
Ⅱ
仙

骨
神
経
）
。
と
こ
ろ
で
こ
れ
ら
（
ゞ
腰
仙
骨
神
経
叢
の
枝
）
は
直
ち
に
分
か
れ
て
（
鈴
上
殿
神
経
と
下
殿
神
経
と
な
っ
て
）
、
殿
部
の
結
合
部
（
醤
股

関
節
）
を
動
か
し
て
い
る
第
一
の
筋
肉
（
ゞ
大
殿
筋
）
の
中
へ
と
伸
び
出
し
て
い
る
が
、
他
の
す
べ
て
（
ゞ
坐
骨
神
経
）
は
足
の
方
へ
と
下
っ
て

い
き
、
そ
れ
ら
（
足
）
の
中
の
そ
れ
ぞ
れ
の
筋
肉
へ
と
末
端
に
至
る
ま
で
分
裂
し
て
い
く
が
、
そ
の
様
子
は
手
に
お
け
る
場
合
と
同
様
で
あ
り
、

「
解
剖
手
技
」
で
既
に
述
べ
て
お
い
た
。
い
ま
の
と
こ
ろ
は
、
い
わ
ば
そ
れ
ら
の
本
の
中
で
正
確
に
書
か
れ
た
事
柄
の
あ
る
種
の
概
要
あ
る
い

（
Ⅳ
‐
２
）

は
一
覧
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
、
我
々
は
入
門
者
の
た
め
に
有
用
な
本
と
な
る
よ
う
に
（
こ
れ
を
）
作
っ
た
。
（
ゞ
『
解
剖
手
技
」
の
中
で
は
）
こ

の
よ
う
な
や
り
方
で
平
た
い
骨
（
仙
骨
）
の
残
り
の
孔
か
ら
出
て
く
る
神
経
の
様
子
、
ま
た
そ
れ
ら
が
そ
こ
に
存
在
す
る
筋
肉
の
中
に
分
散
す

る
様
子
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
主
題
ご
と
に
我
々
は
正
確
に
詳
述
し
た
。
さ
て
今
の
と
こ
ろ
こ
れ
だ
け
を
言
え
ば
十
分
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
殿

部
と
恥
部
と
膀
胱
の
筋
肉
に
（
ゞ
届
く
神
経
や
）
、
恥
部
そ
の
も
の
に
（
ゞ
届
く
神
経
や
）
、
平
た
い
骨
（
ゞ
仙
骨
）
か
ら
お
よ
び
恥
部
の
骨
（
ゞ
恥

（
Ⅳ
１
３
）

骨
）
の
内
部
か
ら
伸
び
て
く
る
筋
肉
に
（
ゞ
届
く
神
経
や
）
、
そ
し
て
平
た
い
あ
る
い
は
聖
な
る
三
国
吊
骨
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
（
ゞ
仙
骨
）

の
外
に
存
在
す
る
身
体
の
す
べ
て
（
齢
Ⅱ
下
肢
）
に
（
※
届
く
神
経
は
）
、
そ
れ
ら
（
詩
仙
骨
）
の
内
が
わ
ま
た
は
外
が
わ
か
ら
仙
骨
の
孔
を
通
る
神

経
か
ら
生
じ
て
お
り
、
そ
の
脊
椎
か
ら
（
”
の
神
経
）
の
起
こ
り
は
尾
骨
８
Ｒ
頁
と
呼
ば
れ
る
も
の
ま
で
達
し
て
い
る
。

（
Ⅳ
‐
１
）
頸
椎
と
腰
椎
で
の
椎
間
孔
の
形
状
の
違
い
を
記
述
し
て
い
る
。
椎
間
孔
は
、
頸
椎
で
あ
れ
腰
椎
で
あ
れ
、
上
位
の
椎
骨
の
下
面
に

食
い
込
ん
で
い
る
が
、
腰
椎
で
は
そ
の
程
度
が
著
し
く
、
椎
間
孔
は
ほ
と
ん
ど
上
位
の
椎
骨
の
中
に
取
り
込
ま
れ
た
よ
う
な
形
に
な
っ
て

い
る
○
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｜
、
脳
神
経
の
第
三
番
と
第
四
番
の
同
定

ガ
レ
ノ
ス
は
、
脳
神
経
と
し
て
七
対
の
も
の
を
区
別
し
て
い
る
。
こ
の
七
対
を
、
現
在
の
一
二
対
と
ど
の
よ
う
に
対
応
さ
せ
る
か
に
っ
い

（
調
）

て
は
、
数
々
の
先
行
研
究
が
あ
る
。
そ
の
最
初
の
研
究
と
目
さ
れ
る
の
は
国
①
烏
で
あ
る
。
彼
は
お
も
に
、

『
身
体
諸
部
分
の
有
用
性
』
を
典
拠
に
し
て
、
同
定
を
試
み
た
（
表
１
）
。

Ｘ

こ
の
同
定
を
改
訂
す
る
試
み
は
、
そ
の
後
い
く
つ
か
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
代
表
的
な
も
の
は
年
代
順
経神

に
の
言
い
閏
（
一
九
二
五
）
、
ロ
ロ
の
穴
言
２
号
（
一
九
六
二
）
、
の
○
の
⑩
（
一
九
六
六
）
、
言
画
胃
（
一
九
六
八
）
、
陣
昌
号
碓
副

（
抑
）

（
一
九
七
一
）
、
で
あ
る
。
ｍ
旨
い
①
計
は
、
第
二
番
に
外
転
神
経
Ⅵ
を
加
え
て
い
る
が
、
国
①
具
の
も
の
と
実
質
錘
Ⅶ
Ｘ
・

経
経
す

的
な
相
違
は
な
い
。
□
巨
烏
君
９
号
と
の
○
め
め
は
、
第
三
番
と
第
四
番
を
解
釈
す
る
努
力
を
行
い
、
冨
旦
と
神

神
神
示

脳
耳
走
を

の
目
讐
も
、
第
三
番
と
第
四
番
の
同
定
に
つ
い
て
、
新
し
い
提
案
を
含
む
対
応
表
を
作
っ
て
い
る
。
と
く
の

内
迷
号

ス

、
、
番

に
の
目
昏
は
、
脳
神
経
を
扱
う
ガ
レ
ノ
ス
の
三
つ
の
本
を
比
較
し
、
文
献
的
に
そ
の
異
動
を
詳
細
に
示
し
池
御
制
禍
岬
榊
翻
》

た
（
表
２
）
・

今
回
の
『
神
経
の
解
剖
に
つ
い
て
』
の
翻
訳
を
通
し
て
、
ｍ
目
号
の
同
定
に
も
、
そ
れ
以
前
の
解
釈
や
》
榊
誰
垂
錨
諏
奇
蝿在

同
定
に
も
、
大
き
な
問
題
の
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
砿

現

ｅ

番

ガ
レ
ノ
ス
の
脳
神
経
の
第
三
番
は
、
現
在
の
三
叉
神
経
Ｖ
に
相
当
す
る
。
た
だ
し
ガ
レ
ノ
ス
は
、
『
身
体
Ｂ

四
は

（
洲
）
イ
ー

第
字

諸
部
分
の
有
用
性
」
の
第
九
巻
の
第
九
章
で
、
こ
の
第
三
番
が
三
枝
に
で
は
な
く
、
二
枝
に
分
か
れ
る
と
表
番
番
番
番
番
番
マ

と
数

述
べ
て
い
る
。
ガ
レ
ノ
ス
に
よ
る
第
三
番
の
脳
神
経
の
二
枝
が
、
現
在
の
三
叉
神
経
Ｖ
の
三
枝
の
ど
れ
に
一
二
三
五
六
七
一

第
第
第
第
第
第
ロ

対
応
す
る
か
、
言
い
換
え
れ
ば
、
ガ
レ
ノ
ス
が
三
叉
神
経
Ｖ
の
三
枝
の
う
ち
の
ど
れ
を
見
逃
し
て
い
た
か

考
察
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第四番

三叉神経V

三叉神経Vの運動根

滑車神経1V、外転神経Ⅵ、

交感神経、三叉神経V第一

枝

口蓋神経（三叉神経V第二

枝の枝）

交感神経

第三番

三叉神経V

三叉神経Vの感覚根

三叉神経V第二・三枝

Beck,Smith

Duckworth,May

Goss

三叉神経V第二・三枝、

第一枝？

三叉神経V第二・三枝

Smith

『身体諸部分の有用性』

Smith

｢解剖手技』

Smith

『神経の解剖について」

三叉神経V第二・三枝口蓋神経

と
い
う
問
題
が
あ
る
。
も
う
一
つ
の
問
題
は
、
ガ
レ
ノ
ス
の
第
四
番
の
脳
神
経
が
何

に
当
た
る
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
両
者
は
、
密
接
に
関
係
し
た
問
題
で
あ
り
、

合
わ
せ
て
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。
因
①
鳥
と
盤
属
国
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い

て
明
確
な
意
見
を
述
べ
て
い
な
い
。

ガ
レ
ノ
ス
の
第
三
番
の
脳
神
経
が
ど
の
枝
を
含
む
か
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
判
断

で
き
る
材
料
を
初
め
て
提
供
し
た
の
は
、
ロ
巨
烏
弓
○
吊
昏
に
よ
る
『
解
剖
手
技
」
の
第

（
調
）

一
四
巻
の
第
三
章
の
英
語
訳
で
あ
る
。
こ
の
記
述
の
中
に
は
、
三
叉
神
経
Ｖ
の
三
枝

す
べ
て
の
記
述
が
含
ま
れ
る
。

・
三
叉
神
経
Ｖ
第
一
枝
の
眼
神
経
に
対
応
す
る
記
述
第
三
番
の
脳
神
経
が
、
第

一
・
第
二
番
の
脳
神
経
（
視
神
経
Ⅱ
・
動
眼
神
経
Ⅲ
）
と
と
も
に
も
っ
ぱ
ら
前
頭
部

（
柵
）

に
行
く
、
頭
蓋
か
ら
出
る
と
こ
ろ
で
第
二
番
の
脳
神
経
（
動
眼
神
経
Ⅲ
）
に
密
接

（
岨
）

す
る
。

・
三
叉
神
経
Ｖ
第
二
枝
の
上
顎
神
経
に
対
応
す
る
記
述
第
三
番
の
脳
神
経
が
、
眼

（
蛇
）

窩
下
部
に
進
み
、
そ
こ
か
ら
枝
が
分
か
れ
て
口
の
上
部
に
行
く
。

・
三
叉
神
経
Ｖ
第
三
枝
の
下
顎
神
経
に
対
応
す
る
記
述
第
三
番
の
脳
神
経
の
下
方

に
分
か
れ
る
太
い
枝
か
ら
、
咀
噌
筋
、
舌
の
粘
膜
、
下
顎
骨
に
向
か
う
枝
が
分
か

（
粥
）

れ
る
。

た
だ
し
己
巨
烏
言
日
昏
は
、
訳
注
と
し
て
上
顎
神
経
と
下
顎
神
経
の
名
前
を
挙
げ

（
“
）

て
い
る
が
、
眼
神
経
の
名
は
挙
げ
て
い
な
い
・
ロ
ロ
呉
言
日
昏
は
ま
た
、
ガ
レ
ノ
ス
の
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（
妬
）

第
三
番
の
脳
神
経
が
三
叉
神
経
Ｖ
の
感
覚
根
、
第
四
番
が
運
動
根
に
あ
た
る
と
解
釈
し
て
い
る
。
の
○
の
の
は
、
こ
の
解
釈
が
無
理
で
あ
る
と
指

摘
し
、
第
四
番
の
解
釈
と
し
て
、
滑
車
神
経
Ⅳ
、
外
転
神
経
Ⅵ
、
交
感
神
経
の
海
綿
静
脈
洞
部
と
、
そ
れ
に
癒
合
す
る
三
叉
神
経
Ｖ
第
一
枝
、

（
妬
）
（
塀
）

を
提
案
し
て
い
る
。
冨
昌
は
、
対
応
表
で
は
ロ
ロ
民
君
日
昏
の
提
案
を
踏
襲
し
、
本
文
中
で
は
第
三
番
の
二
本
の
枝
に
つ
い
て
三
叉
神
経
Ｖ

（
岨
）

第
二
枝
の
上
顎
神
経
と
第
三
枝
の
下
顎
神
経
で
あ
る
と
の
解
釈
を
示
し
て
い
る
。

結
局
の
と
こ
ろ
、
ガ
レ
ノ
ス
に
よ
る
第
三
番
の
神
経
か
ら
分
か
れ
る
二
枝
に
つ
い
て
は
、
三
叉
神
経
の
第
二
・
第
三
枝
で
あ
る
と
い
う
提

案
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
決
定
的
な
論
拠
と
い
う
も
の
は
な
い
。
め
目
号
の
詳
細
な
考
察
は
、
そ
の
不
確
か
な
解
釈
が
大
前
提
に
な
っ
て
進

め
ら
れ
て
お
り
、
根
本
的
に
再
考
す
る
必
要
が
あ
る
。

ガ
レ
ノ
ス
の
第
三
番
と
第
四
番
の
脳
神
経
を
同
定
す
る
に
当
た
っ
て
、
注
意
す
べ
き
重
要
な
事
実
が
あ
る
。
ガ
レ
ノ
ス
は
第
三
番
と
第
四

番
の
脳
神
経
の
区
別
を
マ
リ
ノ
ス
か
ら
踏
襲
し
た
が
、
両
者
を
明
確
に
区
別
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
な
か
っ
た
。
「
神
経
の
解
剖
に
つ
い
て
』

の
第
五
章
で
は
、
「
先
に
述
べ
た
神
経
の
集
合
（
辮
第
三
番
と
第
四
番
の
対
）
は
、
た
が
い
に
分
裂
し
て
い
る
と
言
う
の
と
少
し
も
変
わ
ら
な
い

か
ら
で
あ
り
、
部
分
に
分
か
れ
て
全
体
が
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
て
い
る
の
だ
と
言
っ
て
も
よ
い
。
こ
ん
な
訳
で
、
も
し
誰
か
が
こ
れ
ら
（
ゞ
第
三

番
と
第
四
番
の
対
）
を
た
が
い
に
分
離
し
て
い
る
（
↑
別
の
も
の
で
あ
る
）
と
言
っ
て
も
、
全
体
の
集
合
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
部
分
が
生
じ
て
い
る

（
饗
同
じ
も
の
の
部
分
で
あ
る
）
と
言
っ
て
も
、
違
い
は
な
い
だ
ろ
う
。
」
と
述
べ
て
い
る
。

⑳
目
讐
は
、
ガ
レ
ノ
ス
が
『
解
剖
手
技
』
で
は
交
感
神
経
幹
を
第
四
番
に
含
め
、
「
神
経
の
解
剖
に
つ
い
て
』
で
は
第
三
番
に
含
め
て
い
る

と
い
う
不
自
然
な
解
釈
を
提
案
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
『
神
経
の
解
剖
に
つ
い
て
』
の
第
一
○
章
で
、
「
こ
れ
ら
の
神
経
（
識
Ⅱ
迷
走
神
経
Ｘ
）

の
横
隔
膜
よ
り
後
ろ
（
ゞ
下
）
へ
の
分
布
は
、
多
彩
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
辺
り
の
脊
椎
か
ら
（
鶇
神
経
の
）
い
く
ら
か
を
受
け
取
り
、

そ
し
て
そ
の
領
域
の
内
臓
に
向
か
っ
て
放
散
し
、
そ
し
て
第
三
番
の
対
か
ら
前
方
に
出
て
頸
と
胸
を
通
っ
て
下
へ
と
成
長
し
て
伸
び
て
来
る

と
述
べ
ら
れ
た
も
の
（
鵠
Ⅱ
交
感
神
経
幹
）
と
混
ざ
り
あ
う
の
で
あ
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
の
が
論
拠
に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
こ

の
記
述
は
、
第
四
番
が
起
始
の
と
こ
ろ
で
第
三
番
と
混
ざ
り
合
っ
て
い
て
、
第
四
番
が
そ
こ
か
ら
分
か
れ
て
出
て
き
た
と
い
う
記
述
で
あ
る
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と
こ
ろ
が
ガ
レ
ノ
ス
は
、
「
身
体
諸
部
分
の
有
用
性
』
の
中
で
は
、
第
四
番
の
脳
神
経
と
し
て
、
口
蓋
に
分
布
す
る
も
の
だ
け
を
考
え
て
い

る
。
こ
れ
は
マ
リ
ノ
ス
の
所
見
を
踏
雲
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
か
ら
後
に
書
か
れ
た
「
解
剖
手
技
』
と
『
神
経
の
解
剖
に
つ
い
て
」

で
は
、
交
感
神
経
を
第
四
番
の
一
部
に
加
え
て
い
る
。
こ
の
事
情
に
つ
い
て
ガ
レ
ノ
ス
は
『
神
経
の
解
剖
に
つ
い
て
』
の
第
五
章
で
、
「
ま
ず

第
一
に
、
こ
れ
ら
の
一
部
（
鈴
第
四
番
の
対
、
交
感
神
経
幹
）
が
（
ゞ
左
右
）
そ
れ
ぞ
れ
頭
か
ら
下
へ
伸
び
て
離
れ
て
い
く
と
い
う
事
実
、
こ
れ

は
解
剖
学
者
た
ち
に
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
（
鶚
神
経
の
た
め
の
）
頭
蓋
の
孔
は
（
籍
内
頸
動
脈
と
）
共
通
の
も
の
（
ゞ
頸
動
脈
管
）
で
あ
っ

て
、
こ
こ
を
通
っ
て
こ
れ
（
幾
第
四
番
の
神
経
）
は
下
方
へ
伸
び
、
ま
た
（
畿
内
）
頸
動
脈
の
閏
呂
の
の
続
き
の
部
分
が
脳
に
向
か
っ
て
上
方
に

伸
び
、
そ
れ
（
籍
孔
）
が
（
排
左
右
）
そ
れ
ぞ
れ
の
部
分
に
一
つ
ず
つ
あ
る
。
」
と
、
ま
た
「
第
四
の
対
に
つ
い
て
は
す
で
に
述
べ
た
が
、
マ
リ

ノ
ス
は
そ
れ
が
第
三
の
対
か
ら
分
か
れ
て
口
蓋
に
達
す
る
こ
と
を
正
し
く
発
見
し
た
が
、
そ
れ
を
私
は
「
解
剖
手
技
目
胃
○
目
房
臼
①
烏
①
胃
‐

①
の
①
星
に
お
い
て
述
べ
た
。
」
と
述
べ
て
い
る
。

口
蓋
に
分
布
す
る
枝
は
、
現
在
の
知
見
か
ら
い
え
ば
、
三
叉
神
経
Ｖ
の
第
二
枝
の
上
顎
神
経
か
ら
分
か
れ
た
枝
で
あ
り
、
翼
口
蓋
窩
か
ら

下
行
し
て
口
蓋
に
向
か
う
。
で
は
、
三
叉
神
経
Ｖ
の
第
二
枝
が
ガ
レ
ノ
ス
の
第
四
番
の
脳
神
経
に
な
り
、
第
一
枝
と
第
三
枝
が
ガ
レ
ノ
ス
の

第
三
番
の
脳
神
経
に
な
る
か
と
い
う
と
、
事
柄
は
そ
う
単
純
で
は
な
い
。
「
解
剖
手
技
』
の
第
一
四
巻
の
第
三
章
で
は
、
「
（
第
三
番
の
対
の
）

残
り
の
部
分
は
、
前
述
の
よ
う
に
眼
窩
の
下
部
に
進
み
、
そ
こ
か
ら
枝
が
分
か
れ
出
て
お
り
、
そ
の
う
ち
の
第
一
の
も
の
は
口
の
最
上
部
（
口

蓋
）
に
行
き
、
そ
こ
に
は
前
に
述
べ
た
神
経
、
す
な
わ
ち
舌
の
皮
膜
に
分
布
す
る
と
述
べ
た
神
経
は
分
布
し
て
い
な
い
。
」
と
述
べ
て
い
る
。

こ
れ
は
ち
ょ
っ
と
奇
妙
な
記
載
で
あ
り
、
上
顎
神
経
は
雲
口
蓋
窩
で
口
蓋
に
向
か
う
枝
を
出
し
た
後
、
下
眼
窩
裂
を
通
っ
て
眼
窩
に
入
る
も

の
で
あ
る
が
、
ガ
レ
ノ
ス
は
逆
に
眼
窩
下
部
に
あ
る
神
経
か
ら
口
蓋
に
向
か
う
枝
が
出
る
と
述
べ
て
お
り
、
走
行
が
逆
に
な
っ
て
い
る
。
い

ず
れ
に
せ
よ
、
口
蓋
に
分
布
す
る
神
経
を
第
三
番
の
対
に
す
る
か
第
四
番
の
対
に
す
る
か
、
と
い
う
迷
い
が
こ
こ
に
見
ら
れ
る
。

結
局
の
と
こ
ろ
、
ガ
レ
ノ
ス
は
三
叉
神
経
の
走
行
・
分
岐
の
全
体
を
観
察
し
て
い
な
い
の
で
あ
り
、
頭
蓋
腔
や
眼
窩
や
側
頭
下
窩
な
ど
、

と
老
ど
え
る
べ
き
で
あ
る
。
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頭
蓋
の
い
ろ
い
ろ
な
部
分
で
神
経
を
観
察
し
、
そ
こ
か
ら
神
経
の
走
行
を
推
定
し
た
の
で
あ
る
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
ガ
レ
ノ
ス
が
具
体
的

に
何
を
観
察
し
た
か
を
吟
味
す
る
必
要
が
あ
る
。

ガ
レ
ノ
ス
が
第
三
番
と
第
四
番
の
脳
神
経
で
観
察
し
て
い
る
こ
と
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

．
「
第
三
番
の
対
は
、
始
ま
り
の
根
が
多
数
組
み
合
わ
さ
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
」
（
第
五
章
）
多
数
の
根
糸
か
ら
な
る
三
叉
神
経
の
感
覚

根
を
述
べ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
『
解
剖
手
技
」
の
第
九
巻
の
第
九
章
で
は
、
「
第
三
番
に
続
い
て
、
別
の
（
第
四
番
の
）
対
が
そ
れ
に
密
接

し
て
あ
り
、
ず
っ
と
細
く
、
第
二
対
の
太
さ
に
近
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
ロ
ロ
烏
弓
貝
讐
は
こ
れ
を
三
叉
神
経
の
運
動
根
で
あ
る
と
解
釈
し

．
「
（
齢
第
三
番
の
対
の
枝
は
）
頭
蓋
腔
か
ら
出
た
後
で
、
第
二
番
の
対
（
鉾
Ⅱ
動
眼
神
経
Ⅲ
）
に
接
す
る
」
（
第
五
章
）
三
叉
神
経
の
第
一
枝
が
上

眼
窩
裂
を
通
っ
て
眼
窩
に
入
っ
た
と
こ
ろ
を
述
べ
て
い
る
。
『
解
剖
手
技
』
の
第
一
四
巻
の
第
三
章
で
も
、
「
（
第
三
番
の
神
経
は
）
頭
蓋
か
ら

出
る
と
こ
ろ
で
、
第
二
番
の
対
に
密
接
し
て
い
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
。

．
「
（
ゞ
第
三
番
の
対
の
枝
の
）
一
部
は
た
だ
ち
に
、
顎
の
関
節
部
の
横
を
通
っ
て
耳
の
前
方
へ
と
下
る
」
（
第
五
章
）
三
叉
神
経
の
第
三
枝
が
側

頭
下
窩
に
出
て
き
た
と
こ
ろ
を
述
べ
て
い
る
。

．
「
（
ゞ
二
本
の
）
う
ち
の
一
つ
は
、
こ
め
か
み
筋
冨
○
白
目
胃
の
日
吊
（
鵜
Ⅱ
側
頭
筋
）
の
中
や
、
咬
む
筋
日
凹
め
の
①
蔚
吋
日
巨
の
（
番
Ⅱ
咬
筋
）
と
呼

ば
れ
る
も
の
の
中
に
分
か
れ
て
お
り
（
鈴
三
叉
神
経
Ｖ
第
三
枝
の
下
顎
神
経
か
ら
の
咀
噛
筋
枝
）
」
（
第
五
章
）
三
叉
神
経
の
第
三
枝
か
ら
分
か

れ
て
咀
噛
筋
に
分
布
す
る
枝
（
咀
囑
筋
枝
）
を
述
べ
て
い
る
。

．
「
（
饗
第
三
対
の
も
う
一
本
の
枝
は
）
下
顎
の
あ
た
り
の
歯
の
根
へ
と
枝
分
か
れ
し
（
器
Ⅱ
三
叉
神
経
Ｖ
第
三
枝
の
下
顎
神
経
か
ら
の
下
歯
槽
神
経
）
、

そ
れ
は
上
方
（
ゞ
の
上
顎
）
で
そ
れ
が
分
か
れ
る
の
と
同
様
の
配
分
で
あ
る
。
ま
た
（
器
下
顎
の
）
歯
肉
へ
と
同
様
に
配
分
を
送
り
、
下
の
唇

へ
と
送
る
が
、
そ
れ
は
上
の
方
（
ゞ
の
上
顎
）
で
も
同
様
で
あ
る
。
」
（
第
五
章
）
下
顎
骨
の
中
に
は
い
っ
て
、
下
顎
の
歯
と
歯
肉
と
オ
ト
ガ

イ
の
皮
膚
に
分
布
す
る
三
叉
神
経
の
第
三
枝
の
枝
（
下
歯
槽
神
経
）
を
述
べ
て
い
る
。
上
顎
の
対
応
す
る
枝
と
同
様
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

て
い
ブ
旬
０
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。
「
そ
の
最
大
の
部
分
は
、
舌
の
被
膜
に
分
布
し
、
あ
る
人
々
は
そ
の
対
を
味
覚
の
神
経
］
吊
昌
目
鴨
匡
８
百
口
と
呼
ぶ
（
番
Ⅱ
三
叉
神
経
Ｖ
第

三
枝
の
下
顎
神
経
か
ら
の
舌
神
経
）
が
、
と
い
う
の
も
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
味
の
感
覚
が
生
じ
る
か
ら
で
あ
る
。
」
（
第
五
章
）
舌
の
粘
膜
に
分

布
す
る
三
叉
神
経
の
第
三
枝
の
枝
（
舌
神
経
）
を
述
べ
て
い
る
。

．
「
脳
か
ら
出
て
い
る
神
経
の
中
で
第
四
番
の
対
で
あ
り
、
…
そ
の
後
直
ち
に
頭
の
骨
を
通
り
、
ま
た
口
の
上
部
（
鵜
Ⅱ
口
蓋
）
に
向
か
っ
て
分

か
れ
て
い
く
（
三
叉
神
経
Ｖ
第
二
枝
の
上
顎
神
経
か
ら
の
大
・
小
口
蓋
神
経
）
・
」
（
第
五
章
）
三
叉
神
経
の
第
二
枝
か
ら
分
か
れ
た
大
・
小
口

蓋
神
経
が
、
口
蓋
に
開
い
た
孔
か
ら
口
蓋
の
粘
膜
に
分
布
す
る
と
こ
ろ
を
述
べ
て
い
る
。

。
「
こ
れ
ら
の
一
部
（
ゞ
第
四
番
の
対
、
交
感
神
経
幹
）
が
（
”
左
右
）
そ
れ
ぞ
れ
頭
か
ら
下
へ
伸
び
て
離
れ
て
い
く
」
、
「
（
祭
神
経
の
た
め
の
）
頭

蓋
の
孔
は
（
静
内
頚
動
脈
と
）
共
通
の
も
の
（
饗
頸
動
脈
管
）
で
あ
っ
て
、
こ
こ
を
通
っ
て
こ
れ
（
静
第
四
番
の
神
経
）
は
下
方
へ
伸
び
、
ま
た

（
ゞ
内
）
頸
動
脈
８
３
房
の
続
き
の
部
分
が
脳
に
向
か
っ
て
上
方
に
伸
び
」
、
「
こ
れ
ら
の
神
経
（
鵠
交
感
神
経
幹
）
が
、
頸
と
胸
を
通
り
、

横
隔
膜
よ
り
も
下
の
場
所
（
ゞ
腹
部
）
に
伸
び
て
い
く
」
（
第
五
章
）
交
感
神
経
幹
の
延
長
で
あ
る
内
頚
動
脈
神
経
が
、
頭
蓋
腔
に
は
い
る

と
こ
ろ
を
観
察
し
て
い
る
が
、
神
経
が
逆
方
向
（
頭
蓋
腔
か
ら
外
に
向
か
っ
て
）
伸
び
る
と
述
べ
て
い
る
。

以
上
の
記
述
か
ら
判
断
す
る
と
、
ガ
レ
ノ
ス
は
三
叉
神
経
の
さ
ま
ざ
ま
な
部
分
を
観
察
し
、
以
下
の
よ
う
に
第
三
番
と
第
四
番
に
振
り
分

け
た
と
解
釈
す
る
の
が
適
切
で
あ
ろ
う
。

・
脳
幹
の
橋
か
ら
出
て
三
叉
神
経
節
に
至
る
ま
で
の
と
こ
ろ
感
覚
根
Ⅱ
第
三
番
、
運
動
根
Ⅱ
第
四
番
、
で
あ
る
と
し
た
。

・
三
叉
神
経
節
を
経
て
三
枝
に
分
か
れ
た
と
こ
ろ
第
一
枝
の
眼
神
経
が
上
眼
窩
裂
を
通
っ
て
眼
窩
に
入
る
の
を
第
三
番
の
脳
神
経
の
第
一

の
枝
と
し
、
第
三
枝
の
下
顎
神
経
が
卵
円
孔
を
通
っ
て
側
頭
下
窩
に
出
た
と
こ
ろ
を
観
察
し
、
第
三
番
の
脳
神
経
の
第
二
の
枝
と
し
た
。

第
二
枝
の
上
顎
神
経
が
正
円
孔
を
通
っ
て
翼
口
蓋
窩
に
入
る
と
こ
ろ
は
観
察
し
て
い
な
い
。

・
三
叉
神
経
の
第
二
枝
の
上
顎
神
経
が
下
眼
窩
裂
を
通
る
と
こ
ろ
上
顎
神
経
が
翼
口
蓋
窩
か
ら
下
眼
窩
裂
を
通
っ
て
眼
窩
に
入
る
と
こ
ろ

を
観
察
し
第
三
番
の
脳
神
経
の
第
一
の
枝
の
一
部
と
し
て
い
る
が
、
逆
方
向
（
眼
窩
か
ら
翼
口
蓋
窩
）
に
走
る
と
考
え
て
い
る
。
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第一番

第二番

第三番の第一の枝

第三番の第二の枝

第四番

第五番

第六番

第七番

視神経II

動眼神経1I1

三叉神経Vの第一枝、第二枝の大部分、第三枝の咀噛筋枝

三叉神経Vの第三枝の大部分

交感神経幹、三叉神経Vの第二枝の大・小口蓋神経

顔面神経VI1、内耳神経VⅢ

舌咽神経IX、迷走神経X、副神経XI

舌下神経XII

二
、
ガ
レ
ノ
ス
に
よ
る
迷
走
神
経
の
解
剖

第
六
番
の
脳
神
経
、
現
在
の
迷
走
神
経
Ｘ
の
解
剖
所
見
は
、
ガ
レ
ノ
ス
の
『
神
経
の
解
剖
に
つ
い

、
三
叉
神
経
の
第
二
枝
の
上
顎
神
経
か
ら
分
か
れ
た
上
歯
槽
神
経
上
顎
の
歯
槽
お
よ
び
歯
肉
に
分

布
す
る
上
歯
槽
神
経
を
観
察
し
、
第
三
番
の
脳
神
経
の
第
一
の
枝
か
ら
分
か
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

・
三
叉
神
経
の
第
二
枝
の
上
顎
神
経
か
ら
分
か
れ
た
下
眼
窩
神
経
眼
窩
の
底
か
ら
上
顎
の
皮
下
に

出
る
下
眼
窩
神
経
を
観
察
し
、
第
三
番
の
脳
神
経
の
第
一
の
枝
か
ら
分
か
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

・
三
叉
神
経
の
第
二
枝
の
上
顎
神
経
か
ら
分
か
れ
た
大
・
小
口
蓋
神
経
口
蓋
の
粘
膜
に
分
布
す
る

大
・
小
口
蓋
神
経
を
観
察
し
、
第
四
番
の
脳
神
経
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

・
三
叉
神
経
の
第
三
枝
の
下
顎
神
経
か
ら
分
か
れ
た
咀
噛
筋
枝
咀
噛
筋
に
分
布
す
る
咀
噌
筋
枝
を

観
察
し
、
第
三
番
の
脳
神
経
の
第
一
の
枝
か
ら
分
か
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

・
三
叉
神
経
の
第
三
枝
の
下
顎
神
経
か
ら
分
か
れ
た
下
歯
槽
神
経
下
顎
骨
の
内
部
を
走
る
下
歯
槽

神
経
を
観
察
し
、
第
三
番
の
脳
神
経
の
第
二
の
枝
か
ら
分
か
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

・
三
叉
神
経
の
第
三
枝
の
下
顎
神
経
か
ら
分
か
れ
た
舌
神
経
舌
粘
膜
に
分
布
す
る
舌
神
経
を
観
察

し
、
第
三
番
の
脳
神
経
の
第
二
の
枝
か
ら
分
か
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

・
交
感
神
経
幹
と
内
頸
動
脈
神
経
胸
腹
部
の
脊
柱
に
沿
っ
て
走
る
交
感
神
経
幹
と
、
そ
の
延
長
で

内
頸
動
脈
管
を
通
る
内
頸
動
脈
神
経
を
観
察
し
、
第
四
番
の
脳
神
経
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

以
上
を
総
括
す
る
と
、
『
神
経
の
解
剖
に
つ
い
て
」
に
お
け
る
ガ
レ
ノ
ス
の
脳
神
経
は
、
以
下
の
よ

う
に
同
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
（
表
３
）
。
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て
」
の
中
で
、
最
も
秀
逸
な
部
分
で
あ
る
。
迷
走
神
経
Ｘ
の
走
行
と
分
布
は
、
ガ
レ
ノ
ス
以
前
に
は
あ
ま
り
よ
く
解
剖
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

が
、
ガ
レ
ノ
ス
は
詳
細
な
解
剖
と
観
察
を
行
っ
て
お
り
、
記
述
さ
れ
た
観
察
結
果
は
、
現
在
の
理
解
に
ほ
ぼ
一
致
す
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

喉
頭
に
迷
走
神
経
Ｘ
の
三
本
の
枝
が
分
布
す
る
こ
と
（
第
九
章
）
、
そ
の
う
ち
の
一
本
は
、
胸
部
の
迷
走
神
経
Ｘ
か
ら
分
か
れ
て
反
回
神
経

と
な
り
、
上
行
し
て
喉
頭
に
向
か
う
こ
と
（
第
一
○
章
）
を
新
た
に
発
見
し
た
。
喉
頭
に
向
か
う
残
り
の
二
本
と
い
う
の
は
、
頸
部
の
迷
走
神

経
Ｘ
か
ら
喉
頭
に
向
か
う
上
喉
頭
神
経
が
二
本
に
分
か
れ
て
、
喉
頭
舌
骨
膜
を
貫
い
て
内
部
か
ら
喉
頭
に
分
布
す
る
内
枝
と
、
外
部
か
ら
喉

頭
に
分
布
す
る
外
枝
に
な
る
こ
と
を
観
察
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
迷
走
神
経
Ｘ
が
喉
頭
の
筋
を
支
配
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
声
の
発
生
に
関
与
す
る
こ
と
を
、
迷
走
神
経
Ｘ
を
結
紮
す
る
こ
と
に
よ
り
実

験
的
に
証
明
し
た
（
第
一
○
章
）
。
ま
た
反
回
神
経
も
同
様
に
、
声
の
発
生
に
関
与
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
第
一
○
章
）
。
こ
れ
に
対
応

し
て
、
喉
頭
の
解
剖
を
『
身
体
諸
部
分
の
有
用
性
』
の
第
七
巻
の
第
二
～
一
八
章
で
詳
し
く
述
べ
て
い
る
。
そ
の
中
で
ガ
レ
ノ
ス
は
喉
頭

（
州
）

の
筋
が
六
つ
あ
る
と
述
べ
、
冨
昌
は
そ
れ
ら
を
甲
状
披
裂
筋
、
後
輪
状
披
裂
筋
、
外
側
輪
状
披
裂
筋
で
あ
る
と
解
釈
し
て
い
る
。

ガ
レ
ノ
ス
は
ま
た
、
第
六
番
の
脳
神
経
（
迷
走
神
経
Ｘ
）
が
横
隔
膜
を
支
配
し
な
い
こ
と
を
発
見
し
（
第
一
○
章
）
、
横
隔
膜
を
支
配
す
る
神

経
が
、
第
四
～
第
六
頸
神
経
か
ら
分
か
れ
出
る
こ
と
を
明
確
に
述
べ
て
い
る
（
第
一
五
章
）
。
迷
走
神
経
は
、
食
道
に
沿
っ
て
下
行
し
、
横
隔

膜
を
貫
い
て
腹
部
内
臓
に
副
交
感
性
の
線
維
を
送
る
が
、
横
隔
膜
に
枝
は
出
さ
な
い
。
不
用
意
に
解
剖
す
る
と
、
迷
走
神
経
Ｘ
が
横
隔
膜
に

分
布
す
る
と
誤
認
す
る
こ
と
は
十
分
に
あ
り
そ
う
な
こ
と
で
あ
る
。
ガ
レ
ノ
ス
は
生
き
て
い
る
動
物
の
脊
髄
を
さ
ま
ざ
ま
な
高
さ
で
離
断
す

る
実
験
を
行
い
、
第
三
・
第
四
頸
髄
の
損
傷
で
は
呼
吸
が
止
ま
る
が
、
第
六
頸
髄
の
損
傷
で
は
横
隔
膜
の
運
動
が
残
る
こ
と
を
見
い
だ
し
て

い
る
言
解
剖
手
技
』
の
第
八
巻
の
第
九
章
）
。

ガ
レ
ノ
ス
は
、
第
六
番
の
脳
神
経
（
迷
走
神
経
Ｘ
）
の
枝
と
第
三
番
の
脳
神
経
か
ら
分
か
れ
る
神
経
（
交
感
神
経
幹
）
か
ら
の
枝
が
、
横
隔

膜
よ
り
も
下
で
腹
部
内
臓
に
分
布
す
る
こ
と
（
第
一
○
章
）
、
両
者
の
枝
が
錯
綜
し
て
区
別
し
が
た
い
こ
と
（
第
一
○
章
）
を
明
確
に
述
べ
て
い

る
。
腹
大
動
脈
の
前
面
に
は
、
腹
腔
神
経
叢
や
上
腸
間
膜
動
脈
神
経
叢
と
い
っ
た
、
自
律
神
経
系
の
神
経
線
維
が
網
工
を
つ
く
っ
て
い
る
。
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三
、
ガ
レ
ノ
ス
に
よ
る
脊
髄
神
経
の
解
剖

ガ
レ
ノ
ス
に
よ
る
脊
髄
神
経
の
解
剖
は
、
と
く
に
頸
神
経
の
領
域
に
つ
い
て
き
わ
め
て
詳
細
で
あ
る
。
上
肢
と
下
肢
に
分
布
す
る
神
経
に

つ
い
て
は
、
ご
く
簡
略
に
扱
わ
れ
て
お
り
、
「
（
ゞ
神
経
が
）
道
の
よ
う
に
腕
全
体
を
通
じ
て
作
ら
れ
て
い
る
様
子
、
そ
し
て
（
鵠
神
経
が
）
そ
れ

ぞ
れ
の
筋
肉
に
配
分
さ
れ
て
い
る
様
子
は
、
す
で
に
『
解
剖
手
技
』
の
中
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
」
と
『
解
剖
手
技
』
を
参
照
す
る
よ
う
に
指

示
し
て
い
る
。
上
肢
の
神
経
に
つ
い
て
は
「
解
剖
手
技
』
の
第
三
巻
の
第
三
章
と
第
四
章
で
、
下
肢
の
神
経
に
つ
い
て
は
そ
の
第
一
○
章
と

第
二
章
で
、
詳
し
く
扱
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
『
神
経
の
解
剖
に
つ
い
て
』
は
、
一
部
の
脊
髄
神
経
を
詳
し
く
扱
い
、
後
は
そ
れ
と
同
様
で

あ
る
と
い
う
形
で
、
脊
髄
神
経
全
体
を
総
論
的
に
扱
う
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

頸
神
経
に
つ
い
て
の
ガ
レ
ノ
ス
の
観
察
は
、
驚
く
ほ
ど
に
詳
細
で
あ
り
、
し
か
も
き
わ
め
て
正
確
な
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
解

剖
学
の
視
点
か
ら
は
無
意
味
あ
る
い
は
冗
長
に
思
わ
れ
る
解
剖
学
的
な
事
実
が
、
観
察
に
基
づ
い
て
正
確
に
記
述
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が

多
々
あ
る
。
ガ
レ
ノ
ス
が
文
献
情
報
に
基
づ
い
て
「
神
経
の
解
剖
』
を
書
い
て
い
る
の
で
は
な
く
、
自
ら
観
察
し
た
こ
と
を
書
い
て
い
る
こ

と
を
窺
わ
せ
る
。

・
第
一
・
第
一
話

こ
こ
に
は
交
感
神
経
幹
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
大
・
小
内
臓
神
経
、
お
よ
び
冑
の
前
面
と
後
面
に
達
し
た
迷
走
神
経
Ｘ
か
ら
の
枝
が
入
り
込
ん

で
お
り
、
肉
眼
的
に
ど
ち
ら
か
ら
の
神
経
線
維
で
あ
る
か
区
別
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

．
第
一
・
第
二
頸
神
経
が
通
る
椎
間
孔
の
形
状
（
第
二
章
）
ガ
レ
ノ
ス
は
第
一
頸
神
経
の
通
路
が
、
第
一
頸
椎
を
貫
く
と
述
べ
て
い
る
。

ヒ
ト
の
第
一
頸
神
経
は
、
頭
蓋
と
第
一
頸
椎
の
間
を
通
り
抜
け
る
が
、
サ
ル
で
は
第
一
頸
椎
が
こ
の
通
路
を
取
り
込
ん
で
、
骨
の
中
の
通

路
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
現
在
の
解
剖
学
者
の
間
で
も
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
所
見
で
あ
る
。

・
第
二
頸
神
経
が
脊
椎
の
後
ろ
か
ら
出
て
く
る
こ
と
（
第
一
二
章
）
第
一
・
第
二
頸
椎
の
後
面
に
骨
が
欠
損
し
た
部
分
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら

脊
髄
神
経
が
出
て
く
る
と
述
べ
て
い
る
。
他
の
脊
髄
神
経
の
通
路
は
椎
間
孔
と
い
い
、
前
縁
は
椎
体
、
後
縁
は
関
節
突
起
に
な
っ
て
い
る
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四
、
ガ
レ
ノ
ス
に
よ
る
解
剖
学
研
究
の
特
徴
と
意
義

ガ
レ
ノ
ス
は
『
神
経
の
解
剖
に
つ
い
て
」
の
中
で
、
い
く
つ
か
の
解
剖
所
見
を
、
自
ら
の
発
見
で
あ
る
と
明
確
に
述
べ
て
い
る
。
と
い
う

こ
と
は
、
そ
れ
以
外
の
解
剖
所
見
は
お
お
む
ね
、
ガ
レ
ノ
ス
が
先
人
か
ら
引
き
継
い
だ
も
の
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

ガ
レ
ノ
ス
は
『
解
剖
手
技
』
の
中
で
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
の
ヘ
ロ
フ
ィ
ル
ス
国
閏
８
巨
吊
と
エ
ラ
シ
ス
ト
ラ
ト
ス
同
国
巴
興
国
目
の
の

人
体
解
剖
所
見
を
し
ば
し
ば
引
用
し
て
い
る
。
ヘ
ロ
フ
ィ
ル
ス
の
「
解
剖
に
つ
い
て
ロ
①
日
め
め
①
昌
○
昌
冒
の
」
と
い
う
著
作
を
、
ガ
レ
ノ
ス
は

（
卵
）

見
た
こ
と
が
あ
り
、
「
解
剖
手
技
』
の
第
四
巻
の
第
八
章
で
引
用
し
て
い
る
。

・
上
位
の
頸
神
経
の
後
方
へ
の
枝
の
分
布
域
（
第
一
二
章
）
後
方
へ
の
枝
は
、
後
枝
と
し
て
知
ら
れ
る
。
第
一
・
第
二
頸
神
経
で
は
、
後
枝

が
太
く
、
後
頭
部
の
筋
お
よ
び
皮
膚
に
向
か
う
。

．
第
二
～
第
四
頸
神
経
が
た
が
い
に
吻
合
す
る
こ
と
（
第
一
三
章
）
こ
れ
は
現
在
で
も
頸
神
経
叢
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
事
柄
で
あ
る
。
頸

神
経
叢
か
ら
は
、
舌
骨
下
筋
群
へ
の
筋
枝
と
前
頸
部
の
皮
層
へ
の
皮
枝
が
出
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
枝
も
ほ
ぼ
同
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

．
第
四
～
第
六
頸
神
経
か
ら
出
た
神
経
が
横
隔
膜
に
向
か
う
こ
と
（
第
一
五
章
）
こ
の
神
経
は
、
横
隔
神
経
と
し
て
現
在
知
ら
れ
て
お
り
、

横
隔
膜
を
支
配
す
る
筋
枝
で
あ
る
。

、
第
五
頸
神
経
～
第
一
胸
神
経
か
ら
出
た
神
経
が
上
肢
に
分
布
す
る
こ
と
（
第
一
五
章
、
第
一
六
章
）
こ
の
神
経
は
、
腕
神
経
叢
と
し
て
知
ら

・
第
二
胸
神
経
か
ら
上
腕
の
皮
膚
に
向
か
う
枝
が
出
る
こ
と
（
第
一
六
章
）
こ
の
神
経
は
、
上
腕
肋
間
神
経
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

内
容
で
あ
る
。

が
、
第
二
頸
神
経
が
通
る
第
一
・
第
二
椎
間
で
は
、
関
節
突
起
が
な
い
た
め
に
、
椎
間
孔
の
後
縁
は
靭
帯
か
ら
で
き
て
い
る
。
ガ
レ
ノ
ス

は
第
二
頸
神
経
の
通
路
の
特
異
性
を
明
確
に
指
摘
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
現
在
の
解
剖
学
の
教
科
書
で
は
、
ほ
と
ん
ど
無
視
さ
れ
て
い
る

れ
て
い
る
。
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表4マリノスの解剖書の内容（推定）
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ガレノス

の要約

マリノス

の解剖学
内容

第一巻

第一巻

第一巻

第一巻

第二巻

第三巻

理論全体の序文、皮層、体毛、爪と肉と軟脂肪と硬脂肪

腺と膜と膜状の外皮と腹膜と胸膜と横隔膜

理論的に考察された脈管と静脈と動脈の解剖、自然状態
において動脈の中に血液が含まれているか

動脈の働きと役割、どこから始まるか、動脈についての

その他の研究、尿管、尿道と尿膜管と精管と胆管と細管
と腺、腺から伸びる管、器官、乳を含んでいる乳房の管、

体内の分泌物と脈管の内容物、液体や分泌物が含まれる
ところ、栄養

頭部にあるもの、その他のもの、縫合、顔面にあるもの、
縫合と結合とすべての頭部の骨、頭部と顔面の孔、下顎

とそこにある孔、下顎がそれ自身に結合しているか、歯
と頭部にあるノドの骨、これに接続して咽頭のところま

で伸びるもの

陰嚢と仙骨と寛骨と肋骨と胸骨と肩甲骨と肩峰、鎖骨と
上腕骨と尺骨と僥骨と手根骨と指骨、大腿骨と両方から
の膝の軟骨

頭蓋の髄膜や他の膜との関係、顔面全体の神経、こめか

み筋と咬筋と歯槽から顎と唇にかけての筋肉と顎の筋
肉、下顎の内側の筋と下顎の周りの個々の筋、鼻孔と膜
状の突起の周りにあるものと舌のところにあるもの、舌
と舌の筋、眼の筋

口と唇と歯と歯茎と口蓋垂と喉頭と小舌と咽頭と扁桃腺
と鼻と鼻孔と耳と頸と頸の筋（と肋骨の下の筋、眼の下
の筋と頸の本性）

胸部と背部と肋間と上腹部の筋、上腕と肩と前腕と手の

先の筋

下腿とその周りの筋、大腿と大腿部の筋と膝関節
｢息を吸うときに背部から何かの液体が肺に入り、ものを

食べるときに息が胃に入るのかどうか｣、ノド、気管、肺
と心臓と心臓における魂の力、

肝臓とその中の胆汁と脾臓と腹腔と腸間膜

腸、腎臓と尿管と膀胱と尿膜管と尿道、陰茎と男女の陰
部、子宮と胎児、睾丸、甲状腺

肝臓より上のすべての静脈の解剖

肝臓から心臓に伸びる静脈と、横隔膜より下にあるすべ

てのもの、動物全身の動脈

脳に関する研究、脳に脈拍のような運動があるか、吸い

込んだ息が脳に達するか、脊髄と髄膜

脳の支配権

意志に基づく運動、神経の部位ごとの相違、神経のある
ものがどこから発するか

脳から発する神経､嗅覚と嗅覚器官がどこから始まるか、

眼につながる神経

(テキストの欠損により不明）

第一巻 第四巻

第一巻 第五巻

第一巻 第六巻

第二巻 第七巻

第二巻 第八巻

第二巻 第九巻

第二巻

第三巻

巻
巻

○
一

第
第

巻
巻

第
第

巻
巻

第
第

巻
巻

第
第

第一四巻

第一五巻

第四巻 第一六巻

第四巻

第四巻

第一七巻

第一八巻

第四巻

第四巻

第一九巻

第二○巻
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ま
た
『
自
著
に
つ
い
て
」
の
中
で
は
、
マ
リ
ノ
ス
巨
閏
冒
巨
の
の
解
剖
害
の
要
約
を
自
ら
作
っ
た
こ
と
、
そ
の
項
目
を
も
紹
介
し
て
い
る
。

ガ
レ
ノ
ス
は
、
解
剖
学
的
な
大
き
な
発
見
を
い
く
つ
も
行
っ
た
が
、
そ
れ
は
先
人
た
ち
の
解
剖
所
見
の
集
積
の
上
に
可
能
に
な
っ
た
も
の
で

あ
る
。
マ
リ
ノ
ス
の
二
○
巻
か
ら
な
る
解
剖
学
を
、
ガ
レ
ノ
ス
は
要
約
し
て
四
巻
に
ま
と
め
た
と
、
『
自
著
に
つ
い
て
』
（
キ
ュ
ー
ン
版
第
一
九

（
副
）

巻
、
二
五
～
三
○
頁
）
の
中
で
述
べ
、
そ
の
要
約
の
目
次
を
紹
介
し
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
（
表
４
）
・

ガ
レ
ノ
ス
に
よ
る
七
対
の
脳
神
経
の
区
分
は
、
マ
リ
ノ
ス
が
提
唱
し
た
区
分
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
ガ
レ
ノ
ス
は
新
た
な
発

見
を
い
く
つ
か
加
え
た
と
、
『
神
経
の
解
剖
に
つ
い
て
」
の
中
で
述
べ
て
い
る
。

・
交
感
神
経
幹
の
頭
蓋
腔
内
へ
の
延
長
を
発
見
し
て
、
こ
れ
を
脳
神
経
の
第
四
番
の
対
に
加
え
た
（
第
五
章
）
。

・
顔
面
神
経
Ⅶ
が
側
頭
骨
内
部
の
迂
曲
し
た
通
路
を
通
り
抜
け
て
、
耳
の
下
あ
た
り
で
頭
蓋
の
外
に
出
て
く
る
の
を
発
見
し
て
、
こ
れ
を
脳

神
経
の
第
五
番
の
対
に
加
え
た
（
第
六
章
）
・
「
第
五
番
の
対
の
分
配
は
、
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
マ
リ
ノ
ス
に
よ
れ
ば
そ
れ
が
一
つ
で

あ
る
、
と
い
う
の
だ
か
ら
、
そ
れ
は
そ
れ
で
よ
い
が
、
た
だ
し
二
重
に
な
っ
て
い
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
が
。
」
と
述
べ
て
い
る
（
第
六
章
）
。

・
舌
咽
神
経
Ⅸ
・
迷
走
神
経
Ｘ
・
副
神
経
刑
が
独
立
し
た
神
経
で
あ
る
こ
と
を
発
見
し
た
（
第
一
○
章
）
。
「
そ
れ
ら
の
（
畿
本
の
）
中
で
、
ラ

ム
ダ
縫
合
の
端
に
あ
る
孔
（
鵠
Ⅱ
頸
静
脈
孔
）
を
通
っ
て
伸
び
出
る
と
言
わ
れ
る
三
本
の
神
経
の
分
配
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
ほ

と
ん
ど
す
べ
て
の
人
々
は
、
そ
れ
ぞ
れ
（
誹
右
と
左
の
神
経
）
を
一
つ
ず
つ
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
（
第
一
○
章
）
。

・
胸
部
の
迷
走
神
経
か
ら
反
回
神
経
が
分
か
れ
て
喉
頭
に
向
か
う
こ
と
を
発
見
し
、
そ
の
結
果
、
迷
走
神
経
の
三
対
の
枝
が
喉
頭
を
支
配
す

る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
迷
走
神
経
を
結
紮
す
る
実
験
を
行
っ
て
、
声
が
出
な
く
な
る
と
い
う
結
果
を
得
た
（
第
一
○
章
）
。

・
迷
走
神
経
が
横
隔
膜
を
支
配
し
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
（
第
一
○
章
）
。

・
横
隔
膜
よ
り
も
下
で
、
迷
走
神
経
の
枝
と
交
感
神
経
幹
か
ら
の
枝
が
混
ざ
り
合
っ
て
、
内
臓
に
分
布
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
（
第
一

○
章
）
。

マ
リ
ノ
ス
が
同
定
し
た
脳
神
経
の
七
対
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
と
い
う
具
体
的
な
記
述
は
残
さ
れ
て
い
な
い
が
、
ガ
レ
ノ
ス
の
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表5マリノスによる七対の脳神経（推定）
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第一番

第二番

第三番

視神経管を通って眼窩に出るもの

上眼窩裂を通って眼窩に出るもの

卵円孔を通って側頭下窩に出るも

の

大・小口蓋孔を通って口蓋に出る

もの

内耳道に入るもの

頚静脈管を通って頭蓋底に出るも

の

舌下神経管を通って頭蓋底に出る

もの

視神経Ⅱ

動眼神経III

三叉神経V第三枝

大・小口蓋神経第四番

顔面神経VI1、内耳神経VⅢ

舌咽神経IX、迷走神経X、副神経

XI

舌~下神経XII

第五番

第六番

第七番

七
対
の
脳
神
経
の
内
容
か
ら
、
ガ
レ
ノ
ス
が
新
た
に
発
見
し
た
も
の
を
差
し
引
く
こ
と
に

よ
り
、
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
表
５
）
・

マ
リ
ノ
ス
に
よ
る
七
対
の
脳
神
経
は
、
頭
蓋
腔
か
ら
出
る
通
路
に
よ
っ
て
区
分
し
た
も

の
で
あ
る
と
推
定
で
き
る
。
同
じ
通
路
を
通
る
神
経
を
、
マ
リ
ノ
ス
は
区
別
し
な
か
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
口
蓋
に
分
布
す
る
神
経
を
第
四
番
の
脳
神
経
で
あ
る
と
考
え
た
の
は
、

神
経
が
大
・
小
口
蓋
孔
を
通
っ
て
出
て
く
る
と
こ
ろ
を
観
察
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
上
眼

窩
裂
を
通
る
神
経
に
は
、
三
叉
神
経
の
第
一
枝
も
含
ま
れ
る
が
、
マ
リ
ノ
ス
は
こ
れ
を
見

逃
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
ガ
レ
ノ
ス
は
、
三
叉
神
経
Ｖ
の
第
一
枝
が
上
眼
窩
裂
を
通
っ

て
眼
窩
に
向
か
う
こ
と
を
見
い
だ
し
、
こ
れ
を
第
三
番
の
記
述
に
加
え
た
も
の
と
思
わ
れ

つ
（
》
Ｏ

ガ
レ
ノ
ス
は
、
マ
リ
ノ
ス
に
よ
る
脳
神
経
の
区
分
を
も
と
に
、
脳
神
経
そ
の
も
の
を
詳

し
く
解
剖
す
る
こ
と
に
よ
り
、
顔
面
神
経
Ⅷ
と
内
耳
神
経
Ⅷ
を
分
離
し
、
舌
咽
神
経
Ⅸ
と

迷
走
神
経
Ｘ
と
副
神
経
刃
を
分
離
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
実
質
的
に
は
、
二
対
の
脳
神

経
を
区
分
し
た
こ
と
に
な
る
。
三
叉
神
経
Ｖ
に
つ
い
て
ガ
レ
ノ
ス
は
そ
の
走
行
の
全
貌
を

観
察
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
三
叉
神
経
の
枝
の
ほ
と
ん
ど
の
部
分
を
断
片
的
に
見
い
だ

し
、
観
察
で
き
て
い
な
い
と
こ
ろ
を
推
測
に
よ
っ
て
補
い
、
そ
の
再
構
成
を
試
み
た
。
交

感
神
経
幹
の
延
長
が
頭
蓋
腔
に
入
る
と
い
う
の
は
新
た
な
発
見
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
り

交
感
神
経
幹
を
脳
神
経
の
一
つ
で
あ
る
と
誤
認
し
た
。

ガ
レ
ノ
ス
に
よ
る
七
対
の
脳
神
経
は
、
下
位
の
脳
神
経
Ⅷ
～
肌
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
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理
解
か
ら
み
て
も
驚
く
ほ
ど
に
正
確
な
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
上
位
の
脳
神
経
の
一
部
に
つ
い
て
は
、
不
完
全
で
あ
る
。
嗅
神
経
Ｉ
、
滑
車

神
経
Ⅳ
、
外
転
神
経
Ⅵ
を
認
め
て
い
な
い
こ
と
、
三
叉
神
経
Ｖ
の
枝
が
十
分
に
把
握
で
き
て
い
な
い
こ
と
、
交
感
神
経
幹
を
脳
神
経
の
一
つ

に
加
え
た
こ
と
が
、
現
在
の
理
解
と
食
い
違
っ
て
い
る
。
し
か
し
ガ
レ
ノ
ス
が
脳
神
経
に
つ
い
て
の
そ
れ
ま
で
の
理
解
を
、
大
き
く
進
歩
さ

ガ
レ
ノ
ス
に
よ
る
脳
神
経
の
記
述
が
、
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
、
修
正
さ
れ
て
現
在
の
理
解
に
至
っ
た
か
は
、
興
味
深
い
テ
ー
マ
で
あ
る

が
、
今
回
の
研
究
の
範
囲
を
遙
か
に
超
え
る
大
き
な
問
題
で
あ
る
。

に
加
え
た
こ
と
が
、
現
↑

せ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。

注
と
参
考
文
献

（
１
）
尻
目
己
○
⑦
“
Ｑ
画
く
目
の
巴
①
昌
呂
①
国
○
ヨ
ヨ
四
．
ｇ
ぐ
○
房
言
隠
．
Ｆ
旨
の
国
③
○
．
○
コ
８
５
９
ゞ
屍
曽
‐
勗
認

（
２
）
石
渡
隆
司
「
ガ
レ
ノ
ス
文
献
と
ガ
レ
ニ
ズ
ム
私
見
（
二
」
『
科
学
医
学
資
料
研
究
」
一
二
○
巻
、
一
～
四
頁
、
一
九
八
四
、
石
渡
隆
司
「
ガ
レ
ノ

ス
文
献
と
ガ
レ
ニ
ズ
ム
私
見
（
二
）
」
『
科
学
医
学
資
料
研
究
』
一
二
七
巻
、
九
～
一
二
頁
、
一
九
八
四
、
石
渡
隆
司
「
ガ
レ
ノ
ス
文
献
と
ガ
レ
ニ
ズ

ム
私
見
（
三
）
」
「
科
学
医
学
資
料
研
究
』
一
二
九
巻
、
九
～
一
二
頁
、
一
九
八
五

（
３
）
ガ
レ
ノ
ス
の
伝
記
的
資
料
は
、
ガ
レ
ノ
ス
自
身
の
著
作
で
あ
り
、
と
く
に
「
自
著
に
つ
い
て
ロ
①
与
吋
尉
冒
○
頁
房
」
負
号
目
、
こ
あ
‐
浅
）
、
「
自

著
の
順
序
に
つ
い
て
ロ
①
○
ａ
言
①
巨
胃
○
日
ョ
甲
○
頁
ご
昌
日
」
負
号
ロ
、
ご
”
お
‐
臼
）
、
『
予
後
に
つ
い
て
ロ
①
印
画
ｇ
目
○
口
①
且
与
侭
ｇ
⑦
ョ
」

負
号
己
．
匡
酌
詔
雫
雪
望
が
最
重
要
の
資
料
で
あ
る
。
前
二
者
の
英
語
訳
に
は
、
盟
侭
閏
〕
勺
ｚ
・
》
⑦
巴
ｇ
絡
房
ｇ
ａ
君
（
）
詩
的
．
甲
隠
〕
○
凰
○
ａ

己
昌
ぐ
の
耐
ご
甲
①
印
の
》
○
嵐
○
ａ
》
己
電
、
『
自
著
に
つ
い
て
』
の
日
本
語
訳
に
は
、
土
屋
睦
廣
「
ガ
レ
ノ
ス
の
自
己
文
献
解
題
『
自
著
に
つ
い
て
』
ｌ

序
論
・
翻
訳
・
注
解
ｌ
」
『
明
治
薬
科
大
学
研
究
紀
要
〔
人
文
科
学
・
社
会
科
学
〕
」
二
八
巻
、
三
一
～
六
○
頁
、
一
九
九
七
、
『
予
後
に
つ
い
て
』

の
英
語
訳
に
は
、
Ｚ
員
８
口
ぐ
．
岬
の
巴
①
貝
○
コ
目
○
唱
○
の
厨
．
シ
百
号
目
①
ぐ
の
１
侭
ゞ
国
の
『
言
》
ら
ご
》
が
あ
る
。
ガ
レ
ノ
ス
の
生
涯
に
つ
い
て
の
簡
潔

な
ま
と
め
は
、
凶
侭
曾
》
勺
Ｚ
．
“
⑦
巴
の
貝
⑳
里
①
ｇ
巴
君
○
民
め
」
‐
三
〕
○
風
○
ａ
ご
己
く
の
国
９
期
の
の
の
）
○
興
○
ａ
》
己
君
》
と
上
記
の
土
屋
論
文
に
記
さ
れ

て
い
る
。

（
４
）
冨
昌

冨
弓
輔
⑦
巴
①
ロ
ｇ
胃
年
吊
匡
開
甘
言
隅
の
（
罵
号
①
口
画
計
扇
呉
吾
①
ウ
Ｃ
Ｑ
顎
目
画
く
○
房
．
甲
鈩
○
日
口
座
一
己
ロ
茸
四
．
巴
ご
勺
【
の
閉
〕
［
吾
煙
の
四
ゞ
己
露
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（
喝
）
盟
侭
①
計
も
Ｚ
（
ｇ
”
⑦
巴
２
用
行
ｇ
ａ
言
自
訂
」
‐
三
》
○
嵐
Ｏ
ａ
ｐ
己
ぐ
①
厨
ご
”
●
①
閉
》
○
風
（
）
ａ
、
己
雪
》
種
山
恭
子
訳
「
ガ
レ
ノ
ス
自
然
の
機
能

に
つ
い
て
」
二
五
一
～
二
五
四
頁
、
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
京
都
、
一
九
九
八

（
Ｍ
）
口
巨
ユ
ヨ
胸
詞
涛
少
の
胃
○
国
○
さ
四
の
巴
の
①
ロ
の
ロ
の
旦
吊
ご
巴
の
出
口
の
①
①
Ｑ
旨
○
口
の
巴
、
己
曾
閏
邑
胃
ご
口
の
ａ
の
里
①
ロ
』
乏
．
四
号
匡
侭
Ｃ
Ｏ
員
．
ｇ
巨
丘
与
異
．
塁

ａ
‐
ら
凸
曽
山
急
〉
ご
臼
）
二
宮
陸
雄
『
ガ
レ
ノ
ス
自
然
生
命
力
』
三
一
九
～
三
二
五
頁
、
平
河
出
版
社
、
東
京
、
一
九
九
八

（
略
）
囚
‐
○
の
穴
シ
〕
（
賃
）
卵
⑦
堅
の
ロ
○
口
吾
①
己
四
目
Ｈ
巴
註
の
匡
三
①
印
．
国
閏
ぐ
四
ａ
ご
己
く
四
・
四
ｑ
弔
吊
的
の
〕
○
四
９
百
●
丘
頤
①
》
己
勗

（
Ⅱ
）
口
巨
の
ず
ご
○
吋
吾
三
ご
Ｆ
西
（
可
）
”
の
巴
①
。
○
．
四
目
ｇ
ｏ
日
門
巴
で
局
○
、
の
ｇ
貝
隅
・
号
①
両
扇
禺
ウ
○
○
戸
の
，
○
四
日
ず
吊
己
い
①
ご
己
ぐ
①
『
囚
ご
勺
吊
の
の
》
○
画
ョ
耳
己
”
①
．

ｓ
ｓ
、
近
年
、
印
①
邑
呂
（
呂
昌
）
は
、
こ
の
失
わ
れ
た
と
さ
れ
て
い
た
『
解
剖
手
技
」
九
～
一
五
章
の
ギ
リ
シ
ャ
語
の
断
片
部
分
が
オ
リ
バ
シ
ウ
ス

に
よ
っ
て
残
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
れ
は
、
ロ
閏
①
日
房
侭
に
よ
っ
て
一
八
五
八
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
オ
リ
バ
シ
ウ
ス
全
集
」
に

あ
る
が
、
ロ
閏
四
号
①
侭
自
身
、
こ
れ
が
『
解
剖
手
技
」
の
断
片
で
あ
る
と
は
気
づ
か
な
か
っ
た
と
印
９
９
は
考
え
て
い
る
。
印
２
９
戸
の
吊
禺

両
国
四
国
①
貝
の
ｇ
写
５
Ｆ
ｏ
胃
団
負
詩
の
具
⑦
巴
四
厨
シ
ロ
閂
○
目
旨
巴
甸
ｇ
ｏ
①
。
昌
朋
．
旨
｛
↑
Ｐ
ｐ
ｇ
①
ご
厨
四
コ
Ｑ
三
○
口
四
房
》
》
呂
自
．
ロ
ロ
圏
甲
置
Ｐ

（
皿
）
堕
侭
閏
も
Ｚ
（
ｇ
恥
⑦
巴
ｇ
陥
庁
Ｒ
ａ
言
日
爾
．
ご
‐
巨
〕
○
且
○
且
ロ
ヨ
ぐ
の
風
ご
刃
の
閉
．
Ｏ
ｘ
さ
＆
》
己
君
》
土
屋
睦
廣
「
ガ
レ
ノ
ス
の
自
己
文
献
解

題
『
自
著
に
つ
い
て
」
Ｉ
序
論
・
翻
訳
・
注
解
ｌ
」
『
明
治
薬
科
大
学
研
究
紀
要
〔
人
文
科
学
・
社
会
科
学
〕
」
二
八
巻
、
三
一
～
六
○
頁
、
一
九
九

東
京
、
二
○
○
一

（
９
）
の
言
い
①
吋
○
含

（
叩
）
Ｃ
ｐ
ｇ
ｐ
ご
日
昏

○
画
目
ご
ず
凰
旦
ｍ
①
）
馬

（
５
）
国
里
日
局
里
ｇ
］
の
（
①
ｅ
函
⑦
四
房
昌
旦
①
匡
呂
ロ
四
耳
白
日
三
〕
臥
潤
ぐ
目
．
旨
画
く
９
．
伊
旨
四
四
の
冒
吟
の
ｇ
宮
吊
国
．
の
．
弓
①
口
ウ
ロ
①
国
》
ら
ｓ

（
６
）
己
四
円
四
口
す
め
『
ぬ
。
（
貢
）
”
○
①
匡
ぐ
問
①
の
四
国
呉
○
国
］
昌
巨
①
印
》
耳
ご
凰
○
さ
哩
呂
吊
切
里
【
〕
】
Ｒ
］
門
巴
①
の
Ｑ
①
の
已
尉
ロ
．
旨
画
く
巳
．
ｍ
巴
晨
①
局
①
｝
も
四
吋
厨
．
畠
印
今
』
顎
の

（
７
０
）
二
自
画
】
シ
『
弓
の
巴
の
。
○
己
讐
①
巨
印
の
甘
言
①
め
い
負
号
①
己
煙
司
厨
Ｃ
〔
牙
①
ご
Ｃ
旦
軍
ヨ
い
く
（
）
厨
．
○
○
吋
国
里
一
己
己
ぐ
の
『
里
唇
も
［
①
の
の
〉
岸
一
国
の
四
》
ら
①
、

（
８
）
○
吊
三
眉
開
シ
亘
○
‐
亘
罠
○
四
§
ご
旦
醇
且
吊
閉
く
①
闇
冒
の
．
＄
‐
ご
》
牌
冒
白
目
㎡
》
ｚ
①
君
国
日
．
戸
己
全
》
チ
ャ
ー
ル
ズ
．
Ｄ
・
オ
マ
リ
ー
著
、

坂
井
建
雄
訳
『
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
の
ア
ン
ド
レ
ア
ス
・
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
勗
匡
‐
届
些
二
一
五
～
二
二
二
頁
、
エ
ル
ゼ
ビ
ア
・
サ
イ
エ
ン
ス
ミ
ク
ス
、

七

（
角
芹
の
里
①
ロ
○
口

画
呈
ぐ
門
出
（
貢
．
芹

］
＠
の
画

四
口
胃
○
日
甘
巴
己
門
○
、
①
Ｑ
巨
制
い
○
×
洋
肖
ロ
ロ
ヨ
ぐ
の
勗
再
ぐ
勺
尉
朋
》
冒
旨
Ｑ
ｏ
ｐ
》
ら
認

囚

の
巴
①
ロ
（
）
己
四
二
四
８
ヨ
旨
巴
ｃ
Ｈ
ｏ
ｏ
①
Ｑ
匡
吊
の
〕
ヰ
昂
一
胃
①
吋
頁
〕
（
詩
印
．
×
一
ｌ
ｘ
く
冨
》
○
四
日
宮
，
丘
、
①
ロ
ヨ
ぐ
①
『
鯉
冒
甸
吊
朋
》

ｔ
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（
妬
）
蝕
己
ｍ
ｑ
勺
Ｚ
（
茸
）
“
⑦
里
①
。
開
示
ｇ
①
。
言
○
ユ
筋
，
鴎
ｌ
暗
・
Ｏ
ｘ
３
ａ
ロ
ヨ
ぐ
閏
望
ｑ
勺
『
①
閉
》
○
凰
○
ａ
》
ご
雪

（
妬
）
ｚ
具
８
口
く
（
再
）
“
の
四
行
員
○
．
頁
○
四
］
吊
厨
‐
醒
穴
画
包
①
日
耐
ぐ
四
・
両
四
国
の
ユ
言
》
ら
ご

（
”
）
。
こ
の
冨
侭
騨
少
亘
○
‐
亘
昌
○
四
ｇ
ご
旦
鈩
ご
号
①
開
く
①
の
巴
旨
の
．
＄
‐
ご
肋
ｎ
ｇ
ｇ
四
国
》
の
》
ｚ
９
ご
函
○
異
》
ら
お
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
．
Ｄ
・
オ
マ
リ
ー
著
、

坂
井
建
雄
訳
『
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
の
ア
ン
ド
レ
ア
ス
・
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
勗
匡
山
認
と
二
一
五
～
二
二
二
頁
、
エ
ル
ゼ
ビ
ア
・
サ
イ
エ
ン
ス
ミ
ク
ス
、

（
泥
）
い
わ
ゆ
る
ガ
レ
ノ
ス
説
に
含
ま
れ
る
事
柄
で
あ
る
。
ガ
レ
ノ
ス
説
に
つ
い
て
は
、
盟
侭
閏
○
弓
馬
２
９
具
冒
〕
○
箇
目
８
口
昌
母
号
自
津
房
８
昌

旦
四
．
胃
○
日
房
巴
四
口
・
ロ
写
湧
ご
ざ
四
の
巴
島
開
○
ぐ
①
ｇ
８
国
閏
ぐ
の
冨
記
‐
霜
》
シ
【
吊
巨
Ｐ
．
【
呉
５
頁
』
ｚ
①
乏
屋
○
異
》
邑
囲

（
羽
）
君
三
尉
弓
叩
○
①
昂
ず
副
四
国
胃
○
ョ
①
、
冨
閏
ご
ロ
倖
シ
一
行
里
ご
》
Ｐ
ｏ
ｐ
Ｑ
白
〕
》
岳
霞

（
釦
）
降
話
ヨ
ョ
閏
『
胃
祠
四
弓
豆
の
の
①
耳
禺
］
○
日
四
巨
哩
肖
巴
尉
曽
］
禺
○
目
旨
四
口
①
ご
煙
凰
①
ロ
の
①
己
丘
巴
』
２
日
侭
冒
弓
吊
己
閏
く
日
匡
日
９
日
三
○
の
ｍ
扇
島
の
昌
旨
日

］
号
。
□
匡
冒
Ｑ
口
ゆ
く
画
ご
Ｑ
①
ご
写
○
の
。
〆
⑦
○
は
言
い
四
］
》
弓
認

（
訓
）
国
①
ｇ
肉
、
弓
口
耐
⑦
巴
①
昌
閂
す
①
自
国
胃
昌
】
円
く
四
〕
白
日
○
口
関
口
閏
嗣
里
①
ロ
ｏ
言
昌
侭
．
の
ロ
Ｑ
彦
○
承
の
シ
月
宣
く
．
砕
巨
？
］
屋
》
ら
急

東
京
、
二
○
○
一

二
宮
陸
雄
「
ガ
レ
ノ
ス
自
然
生
命
力
』
平
河
出
版
社
、
東
京
、
一
九
九
八

種
山
恭
子
訳
『
ガ
レ
ノ
ス
自
然
の
機
能
に
つ
い
て
』
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
京
都
、
一
九
九
八

四
口
い
の
吋
○
⑦
巴
①
口
耐
①
后
日
の
自
国
計
望
Ｃ
Ｏ
匡
吋
の
①
○
コ
す
○
ご
①
の
．
勺
Ｈ
Ｏ
Ｃ
①
①
＆
目
的
の
旦
庁
ゴ
①
詞
○
昌
巴
の
○
ｇ
①
ご
〔
馬
三
房
ｇ
ｏ
ヨ
の
，
急
い
ぷ
や
弓
Ｐ
ｇ
ｍ
国

の
○
朋
○
夛
岸
○
『
〕
四
コ
ｇ
ｏ
ョ
く
ａ
く
①
白
の
四
目
Ｑ
閂
厨
国
隅
ず
ぐ
⑦
里
①
ロ
具
弔
①
侭
四
日
○
房
シ
ご
胃
○
ョ
旨
巴
詞
Ｒ
ｏ
ａ
・
匡
岸
韻
甲
鼠
口
己
臼

く

：

の
○
閉
○
三
”
９
一
四
．
胃
日
昌
旦
吊
弓
隅
辱
⑦
巴
ｇ
ａ
Ｆ
晶
閏
目
貝
シ
ョ
閏
肩
目
］
目
目
巴
（
罵
少
目
ｇ
白
雪
巨
醇
篭
手
麗
口
尼
霊

の
○
朋
○
冨
叩
９
貝
胃
曽
国
８
旨
ご
ａ
目
吊
巳
朋
さ
崗
冨
四
目
口
①
晶
耳
⑦
巴
ｇ
ａ
Ｆ
晶
閏
目
巨
．
少
目
さ
目
８
］
詞
①
８
ａ
・
匡
卸
合
？
ｇ
民
ら
ｇ

ｑ

夛
与
侭
耳
篇
目
｝
昂
○
問
い
閏
］
ａ
の
日
里
一
．
門
口
周
旨
侭
○
門
○
℃
の
監
哩
宇
巨
》
己
匿

⑦
○
閉
○
三
》
○
コ
芸
①
習
国
８
日
ぐ
旦
吾
①
昌
角
こ
い
シ
自
胃
○
日
旨
巴
”
①
Ｇ
Ｃ
Ｈ
Ｑ
匡
吟
弓
１
鴎
》
ら
急

ぐ

堕
侭
閏
勺
Ｚ
（
ｇ
“
⑦
巴
ｇ
附
一
①
９
８
言
○
鼻
の
山
‐
圏
》
○
嵐
Ｃ
ａ
ご
己
ぐ
①
厨
ご
甲
①
ｍ
の
、
ｏ
ｘ
さ
ａ
ゞ
こ
渇
》
土
屋
睦
廣
「
ガ
レ
ノ
ス
の
自
己
文
献
解

「
自
著
に
つ
い
て
」
ｌ
序
論
・
翻
訳
・
注
解
ｌ
」
『
明
治
薬
科
大
学
研
究
紀
要
〔
人
文
科
学
・
社
会
科
学
〕
」
二
八
巻
、
三
一
～
六
○
頁
、
一
九
九
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,
1
9
0
9

(
S
)
S
i
n
g
e
r
C
:
T
h
e
e
v
o
l
u
t
i
o
n
o
f
a
n
a
t
o
m
y
-
a
s
h
o
r
t
h
i
s
t
o
r
y
o
f
a
n
a
t
o
m
i
c
a
l
a
n
d
p
h
y
s
i
o
l
o
g
i
c
a
l
d
i
s
c
o
v
e
r
y
t
o
H
a
r
v
e
y
.
A
l
f
r
e
d
A
.

K
n
o
p
f
,
N
e
w
Y
o
r
k
,
1
9
2
5
,
D
u
c
k
w
o
r
t
h
W
L
H
(
t
r
)
:
G
a
l
e
n
o
n
a
n
a
t
o
m
i
c
a
l
p
r
o
c
e
d
u
r
e
s
,
t
h
e
l
a
t
e
r
b
o
o
k
s
.
C
a
m
b
r
i
d
g
e
U
n
i
v
e
r
s
i
t
y

P
r
e
s
s
,
C
a
m
b
r
i
d
g
e
,
1
9
6
2
,
G
o
s
s
C
M
:
O
n
a
n
a
t
o
m
y
o
f
n
e
r
v
e
s
b
y
G
a
l
e
n
o
f
P
e
r
g
a
m
o
n
.
A
m
e
r
i
c
a
n
J
o
u
r
n
a
l
o
f
A
n
a
t
o
m
y
l
1
8
:

3
2
7
-
3
3
6
,
1
9
6
6
,
M
a
y
M
T
:
G
a
l
e
n
o
n
t
h
e
u
s
e
f
u
l
n
e
s
s
o
f
t
h
e
p
a
r
t
s
o
f
t
h
e
b
o
d
y
.
i
n
2
v
o
l
s
・
C
o
r
n
e
l
l
U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
P
r
e
s
s
,
I
t
h
a
c
a
,
1
9
6
8
,

S
m
i
t
h
E
S
:
G
a
l
e
n
'
s
a
c
c
o
u
n
t
o
f
t
h
e
c
r
a
n
i
a
l
n
e
r
v
e
s
a
n
d
t
h
e
a
u
t
o
n
o
m
i
c
n
e
r
v
o
u
s
s
y
s
t
e
m
.
p
a
r
t
l
.
C
l
i
o
M
e
d
i
c
a
.
6
:
7
7
-
9
8
,
1
9
7
1
,

S
m
i
t
h
E
S
:
G
a
l
e
n
'
s
a
c
c
o
u
n
t
o
f
t
h
e
c
r
a
n
i
a
l
n
e
r
v
e
s
a
n
d
t
h
e
a
u
t
o
n
o
m
i
c
n
e
r
v
o
u
s
s
y
s
t
e
m
.
p
a
r
t
2
.
C
l
i
o
M
e
d
i
c
a
.
6
:
1
7
3
-
1
9
4
,
1
9
7
1

(
R
)
M
a
y
M
T
:
G
a
l
e
n
o
n
t
h
e
u
s
e
f
u
l
n
e
s
s
o
f
t
h
e
p
a
r
t
s
o
f
t
h
e
b
o
d
y
.
i
n
2
v
o
l
s
､
4
4
4
,
C
o
r
n
e
l
l
U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
P
r
e
s
s
,
I
t
h
a
c
a
,
1
9
6
8

(
$
)
D
u
c
k
w
o
r
t
h
W
L
H
(
t
r
)
:
G
a
l
e
n
o
n
a
n
a
t
o
m
i
c
a
l
p
r
o
c
e
d
u
r
e
s
,
t
h
e
l
a
t
e
r
b
o
o
k
s
.
1
8
9
-
1
9
5
,
C
a
m
b
r
i
d
g
e
U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
P
r
e
s
s
,

C
a
m
b
r
i
d
g
e
,
1
9
6
2

(
S
)
E
杣
。
1
9
0
(
l
i
n
e
s
9
-
1
1
)

(
弓
）
厘
伽
。
1
9
0
(
l
i
n
e
s
l
l
-
1
3
)

(
等
）
匡
冊
m
o
1
9
4
(
l
i
n
e
s
l
2
-
1
5
)
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七題
睦
口
胸
①
門
。
（
耳
）
卵
⑦
巴
①
己
○
ロ
四
国
呉
（
）
日
旨
巴
で
Ｒ
Ｏ
Ｃ
の
・
匡
吊
の
．
ぷ
い
○
×
さ
『
Ｑ
ご
己
く
四
忽
ｑ
も
Ｈ
①
閉
．
Ｆ
自
己
○
コ
》
ご
詔

盟
侭
①
吋
勺
Ｚ
（
ｇ
醜
の
里
自
の
①
庁
９
８
言
○
１
＄
・
屋
１
国
〕
○
萬
○
ａ
ロ
ヨ
ぐ
の
国
ｑ
刃
①
ｍ
の
》
Ｏ
ｘ
さ
ａ
ゞ
思
君
》
土
屋
睦
廣
「
ガ
レ
ノ
ス
の
自
己
文
献
解

『
自
著
に
つ
い
て
」
ｌ
序
論
・
翻
訳
・
注
解
ｌ
」
「
明
治
薬
科
大
学
研
究
紀
要
〔
人
文
科
学
・
社
会
科
学
こ
二
八
巻
、
三
一
～
六
○
頁
、
一
九
九

同
書
。
こ
い

同
書
。
岳
』

⑦
○
朋
○
冒
咄

巨
旦
冨
昌

同
書
。
《
堂

同
書
。
い
望

同
書
。
こ
い
含
巨
舟
隠
‐
暗
）

同
書
。
己
甲
乞
《

○
冒
叩
○
ロ
四
国
動
８
ョ
琶
旦
己
①
ご
①
の
頁
訓
⑦
巴
①
ご
旦
吊
〕
の
侭
四
日
〔
）
］
］
．
シ
日
①
国
の
四
口
〕
（
）
日
，
己
巴
旦
シ
ロ
呉
○
ョ
誤
匡
醇
罵
？
認
画
邑
誘

冨
弓
必
の
里
①
ご
○
口
昏
①
口
の
①
冒
言
の
閉
旦
号
の
ロ
四
門
厨
９
号
①
頁
己
誤
冒
い
く
○
房
．
お
函
ロ
ｇ
①
》
○
○
コ
一
①
ニ
ロ
ョ
ぐ
閏
凰
ご
勺
３
ｍ
の
肖
吾
回
の
四
》
己
誘

《
一
心
（
屋
己
の
四
房
）

い
。
↑
’
四
ｍ
。

。
（
耳
育

勺
Ｚ
（
耳
）

３

（
順
天
堂
大
学
医
学
部
解
剖
学
教
室
、
同
英
語
研
究
室
、
同
医
史
学
研
究
室
）



守
の
》 Galen@6OntheAnatomyofNerves''

TranslationfromtheGreekTextandDiscussion

TatSuoSAKAI,ReitarolKEDAandMiyokoTSUKISAWA

『
Ｗ
Ｓ
Ｃ
旦
雨
駐
ｅ
蝉
露
」
Ｋ
ベ
ュ
無
醜
呈
遥
剛
抹
騨

Galen'streatise"OntheAnatomyofNerve:wastranslatedliterallyfromtheGreektext

(Kiihn'sedition,vol.2,pp.831-856)intoJapanese,utilizingtheknowledgeofanatomy.The

previousLatinandEnglishtranslations,aswellasthedescriptionsofthenervoussystemin

theotherGalenictextssuchas"AnatomicalProcedures"and$&OntheUsefulnessoftheParts

oftheBody,"wereutilizedasreferencesforthepresenttranslation,butitbecameevident

fromthepresentstudythattheprevioustranslationscontainedanabundanceofimmature

anderroneousunderstandingsoftheGalenictext.Thepresentstudyhasmadeitclearthat

thethirdcranialnervereferredtobyGalencontainsthemostbranchesofthetrigeminal

nerve,andthatthefourthcranialnerverepresentsthesympathetictrunkandthepalatine

nerves.TheGalenictextswhichweretranslatedintoLatinmainlvinthel6thcenturvbefore

developmentofanatomicalknowledgecontainmisunderstandingspeculiartotheage.Thus

themoderntranslationsinheritsomemisunderstandingsfoundinthoseLatintranslations.

DescriptionsintheGalenic"OntheAnatomyofNerves"appearvagueat6rstsight,butthe

describedstructurescanbeidentifiedinmostcaseswithoutdoubtonthebasisofanatomical

knowledge.FurthermorewecanestimatehowGalendevelopedtheprecedingunderstanding

ofthenervoussystemmadebyMarinusonthebasisofhisownobservations.


